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神話・天領・近代化
一一山陰・東石見の漁村と山村一一
序章東石見の歴史的背景と近代化
一問題の所在
I 神話への憧僚と神社合組
1. 出雲神話と神社をつなぐもの
一一一神話アイデンティティ
高橋統
松本誠
高橋統一
(1) 韓神新羅神社・五十猛神社・大屋(津〉姫命神
社・漢女神社・国分寺震震神社
(2) 周辺の諸神社との関係
(3) 1紀伊国」の諸神社の場合
(4) 大浦と湊の春祭(参与観察〉
2. 神社合加と村落祭加
(1) 水上の三神社(福原八幡宮・荻原八幡宮
白杯=三久須三滝神社〉の合紀
(2) 福原八幡宮の宮座とシッカク踊
(3) 水上神社の秋祭(参与観察…・松本誠一〕
E 漁村と山村の生業構造
一一天領(銀山領〉の近代化
高橋統一
1. 大浦の生業構造の変化
(1) 銀山領御城米蔵宿・廻船業者と漁業資本家
(2) 五十猛漁業協同組合
(3) 海上筏レースと仮屋行事
(参与観察・・・・・-松本誠一)
付) 海上筏レース
(ロ) 仮屋行事(センボク・グロ〉
2， 水上の生業構造の変化
(1) 中山間地域の農林業
(2) 石州水上瓦協同組合
(3) 花田植(参与観察......松本誠一)
E漁村と山村の人口と家族
1. 大浦の人口と家族
清水浩昭
奥間葉子
一一青壮年の定着と核家族・漁民団地
2. 水上の人口と家族
過疎・高齢化と直系家族
N 集落と寺院
一一真宗門徒の拡散と寺檀関係
高橋統
1. 大浦の寺院と盆行事
(1) 正定寺(浄土宗〉と浄円寺〈浄土真宗〕
(2) 盆踊と精霊舟〔参与観察…・・松本誠一〕
2. 水上の寺院と盆行事
(1) 浄土真宗の五寺院
(2) 盆踊(参与観察)
V 漁村と山村の村組織
奥間葉子
1. 大滞の村組織
一一集村集落(ジグ〉と組・若者宿
2. 水上の村組織
一一散村集落〔ジグ〉と組・契約子
VI 東石見地方における草相撲組織
一一戦前の花相撲の実態
はじめに
1. 草相撲推進の社会的基盤
(1) 天領の相撲
(2) 祭礼時における奉納相撲
2. 琴ケ演とその弟子たち
(1) 琴ケ演という人物
(2) 弟子の分布
宇佐美隆憲
3. 草相撲組織の形態と花相撲の運営
(1) 草相撲の組織
(2) 花相撲の実際
おわりに一一草相撲組織の崩壊と花相撲の消滅
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VI 東石見の俗信語
一一口承文化素描
小沢康則
はじめに
1. 俗イ言語の定義
2. 調査の概要
3. 禁忌語
序章 東石見の歴史的背景と近代
化
一一問題の所在
高橋統
松本誠
近年，「環日本海文化」という枠組で山陰地
方の文化や社会をあらためて捉え直してみよう，
との関心が高まっている。
例えば先史考古学あるいは古代史の分野では，
単に日本国内や中央・畿内との関係だけでなく，
朝鮮半島や中国・シベリアなど東北アジアとの
関連で，山陰を位置づける研究志向がつよくな
っている。もちろん，こうした研究が従来もな
かったわけではなしそれなりの業績や伝統も
あるのだから，枠組自体に新たな意味づけが求
められているのだ， という方が当っていよう。
他方，山陰はこれまで一般に「裏日本」とし
て， とかく歴史の表舞台から遠ざけられ，明治
以降の近代化の過程でも，表日本に遅れをとっ
てきたとされてきたのだが，こうした認識に再
検討をせまるような意識改革を志向した研究が，
近世史や近・現代史あるいは社会学の分野で出
はじめているように思われる。例えば，北前船
による日本海の交易は瀬戸内や太平洋のそれに
較べ，むしろ当時はこれが「表日本」とみなし
てもよいほどのものであったのではないか，と
いう見方などがそれである。
そして，このような問題関心は，もとよりそ
れぞれの学問分野で内発的に起ってきたのだろ
4. 前兆語
5. その他の俗{言語
おわりに
終章東石見の文化伝統と近代化
一一結びに代えて
高橋統一
うが，最近のわが国の中央一極集中への反省，
いわば H地方の時代“を標梼する「地方志向」
と無関係ではないだろう。山陰の場合で云えば，
鳥取県が韓国の江原道と，島根県が慶尚北道と，
山口県が慶尚南道とそれぞれ姉妹提携して，人
と文化の交流を推進していることなどがその好
例である。
さて，以上の視点をふまえた上で私たちは，
「山陰の文化伝統とその変容を近代化との関連
で考察する」という研究課題を設定することに
したのである。そこで，まず具体的に山陰のど
の地域を調査対象とし，どこを調査地とするか
で，私たちとしては予め次のことを考慮したわ
けである。
その一つは，鳥取・島根・山口の山陰三県の
うちでは島根県が最も海岸線が長く，文化=社
会事象にも変差が多いとみられること，また島
根県のうちでは，これまで出雲への関心がより
つく調査研究も多いのに対し，石見は比較的少
いこと，そして出雲との関連という点では，西
石見よりも東石見の方が興味ぶかい事象がみら
れるのではないか，ということである(通常，
三瓶山から江の川までを東石見とするようであ
る〉。
もう一つは，文化伝統とその変化を具体的に
調査研究するには，どうしても村落社会を対象
としなくてはならないが，その際，生業形態の
異なる漁村集落と農山村集落を比較考察しなが
ら問題にアプローチするのが望ましく，且，効
果的である，ということである。なお，このこ
とは，高橋が先に愛媛県の宇和地方の調査で十
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分に体験したことでもあった。〔高橋 1994・303
-432， 1章の文献目録，参照〕
かくて，これらの 2点をいわば調査地選定の
条件と Lて，島根県及び大田市の関係各位に相
談し，現地を予備調査した上で，大田市の五十
猛町(漁村の大浦と農村の湊〕と水上町(山村
の三久須・白杯・福原・荻原〉を調査地に選ん
だのである。
ところで，この2つの調査地を違ぶ過程で，
これらが官頭で述べた問題関心に適合した地域
であることが分り，たいへん心づよく感じたの
である。以下の諸章でそのことをご理解いただ
けるかと思うが，ここで前以ってそれに少し触
れておこう。
周知のように，出雲神話は古代のロマンを秘
めた数々の物語から構成されているが，素変鳴
尊が天照大神との誓約に反して放遂され，新羅
に降ることになれやがて帰国する際に，その
子，五十猛命が多くの樹種をもち帰って，姉妹
の大屋津姫命，机津姫命と共に，これを全国に
播きひろめた， という話が「日本書紀」の中に
みられる。そして，この五十猛命らの神々にま
つわる若干の神社が，玉十猛町とその周辺に存
在しているのである。
この出雲神話と神社をつなぐものは何か， と
いういわば「神話アイデンティテイ」が，この
場合，朝鮮半島に結び、ついていることに私たち
は注目したわけである。(詳しくは 1章，参照〕
もうひとつは，海岸部の五十猛町と山間部の
水上町の間にある大森町は，かつて石見(大森〕
銀山があったところで，幕府は財政基盤の一環
として，その周辺150余ヶ村を直轄地の「天領」
にしていたのである。大森に隣接する水上が銀
山に深く結びついていたことは想像に難くない
が，五十猛町の漁村・大浦は，この天領の御城
米(年貢米〉の積出港であり，そのための蔵宿
や廻船業者・漁業資本家が支配属として存在し
た商港でもあって，北前船の出入で繁栄したと
ころだったのである。したがって，今回の調査
地がこうした天領であった，ということの意味
もまた，十分に吟味さるべき事柄と云うべきで
あろう。(詳しくはE章，参照〉なお，かつて
天領であったところは全国的にかなりあるのに，
その天領であったことをあえて謡い，大田市で
は，町おこしの一環として毎年，夏に全市をあ
げての，「天領まつり」を開催している一一私
たちは寡聞にして，このような例を他に知らな
u、。
現地調査(フィールドワーク〉は平成5年
(1993) 11月の中~下旬に，まず高橋が単独で予
備調査をし，翌，平成6年には 5月， 8月， 10月
のそれぞれ約10日間，数名による共同調査を集
中的に実施し，さらに平成7年の 1月と 4月に
も同様に共同で集中調査を行った。これに参加
したのは，高橋・松本の他に，同じく東洋大学
アジア・アフリカ文化研究所の研究員である，
清水浩昭・宇佐美隆憲，小沢康則および特別参
加の大学院生・奥間葉子(社会学研究科社会学
専攻・博士後期課程〕である。なお，本調査は
東洋大学アジア・アフリカ文化研究所と韓国の
安東大学校民俗学研究所との共同研究という形
で実施されたのであるが，諸般の事情により，
調査報告は各々の機関でそれぞれ別個に発表す
ることになった。ここでそのことを付記し，関
係各位の御諒解を得たいと思う次第である。
現地では多くの方々に多大の御世話になり，
心から感謝申上げているが，ここでは特に御配
慮をいただいた方々のお名前を以下に記してお
礼の言葉に代えたい(肩書と敬称は省略させて
いただき氏名のみを列記する〉。
林正幸，和国初治，古和正明，林福太郎，
長田幸之助，林治雄，伊東寛乗，栂徳三
郎，長尾柳作，禅田紀代治，木下健一，柿田
義哲，重本忠幸，木下孝二郎
(以上，五十猛町〉
山崎博幸，松下暁美，飯島正美，原敏夫，
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飯島淳人，石葉空詮，長岡忠光，中国俊光，
上野勇，上野昭文，郷原晃，渡利洋司，
水田良政，森長義秀 (以上，水上町〉
中田武範 (JlI合町)，桜井貞光(久利町)，渡
辺広幸(遜摩郡仁摩町)
また島根県及び大田市の関係各位としては次
の方々にたいへんお世話になった。厚くお礼申
上げる
勝部正郊(県文化財審議委員)，勝部昭，
宍道正年，浅沼政誌，中上 明(以上，県古
代文化センター〉
大久保昭夫，遠藤浩己(以上，市教育委員
会)，西村武(市立図書館〉
以上の他に，大学及び報道関係では次の方々
にお世話になった。
喜多村正，伊藤康宏(以上，島根大学)，
白石昭臣(県立国際短大)，佐回尾信作(中
国新聞社大田支局)
最後に，東洋大学アジア・アフリカ文化研究
所の研究員諸氏および文学部の大島建彦氏と東
洋大学白山社会学会の酒井俊二氏には，側面か
らいろいろご協力いただいたことを付記してお
きたい。
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I 神話への憧僚と神社合杷
高橋統
1. 出雲神話と神社をつなぐもの
一一神話アイデンティテイ
(1) 韓神新羅神社・五卜猛神社・大屋(津〉姫命
神社・漢女神社・国分寺震露神社
「日本書紀」の神代・上の第8段は，素議鳴尊
か出雲国の簸の川に天降り，八岐大蛇を退治し，
大蛇から草娃剣を得て天神に献上，やがて出雲
の清地で奇稲田姫と結婚して大己責神(おおな
むち=大国主命〉を生み，根の国に退くまでの
物語であるが，正文の他に，一書に日くとして，
注記が6つ加えられている。
i1υ主ijf子商J
このうちの第4と第5に，素委鳴尊の子，五
十猛神(いたける=五十猛命)とその姉妹神が
登場する。即ち次の如くである。
(第4) 一書に日く，素委鳴尊の所行無状
し。故，諸神，科するに千座置戸を以ちてし
て，遂に逐う。是の時に素変鳴尊，其の子五
十猛神を師い，新羅国に降り到り，曾戸茂梨
〈そしもり〉の処に居す。乃ち興言して日は
く，「此の地は吾居らまく欲せず」とのたま
い，遂に埴土を以ちて舟に作り，乗りて東に
渡り，出雲国の簸の川上に在る鳥上峰に到り
ます。時に，彼処に人を呑む大蛇有り o 素斐
鳴尊，乃ち天蝿研之剣を以ちて，彼の大蛇を
斬りたまう。時に蛇の尾を斬りて，刃欠けた
り。素変鳴尊の日はく，「此を以ちて吾が私
に用いるべきにあらず」とのたまい，乃ち五
世の孫天之葺根神を遣し天に上奉ぐ。此今し
⑨水上神社(湯里)
図 1-1 
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所謂草矯剣なり。初め五十猛神天降りし時に，
多に樹種を将ちて下りき。然れども韓地に殖
えず，尽に持ち帰り，遂に筑紫より始めて，
凡て大八州国の内に，播殖して青山と成さず
ということ莫し。所以に，五十猛命を称へて
有功(いさをし〉の神と為す。即ち紀伊国に
坐します大神，是なり。
(第5) 一書に日く，素変鳴尊の日はく，
「韓郷の島は，是，金銀有り。若使吾が児の
御らす国に，浮宝有らずは，是佳からじ」と
のたまう。乃ち費者を抜き散ちたまへば，杉
に成る。又胸毛を抜き散ちたまへば，是檎に
成る。尻毛は是被(まき〕に成る。眉毛は是
樽樟〈くす〉に成る。己にして其の用いるべ
き定めたまいて，乃ち称へて日く， i杉と橡
樟と，此の両樹は，以ちて浮宝にすべし。檎
は，以ちて瑞宮の材にすべし。被は，以ちて
顕見蒼生の奥津棄戸に将ち臥さむ具にすべし。
夫れ撒ふべき八十木種は皆能く播き生しつ」
とのたまう。時に素斐鳴尊の子，号けて五十
猛命と日す。妹は大屋津姫命(おおやつひ
め〉。次に机津姫命〔つまひめ〉。凡て此の三
神も能く木種を分布す。即ち紀伊国に渡し奉
る。然して後に素委鳴尊，熊成峰(くまなり
のたけ〉に居しまして，遂に根国に入りたま
う。棄戸，此には須多杯と云う。被，此に磨
紀と云う。〔小島ほか 1994・99-102J
ところで，この神話にまつわる神社に大田市
・五十猛町の五十猛神社(湊)と韓神新羅神社
(大浦)，大屋町の大屋姫命神社(大屋注1参
照)，および川合町の漢女神社。1合，物部神
社の境外摂社〉などがある。(写真 I-1~5 ，
図Iー し参照〉そして，例えば「大岡市三
十年誌』で、は，次のように記されている。
i(前略〉 また，海岸線の地名には古代神話
をほうふつさせる地名も多く，鳥井は物部神
社のーの鳥居建立に起因し，また五十猛には
朝鮮半島から帰られた素委鳴尊の神話がある。
素議鳴尊は五十猛命，机津姫命，大屋津姫命
とともに朝鮮半島より木の種を携えて大浦海
岸に上陸された。素委鳴尊は出雲へ帰られる
が，五十猛命は五十猛にとどまって造林に励
まれ， t爪津姫命は川合町の中心の漢女(から
め〉神社に鎮まって伐材や製材にあたられ，
大屋津姫命は大屋において建築に務められた
という。また二人の姫神は宅野で拷(たく〉
の木から繊維を採取し，馬路の神畑(かんば
た〉で機を織り，織り物の道を聞かれたと伝
えられる o}l)(大田市制三十周年記念誌編さ
ん事務局 1983・592-3J
日本書紀では，既にみた如く，神々の上陸地
点について何も触れていないから，この大浦海
岸に上陸された云々の一連の伝承に， どれほど
の信濁性があるのか判断しかねるが，この辺り
の海岸の地名に神話との何らかの由縁を感じさ
せるものが少くないのは事実である。神話と史
実をつなぎ現在に及ぶさまざまな過程で，何ら
かのフィクションが次第に増幅され，それが伝
承として定着する， ということもあったかと想
像されるから，この問題に，ここでは，あえて
立ち入ることを差し控えたいと思う (2)。 なお，
前述の第4，第5の一書にあるように，五十猛
命ら三神が紀伊国に渡って鎮座されたという点
については，この記述に結びつく若干の神社が
和歌山市に現存するので，後で更めでとりあげ
ることにする。〔後述の(3)参照〕
さて，五十猛(いそたけ〕神社は五十猛町の
湊集落に，韓神新羅(かんしんしらぎ〉神社は
同町大浦集落に夫々あり，祭神は前者が五十猛
(いそたける〉命，後者が素変鳴尊である。玉
十猛は前掲の『紀』にもあるように，正しくは
イタケノレであるが，ここではイソタケ・イソタ
ケルと呼称されており，五十猛の地名がかつて
磯竹(村〕であったのも，この呼称に結ひ'つい
ていたからだと考えられる(3)。
この両神社は祭神からみると，素変鳴尊を柁
った新羅神社の方が玉十猛命を把った五十猛神
社より格が高いように見受けられるが，必ずし
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もそうではなく，五十猛神社が玉十猛町全体の
氏神様で，新羅神社は大浦だけの氏神(明神さ
ん〉だ，という意識が一般にみられる。
ところが，大正11年 (1922)の「石見社寺案
内」の五十猛村の項には次のような記載がみら
れる。〔錦織 1922・78-9J
国分寺震震神社(磯竹〉村社
祭神別雷神，玉依姫命
大同4年正月21日勧請すると伝う。
明治6年村社となる。
韓神新羅神社(大i甫〉村社
祭神武進雄命，机津姫命，大屋津姫命，
境内四社
新羅国へ天降り給い，埴船に乗り当浦神社
へ着き給いしと伝う。明治6年村社となる。
五十猛神社(磯竹〉無格社
・・・・これのみで祭神の記載なし〔高橋〕
この記載をどう理解したらよいのだろうか。
これに関する確実な資料を持合わせないのだが，
差当って次の二点を指摘しておきたい。一つは，
近世漁業史研究の立場から伊藤康宏が，山岡栄
市の研究との関連で触れているように，、、親郷
と枝郷"の関係が，磯竹村と大浦の間にあった
とみられることである。〔伊藤 1993・6，山岡
1965・335-70J，即ち，天領(大森銀山領)の
御城米積出港として蔵宿を中心に重要な位置を
占めた大浦が，親郷(おやむら〉である磯竹村
に対して，枝郷(えだむら〉でありながら親郷
を凌ぐほどの力をもっており，そのことが明治
以降にも然るべく及んでいたことがここに窺え
はしないか， ということである。五十猛神社の
ある湊集落は海に面してはいるものの， 日本海
の荒波と耐える港がなく，地名とは裏腹に生業
は農業だけである。「湊」の字名をもちながら，
過去も現在も漁業と無関係なのが蹄に落ちず，
いろいろ質問してみたが，はっきりした答が聴
けなかったのは， どういうことなのか。いずれ
にしろ，漁業(漁師〉の大浦と農業(百姓〉の
湊の対比は明確で，しかも大浦は漁業集落であ
ると同時に，外洋を遮ぎる内湾部をもっ天然の
良港で，地前船の往来で栄えた商港でもあった
から，両者の差違は歴然としている。このよう
に漁業集落である枝郷の大浦は，親郷である湊
をはじめとする農業諸集落とかなり趣を異にし，
且それらとほぼ対等の力をもっていたものと思
われるのである。
このような問題に関わるとみられるのが，先
の記載の国分寺震霊神社で，これが二つめの点
である。この神社は，湊から少し内陸部に入っ
た地頭所という集落の山の上(雷山)にあって，
イカヅチ様と呼ばれ，戦前までは社もあったが
戦後は全く廃れ，現在は参道も定かでなく，そ
の遺跡の確認も断念せざるを得なかった。地頭
所はもちろん，かつて地頭の館があったことに
由来する字名だが，漁業の大浦を別として，こ
このイカヅチ様は磯竹(五十猛〉村の農業諸集
落(湊，地頭所，丹波，赤井，畑井，野梅，嘉
庭〉の氏神様として，戦前まではある程度，親
しまれていたようである。畑井の九六歳になる
古老NRは，地頭所まで山道を馬で越えてお参
りにいったという。前掲の「国分寺露震神社
〔磯竹〉村社」という記載は，このような事情
を背景に理解できるのではなかろうか。なお，
丹波集落のHIの家で偶々，見せていただいた
明治 5~7 年発行のこの神社の氏子札からも，
このことは推察できると思われる一一一氏子札の
裏面には，現在の五十猛神社のH宮司(新羅神
社も兼務〉の曾祖父が社人として記名捺印して
いる。〔写真1-6，図 Iー し参照〕なお，
国分寺露露神社が明治末年に五十猛神社に合間
されたために詳細は不明だとの報告もあるが
〔式内社研究会1983・857J，その後もずっと昭
和の戦前までは，前述のように，お参りする人
があったらしい。
いずれにしろ，おそらく，全く廃れてしまっ
た地頭所のイカヅチ様に代って，湊の五十猛神
社が磯竹村=五十猛町の氏神として，次第に意
識されるようになったのではなかろうか。
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(2) 周辺の諸神社との関係
前掲の「石見社寺案内」の記載で，国分寺爵
霊神社の個所に「大同4年正月21日勧誘すると
伝う」とあるが一一〔式内社研究会 1983・
856Jによると「延喜式紗頭註」からの引用と
いう一一これが事実とすると，大同 4年は西暦
809年だから， 10世紀はじめに編纂された「延
喜式』における神名帳，即ち当時の官社の国郡
別の一覧表に，所謂「式内社」として載ってい
てもおかしくない(九事実，神名帳(式内社一
覧〉の石見国遁摩郡の項には，城上・山辺八代
姫命・官事震・水上・国分寺震震の玉座が列記さ
れており，確かに式内社の一つに挙げられてい
るのだが，実は同名の神社がこの大岡市五十猛
町(もと遁摩郡〕の他に，同じ遁摩郡の仁万町
明神山と温泉津町湯里にもあり，さらに那賀郡
国分町国分(現在は浜岡市〉にもあって，これ
らの聞に江戸中期から，何れが本当の式内社な
のかについて論争があり，明治・大正年間もそ
れが続き，現在でもまだ決着がついてはいない
のである。このように式内社論争の対象となっ
ているのが，所謂「論社」とされる諸神社で，
五十猛町地頭所(雷山〉に戦前まであったイカ
ヅチ様は，正にそれであったわけである。〔仁
摩町誌編さん委員会 1972・854-57J
なお，仁万町明神山の国分寺震震神社は"明
神さん"と呼ばれ， 5年前の台風で損壊するま
では社殿も建在であった。戦後もしばらくは祭
りもきちんと行われていたようだが，損壊後は
近くの神楽岡八幡宮〈仁万の氏神〉に御神体を
預けたままで，いずれ何らかの合問の形をとる
べく，氏子どうしで検討中ということである。
〔写真I一7，図1-1，参照〕
また，温泉津町湯里の場合は露霊神社と称、し，
国分寺を冠していないが論社の扱いをうけてお
り，この点では神名帳の記載に単に震露とある
のと，国分寺緯震というのとがあって紛らわし
いことが，こうした論争を一層むずかしくして
いるようだ。この湯里の露霊神社は健在で，私
が訪ねた時は屋根の葺替え修復中であった。
〔図 1-1，参照〕
以上の諸神社は社名から判るように，雷神を
紀ったもので，祭神は別雷神や玉依姫神である。
なお，式内社で同様に雷神を担ったとみられる
ものには，大和国字智郡の官前震霊神社と火雷
神社，同じく添上郡の鳴雷神社がある。〔地方
史研究協議会1952・67-8J
ところで，式内社という点になると，五十猛
町の韓神新羅神社も玉十猛神社も，残念ながら
式内社ではない。官頭に引用した出雲神話との
つながりでは，五十猛命ら三神が紀伊国に渡っ
て鎮座されたとの記述に直接結びつぐ和歌山市
東部の若干の神社の場合は，神名帳の紀伊国名
草郡の項に，それとみられる諸座(社名〉が記
載されており，式内社であることは間違いなさ
そうである。もちろん，これらにも「論社」と
されているのがあって，やはり複雑な問題があ
るようだが，いずれにしろ，石見におけるここ
での新羅神社や五十猛神社〔五十猛町〉そして
大屋津姫命神社(大屋町〉や漢女神社。1合
町〕などは，いずれも式内社ではなく一一但し
漢女神社を境外摂社とする物部神社は勿論式内
社一一この点に関しては，どうも和歌山の方が
由縁が古いと云わざるを得ないと思われる。事
実，昭和35年 (1960)に島根県宗教連盟発行の
「宗教法人名薄」に基づいて作製したという「大
岡市の神社一覧表」によると，玉十猛神社の
創立が享保11年 (1726)，新経神社が享保20年
(1735)，大屋(津〉姫命神社が明治7年(1875)
となっている。〔大岡市役所 1968・675J
さて延喜式の神名帳には全国の座名が国・郡
別に記載されているが，その官頭の総計につい
ての記述は，
天神地紙総べて3，132座
社2，861処
前271座
となっており，ここで「座」というのは祭神
の数を示す単位であり，「処」は神社の数を示
す単位である。なお， 1社に 2座・ 3座と合組
される場合があり，その場合の主祭神以外の祭
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神の合計271座がここで「前」と表現されてい
るわけである。続いて，
大492座
ノJ，2，630座
と記されているが，ここでの大小は， 1社に2
座・ 3座とある場合などによる「大」と「小」
ではなく，神社の社格を示す「大社」・「小社」
のことであり，従って大492座というのは，大
社に奉記される祭神の総数のことである。大社
はさらに祈年・月次・新嘗などの祭把にあたっ
て，国家(中央の神祇官〉や地方行政機関たる
国街から，どういう幣自を受けるかによって格
付けされ，小社にも祈年祭で同様な差違があっ
たようだが，それと同時に，ここで注意しなく
てならぬのは，この式内社の座数に甚だしい地
方差がみられることである。
例えば， 200座以上の大和や伊勢がある一方，
10座にみたない国が15ヶ国もある一一ーなお出雲
は大和の286，伊勢の253に次ぐ第三位の187だが，
石見は34で、ずっと少しそして後でとりあげる
紀伊も31である。この点に関して虎尾俊哉は，
次の如く論じている。〔虎尾 1964・106-12J
，(これは〉注目すべき事実であり，神社
が寺院などと違って日本固有のものであるこ
とを考えると，このような座数分布は， 日本
の古代史を考える上にいろいろと興味ある材
料を提供しているものといえよう。ただしか
し，これはあくまで官社の座数であり，それ
も F延喜式」当時，あるいはそれよりややさ
かのぼる時代の官社の座数である。官社の制
度は律令の制定とともに古く， しかもその後，
官社に列せられる神社は時代的な変遷をとげ
ている。そして更にいえば，神社そのものの
起源は更にはるかな昔にさかのぼる訳である。
従って，この神名式の座数分布からただちに，
また安易に古い日本の姿を想定することは危
険であれこの神名式を材料とするにあたっ
ては慎重な分析が必要である。」
さて，ここで私たちが問題にしている出雲神
話に登場する神々，五十猛命・大屋津姫命・有It
津姫命を祭神とする神社が，後述の和歌山を別
にして，以上の他にどのように分布しているか
をみてみよう。(韓神新羅神社は主祭神が素議
鳴尊だから，ここでは一応，除外〉
まず，五十猛命を主祭神とする神社としては，
奥出雲の山間部の仁多郡横田町横田の伊我多気
(イガタケ〉神社がある。この社は「出雲風土
記J の仁多郡横田郷の項に，三沢社に次いで伊
我多気社と記載され，「以上二所は並びに神祇
官あり」と追記されているので，当時の神祇官
の神名帳に登録されていたとみられる。出雲風
土記は天平5年 (733)に成立しているから，
「日本書紀」が編纂された養老4年 (72めから
13年しか経っていないーーなお， r古事記」の
編纂は日本書紀より 8年早く和銅5年 (712)。
したがって，「延喜式』の神名帳が編修された
10世紀はじめより200年も前の，「出雲風土記』
に窺える当時の神名帳に，この伊我多気社が登
録されていたのなら，当然，延喜式の式内社と
なっているはずで，実際に延喜式でも出雲国仁
多郡の項には，三沢とこの伊我多気の2座しか
記載されていない。〔加藤 1992・2，59， 103。
地方史研究協議会 1952・18)
そこで問題は，五十猛命がイタケルと呼ばれ
(ときにはイソタケノレとも呼ばれ?)， '五十」
をイと訓み，助詞「ガ」を加えてイガタケと訓
んだと考えれば，伊我多気の社名と五十猛命が
つながる， ということになる。
ここで更に気になるのは，同じ「出雲風土
記」の意宇郡のところに，上述のような「並び
に神祇官あり」と追記のある48社のうちの，伊
布夜社・由字社・佐久多社の 3社に，いずれも
「同社坐韓国伊太正神社」という併記があり，
同様に出雲郡内の「神祇官あり」の58社のうち
の御魂社・曾伎乃夜社・阿受釈社にも同じ併記
があって，言十6干土があることである。これらの
ことについて式内社研究会の調査報告では，次
の如く論じている。〔加藤 1992・14，57-8。
式内社研究会 1983・719J
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「この“イタテ"(伊太尽〉は，これに漢
字を充てると恐らく「五十建」と表現できる
もので，「建Jは古代には「健」に通じてタ
ケルとも訓まれ，古事記では「倭建命」をヤ
マトタケルと訓ましめているから，五十建も
イソタケルまたはイタケルと声合め訓んだのを，
後にイタテと訓むようになったものと考えら
れ，やはり「五十猛命J を肥る神社であった
と思われる(5)。
また出雲風土記によれば，仁多郡各郷には
良質の鉄を産し，これを以って種々の鉄器を
鍛造することが各地で行われたが，これらの
技術者は韓国からの渡来者も多かったので，
この技術集団の奉じた神であったろうことも
想像される。」
その他に，五十猛命を主祭神の一つにしてい
るものには宍道湖南岸の八束郡宍道町上来待の
来待(キマチ〉神社をはじめ11社があって，前
述の大田市五十猛町湊と仁多郡横田町横田とと
もに，五十猛命を主祭神とする神社が島根県下
に計13社あることになる。また，同じくこの神
を配記神とするのが県下に8社，境内社として
把るのは 6社である。そして，これらの分布は
出雲のほぼ全域に及び，石見では東部の大田市
五十猛町のみで，あとは隠岐島に 2社あるだけ
である。〔島根県神社庁 1981・601，604，島
根県神社庁 1987・40，(付編)14)こうして
みると，地名の五十猛(磯竹〉とともに社名で
もそれを掘っている五十猛神社は，祭神からみ
れば分布の東限で，出雲との境，東石見の海岸
という，韓国(朝鮮〉との地理的関係でも微妙
な位置にあることになる訳である。
次に，大屋津姫命や楓津姫命を主祭神とする
神社では，大田市大屋町大屋の大屋(津〉姫命
神社および同市川合町川合の漢女神社(物部神
社の境外措社〉の他には，隠岐島の隠岐郡都万
町都万の天健金草(アマタケカナクサ〉神社が
ある。ここは島後の西郷港から西へ約19kmで，
古代は都麻郷と称し，「延喜式」にも記載があ
る式内社である。延喜6年 (906)に，新羅の
賊船が天健金草命の託宣によって難破した，と
いう「扶桑暑記』の記述などのためか，古代の
社格は山陰でも高位であったが中・近世はあま
り名も出ず，明治以降に再び世に知られるよう
になったという。この天健金革命とはどのよう
な神なのか，社伝の由緒では全く定かではなく
(人格神より自然神?)，主祭神には大屋津姫命
とtJ1¥津姫命，それに後に合記された八幡宮の祭
神である誉回別尊(応神天皇〕の3神が奉記さ
れている。そして，大屋津姫命が坐したという
大屋仙洞と称する断崖の洞穴や， tJ1¥津姫命が降
臨したという狭山湧水と称する池が社地の近く
にあり，出雲神話とのつながりが微かに窺われ
はするが，五十猛命や素実鳴命のことは社伝の
由緒に出てこない。また，大屋津姫命や机津姫
命が配市日神になっている神社は，松江市，飯石
郡に一社ずっというように，極めて少ない。
〔式内社研究会 1938・980-86，島根県神社庁
1987 (付編〉・ 27，66) こうしてみると，この
ニ姫神は五十猛命ほどには崇敬の対象としての
個性が稀薄だったのではなかろうか。この点は，
次にとりあげる和歌山の場合は，少し情況が異
るようである。
(3) i紀伊国」の諸神社の場合
「延喜式」における神名帳の「紀伊国」の名草
郡には，いわゆる「式内社」として19座の神社
名が列記されているが，この中には，私たちが
問題としている出雲神話に登場する五十猛命・
大屋津姫命・?爪津姫命の神々を祭神とする伊太
祈曾・大屋都比売・都麻都比売の諸神社が含ま
れている。
このうち，伊太祈曾(イタキソ)神社は和歌
山市の東はずれ，山東地区の伊太祈曾の常盤山
という森に鎮座し，宏大な境内をもっ由緒ある
神社で「山東宮」とよばれて，市民から親しま
れており，主祭神が玉十猛命，左右の配神が夫
々，大屋都比売(大屋津姫〉命・都麻都比売
CtJ1¥津姫〉命である。〔図1-2，写真1-8参
照〕なお，イタケノレの神を杷る神社がどうして
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イタキソとなったのか，また伊太祈骨という地
名の由来は何か，については未詳であるが，荊
木淳己の次の説明は一つの解釈として参考にな
るだろう。〔荊木 1993・5J
「本居宣長は「古事記伝』巻11において
"第四ノ一書"の"有功(イサオシ)の神"
の記載から， ((五十猛・有功》のつづまった
ものであろうと考えているが，その説明はい
ささか苦しい。むしろ伊太祈脅のキソは，難
十
波の比売許曾神社のコソに類する韓語的表現
(コソは社の意)であろうとする松前健説に
興味を覚える。イタケノレ神話とは， ソシモリ
(第四ノー書)やクマナリ(第五ノ一書〉など
といった韓語の地名がしばしば現われるとと
もに，これまた古代のある時期，半島経営の
基地となった紀伊国で生みだされた神話にふ
さわしいj敦証といわねばならないであろう。」
大屋都姫(比売〉神社は同じく和歌山市の東
it'ij fi 11 
ム
237 
① 伊太祈曽神社
② 大屋都姫神社
③都麻津姫神社(平尾〕
④ 都麻津姫神社(吉干し〕
図1-2
⑤ 高積神社
⑥ 目前神宮・国懸神宮
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はずれだが，伊太祈曾がずっと南寄りの南海貴
志川線沿いにあるのに対し，正反対の北寄りの
紀の)1とJR阪和線の間，県営川永田地の近く
の字国森に鎮座し，大屋都(津〉姫命を主祭神，
五十猛命と有R津姫命を配神としており，俗に「大
屋さん」と呼ばれている。〔図1-2，参照〕
ところで，この2つの神社を南北に結ぶ線の
上に，図 1-2にみる如く，平尾の都麻津(都〉
姫(比売〉神社， i禰宜の高積(タカヅミ〉神社
があり，さらに南海貴志川線の伊太祈曾駅の 1
つ西隣り，吉礼(キレ)の駅近くに都麻津姫神
社があって，この 3神社がいずれも机津姫命を
主祭神とし，五十猛命と大屋津姫命を配神にし
ているのである。
即ち，伊太祈骨神社と大屋都姫神社は正しく
神名帳における「式内社」として問題はないの
だが，これら 3神社の場合は，先に東石見の国
分寺震震神社においてみたように，問式内社論
争"の対象となった，いわゆる「論社」なので
在地に遷座したのは和銅6年 (713)である，
という。〔以上は， F伊太祈骨神社由緒略記』に
よる〕他の2神のうち，大屋津姫命を記る大屋
都姫神社が現在の字国森の地に鎮座したのも，
おそらくこのときであろう。ただ， :tJ1¥.津姫命を
荊日る神社については，前述のように「論社」と
される 3神社が存在するので，鎮座の地を確定
するのは困難である。(後述〉
ところで，はじめ秋月の地に鎮まれた玉十猛
命および2神が，その社地を譲ったとされる日
前・国懸の両神宮とは，そもそも如何なる神格
の神社なのであろうか。日前・国懸の名は，前
述の神名帳の名草郡19座の最初に記載されてお
り，もちろん式内社である。南海貴志川線の日
前官(ニチゼングウ〉駅近くの深い森の中に，
左右対称に向って左に日前(ヒノクマ)，右に国
懸(クニカガス〉の両宮が相並んで鎮座してお
り，和歌山市民はこれを一緒にして"ニチゼン
ある。 さん"と呼んで、いる。〔図1-2，写真1-9J 
「神社名鑑」によると，祭神は夫々，日前大神
いまここで，この論争の内容に立入るつもり ・国懸大神で，日前神宮は日像鏡を，国懸神宮
は全くないが， 3神社の存在とそのもつ意味を
少しく検討してみることは，私たちにとっても
当面，必要不可欠であろう。
さて，五十猛命が父・素委鳴尊に従って新羅
に天降り，樹種を持ち帰って，大屋津姫・狐津
娘の姉妹と共に大八州国の内に播き殖め，遂に
紀伊国に遷られて鎮まれた， と神話にあるのだ
が，はじめは秋月という現在の日前神宮・国懸
神宮の社地に，宮作りされたと伝えられている
のである。従って，日前・国懸の両神社に社地
を譲ったことになるが，それがいつ頃のことか
については，古社伝でも定かではない。ただ
「山東の庄J(現在の山東地区〉・亥ノ森(現在
地より南 500m)に遷座したとされている(6)。
そして，「続日本紀』によると，大宝2年(702)
に勅命によって，それまで玉十猛・大屋津姫・
:tJ1¥.津姫の 3神を 1社でまとめて紀っていたもの
を， 3ヶ所に分前日することになり，それが実際
に行われて，五十猛命を組る伊太祈曾神社が現
は日矛鏡を御霊代にしている。そして神社の由
緒として，次の知く記されている。
「初め天照大神，天の岩戸に隠れ給うた時，
石凝姥命(イシコリドメ〉は鏡を鋳給うた。
この最初に鋳給うた鏡が即ち両神宮の御鏡で，
後の鏡は伊勢神宮に斉き奉れる八胞鏡である。
神武天皇は大道根命を紀伊国造とし，名草郡
の浜の宮にこの宝鏡を御霊代として大神を記
ったのが当宮の起源である。J[神社庁 1962 
• 628J 
これは「日本書紀」の神代・上の第7段の注，
一書の第一にみえる物語に関わることで，天照
大神との誓約に反し，素委鳴尊の乱行に怒って
天の岩戸に隠れてしまわれた天照大神を，何と
か招き出そうと，高皇産霊の御子，思兼神が石
凝姥命に天照大神の御姿を象る鏡を作らせたと
いう話と結びついている。石凝姥命は天香山の
鉱物を採って，鹿の皮を丸剥ぎにして天羽繍
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(アマノハブキ・ふいご〉を作り，これを用い
て日矛の鏡をお作りするのだが，それが，紀伊
国に鎮まります「目前神J(ヒノクマノカミ〉
なのである。〔小島ほか 1994・79-80J
以上から， 目前神宮の祭神， 日前大神と国懸
神宮の国懸大神とは一対の神格をもち，一面で
は鍛冶・鋳物師の職能神的性格を有していたと
みられる (7)。こうしてみると，日前・国懸の両
神宮の祭神の神格には，複雑な背景を感じさせ
るものがありそうだが，前述の伊太祈曾神社の
社地の譲り渡しとの関連について，荊木淳己は
次の如く，極めて示唆に富む見解を述べている。
〔荊木 1993・7J
「ここで思い出すのは，前にも述べた日前
宮の神格の変化をめぐる問題である。即ち，
目前宮は元来，"名草溝口神"と呼ばれる地
域的農耕神であった。ところがその後，この
地域と大和朝廷との関係が深まるにつれ，日
神のよりしろである神聖な宝鏡を神体とする
国家神・皇祖神に変化をとげた。このような
動きが最終的に定着する時期は，およそ 7世
紀後半頃と推定される。右に述べた伊太祈曾
神社の遷座・分遷は，日前官をめぐる右の出
来事と表裏一体をなす事件ではなかったであ
ろうか。
(中略〉
おそらく古墳時代前期の頃，紀伊国造の祖
先は紀ノ川の治水に成功し，宮井用水を開き，
目前官条里区の広大な耕地を開発した。彼等
は宮井用水の水利統制権をにぎるとともに，
吠名草溝口神"を創記して配下の農民に君臨
した。ところがその後，この地域と大和朝廷
との結び付きが強まるとともに，地域の支配
者である紀伊国造は，みずからの地位を保全
するためにも，国家的な皇祖神を受け入れね
ばならなくなった。こうして，かつて溝口神
が和られた"名草万代官"には，新しい神聖
な宝鏡を神体とする皇祖神が把られることに
なった。これまで国造たちの奉祭してきた地
域的な農耕神は，樹木神・家屋神としての神
格を付与されて，山東の山中に遷社されたの
ではなかろうか。
宝鏡出現段(第7段〉の第一ノ一書の伝え
る宝鏡神話が， 日前官の皇祖神化を促進した
ように，宝剣開始段(第8段〉の第四ノ一書
や第五ノ一書が伝える"樹種将来神話"は，
伊太祈骨の遷座・鎮祭のための説話としての
役割がこめられていたのであろう。それは，
紀伊国における一種の"国ゆずり"の神話で
あったと理解することもできるであろう。」
さて，そこで前述の「論社」とされている 3
神社について，ひととおり検討してみなくては
ならない。まず平尾の都麻津姫神社であるが，
これは図 1-2にある熊野古道(旧道)から，
西へしばらく入った平尾集落のはずれの小高い
森の奥にある小社である。土地の人は，俗に妻
神社などと呼んでいるようだが，妻大明神，妻
御前などとも称し，古くは壮麗な社殿があった
とされる。それが天王の兵乱で破壊された後，
羽柴秀長が再興して社領3反を寄贈したという
が，再び荒れてしまい，かの本居宣長が「荒れ
にけるいつら昔の都麻の森木立うすくなりにけ
るかも」と感懐を寄せたという。そうした往時
を偲ばせる，現在の小洞とやや不釣合な立派な
石燈龍が遺っており，それには元文5年(1740)，
木挽町森屋吉兵衛による寄進の旨が刻まれてい
る。(写真1-10)都麻(机〉津姫命が木の神様
で，木挽職の信仰が篤ったことを窺わせるが(8)，
いずれにしろ，かつてはもっと立派な社殿があ
ったことと思われる。なお，ここは明治6年に
村社となっている。また，この神社の神職は，
伊太祈曾神社のO宮司が兼務している。
次に，吉礼の都麻津姫神社であるが，この祭
神は都麻(楓)津姫命と共に，吉礼津姫命が和
られている。吉礼津姫命という神名は「延喜
式」の神名帳にはないが，「木国神名帳」には
あるので，かなり古い名神とみられ，この吉礼
の地に古くから鎮座したとされ，前述の天正の
兵乱までは神田も多く，社殿も壮麗，境内も宏
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大であったという。兵乱で宝器・旧記が焼失し
たため不明なのだが，都麻津姫神とも山王明神
とも呼ばれてきたようで，特に寛文の頃から
(1661~72) 都麻津姫神社と称していたという。
元来，吉礼村には西部に吉礼津姫神社という小
洞があったのだが，後にその西部(西礼・ニシ
レ〉と東部(東礼・ヒガシレ〉に分れ，西礼の
吉礼津姫神社に対し，東礼が都麻津姫神社を斑
るようになった。この分立がやがて 1つに合併
し，神社も 2神を合流するようになったのだと
いう。明治以降は，県の令達により吉礼津姫神
社と改称して村社になったのだが，第2次大戦
後に再び復旧して都麻津姫神社になったのであ
る。〔手口歌山県神社庁・和歌山市支部 1981・
39J 
このように極めて複雑な経緯をもっ神社で、あ
り，その背景にある史実や伝承をどう理解した
らよいのか，困惑する他はないのだが，境内に
は今でも吉礼津姫神社の小殿があり，西礼・東
礼の地名がいまも残り，また境内の座小屋もこ
の2つに分れている。もちろん，都麻津姫神社
であるから，主祭神は机津姫命であり， 7月30
日の大破では，中央に都麻CtJR)津姫命，向っ
て右に五十猛命，左に大屋津姫命の拝所がしつ
らえてあった。(写真1-11， 12， 13)なお，
この神社のN宮司によると，昭和30年代まで，
大放などの祭事では，伊太祈骨神社の宮司がこ
の神社の近くの遥拝所まで出向いて，参拝され
たそうである。大械は伊太祈曾神社でも同様に
7月30日で，伊太祈曾ではその夜，「茅輪祭り」
が行われる。
最後に， m爾宜の高積神社であるが，これは図
1-2にみる如く， J R和歌山線の千旦(せん
だ)駅に近い。高積山 (237m)の山頂にある
神社である。山頂の本殿を「上の宮」と言い，
麓の遥拝所を「下の宮」と言う。この辺りは和
佐地区で，高積山は和佐山とか和佐ノ高山とよ
ばれ，神社も高御前神社，高三所大明神などと
もよばれる。この「高三所大明神」というのは，
主祭神の都麻〔机〉津姫命と配神の五十猛命・
大屋津姫命の3神に由来している。
ところで，都麻津姫命を相るのに，なぜ高積
神社と称するのであろうか。というのは，「延
喜式」の神名帳の名草郡19座の中に，高積比古
(彦〉神社および高積比売(姫〉神社の名があ
って，この高積神社の祭神はこの 2神ではない
のか， と考えられるからである。例えば r紀伊
国名所図会』には，「高積比古神は山上に斉き
奉り，高津比売神は山下に斉き奉りしを，すべ
ての御名を気鎮社と申せしなるを，のちにあや
まりったへて， 3座の神のごと斉き組るなるべ
し」とし，祭神を高津比古神・高津比売神・気
鎮神の3柱としている。
これは一応，わかりやすい説であり，この高
積神社の他に，前述のように都麻津姫神社と称
する 2つの神社がある点からも，受容する向が
多いと思われるのだが，他方，これらの2社は
いずれも伊太祈曾神社とかなり近く， I分遷」
の意味を考えれば，むしろ式内社としての都麻
津姫神社には，字国森の大屋津姫神社と同様に，
距離的にはこの高積神社を比定した方が合理的
である， という考え方も根づよい。ただ，この
説では，前述の高積比古・高積比売の2神社を，
一体どこに比定したらよいのか， という問題が
のこるわけである。〔荊木 1995・3-4J
〔付記〕
本稿の作成に当って，和歌山市教育委員会・教育
文化部・文化振興課の益田雅司学芸員の格別の御配
慮と助言をいただいた。ここに厚く御礼申上げる次
第である。
(4) 大浦と湊の春祭(参与観察〉
先述のように，大浦の韓神新羅神社の祭神が
素変鳴尊，湊の五十猛神社の祭神がその御子，
五十猛命であることから，両神社の祭礼も関係
が深く，平成7年の4月の例祭(春祭〉も 9日
(日曜〉が五十猛神社， 10日(月曜〉が新羅神
社ということなので，私たちは 6日の JR夜行
で東京を発ち， 7日朝に大田市に着いてから，
その日は先に山間部の水上町で補充の聴取り調
査を済ませ， 8 13の朝にまず湊の五十猛神社の
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祭りの準備状況を参与観察することにした。 参加するし，新羅神社の神事では同様に湊から
8時，神社にゆくと今年の祭当番組である湊 も参加している。
第3区 (28戸〉の，各戸から 1人ずつ(男でも
女でもよい〕の人々が総出で，境内の草むしり，
清掃を始めている。責任役員(官総代〕の 1人，
HK (72歳〉や長老のHS (80歳〉から祭りの
概要について説明をうけるーーなお総代は 2人
で，もう 1人は大浦のHF(78歳， 2章1・(2)
参照〉だが，今日は来ていない。幸に天気が良
く，境内の桜がチラホラ咲きはじめたところ。
やがて祭械りを立てるための杭打ち，テント張
りなど，社殿の内外すべての準備が整い， 2時
間半ほどで作業が終了した。〔写真1-14J 
この作業を観察しながら気付いたことについ
て少し触れると，境内の古い石燈龍が，大工や
左官連中から寄進されていることである。これ
は湊や五十猛に限ったことではないが，この辺
りでは農漁業以外に，大工や左官といった生業
で身をたてる者が多かったそうで，それがこう
したところにも窺われるのである。もう一つは，
同じく境内にある最近の玉垣修復の記念碑とそ
の寄付者名で，これをみると，本章の 1・(1)で
述べた新羅神社と五十猛神社の相対的な関係，
即ち近世における磯竹村(親郷〉と大浦(枝
郷〉の関係が，ここにも尾をひいているように
思われるのである。大浦が銀山領御城米の積出
港として蔵宿を中心に親郷を凌ぐ商港的漁村で
あったのに対し，湊をはじめとする農業集落が
神社祭杷でも別個の立場を保持してきた， とい
う背景が，この場合にも多少みられるのではな
かろうか。五十猛神社はあくまでも玉十猛町全
体(親郷〉を氏子とする神社であり，新羅神社
は大浦(枝郷〕だけを氏子とする神社なのであ
る。だから責任役員に前記のように，大浦のH
Fがなってはいるが，世話人には，他の諸集落
の代表が名を列ねているのに，大浦からは出て
いないし，寄附者の記載の仕方も大浦は少し別
扱いと言った様子が窺われる。なお，今回の例
祭の寄附集めでは，大浦には湊から世話人が出
むいて集めたそうである一一一後述の五十猛神社
の神事には，もちろん大浦のHFなど何人かが
湊の春祭の準備は今日はこれで終りと言うの
で，昼食後，大浦へ向って海沿いの国道9号を
歩く。大浦までのほぼ中間，五十猛命とその姉
妹，大屋津姫命と机津姫命がそこで別れたとさ
れる「神別れ坂」の桜は，ちょど満開，見事で
あった(9)。午後は大浦で若干の聴取り調査をし
たが，大浦での祭りの準備はこの日は特にこれ
といったことはなかった。
9日は朝8時から，昨日打った杭に祭轍りを
立てる作業が同じ顔触れで行われたが，相憎く
小雨が降りはじめ，せっかくの帳りが濡れてし
まった。紅白の幕を張った軽トラックが，祭り
大鼓の音をマイクで響かせながら諸集落を一巡
して神社に戻ってくる頃には，どうやら雨も止
むかと思われたが，この調子では午後の祭礼は
雨模様である。〔写真1-15J 
なお，大浦の明日の祭りの準備状況を見に行
った奥間葉子によると，大浦の祭当番組は上市
第1・第2・第3の地区だが(これを総称して
上，または馬場という)，ここは漁師が集住し
ているので，特に漁協の青年部が新羅神社に早
朝から集まって御輿の点検をし，また日本海に
面した海岸(後ノ浜〉に笹竹で、囲った御旅所を
設置したそうである。
午後， 1時半から五十猛神社の拝殿で神事執
行。 H宮前の主導により，総代，世話人はじめ
五十猛町内の諸集落の代表などが白い浄衣を着
用して上段の向って右側に座り，神韻そして玉
串奉献と型どうり行われた。 2時半からの子供
御輿の巡幸は雨のため中止となり，ただ拝殿内
をひとまわりして終った。そのあと，大屋神楽
の社中によって，拝殿で神楽が奉納され，やっ
とどうやら祭り気分が漂ったものの，何とも雨
がうらめしい春祭であった。
10日，大浦・新羅神社の春祭は早朝漁港に航
っている漁船の飾りつけから始る。色とりどり
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の大漁旗と榊の枝をくくりつけた総数60般の漁
船が勢揃いし， 9時半，次々に港を出て船隊を
組み，大崎ヶ鼻を廻って東に進んで湊の玉十猛
神社の沖合までパレードするのである。私たち
も協和丸という漁船に乗せてもらい，潮風に吹
かれながら，この壮大な海上ノξレードを満喫す
ることができた。湊の沖合で各漁船はそれぞれ
船を止め，神酒を捧げて互いに盃を汲み交わし，
再び港に戻ってくるのである。〔写真1-16J 
これはおそらく，新羅神社と五十猛神社の深い
つながりを，特別な神事としてではなく，こう
した形で表現しようとしたものと考えられるが，
海上から遠眺する三瓶山の秀麗な姿は格別で，
五十猛命にまつわる神話が現代にも息づいてい
ることを，何やら感じさせるものがあった。午
前の行事はこれだけで，午後は 1時に新羅神社
で神事。 1時半には海岸の御旅所にむけて御神
幸がある。
御神幸は大きな御輿を担いだ若者を先頭に，
大浦の街中を抜けて外洋に面した砂浜(後ノ
浜〉の御旅所に進む。〔写真1-17Jここで神
事を終えると，帰路は子供たちの山車行列とい
っしょになり， (写真1-18J道路の要所々々
で立止っては御輿をゆさぶって景気をつける。
沿道はもう沢山の人出で，祭り気分が横溢し，
駄菓子の出居に子供たちが群がっている。この
祭に予め招かれている安来節の一行数名が，三
味線と大鼓の賑やかな磯子で興を沿えながら，
行列はやっと港のみえる湾内に達する。今年は，
島根県の漁協連合，五十猛漁協婦人部の後援で，
秋田の劇団「わらび座」の民族歌舞団の公演が
近くあるとかで，その宣伝をかねて団員(女
子〉による「秋田おばこ」や「大漁節」の余興
が披露され，祭り行列はさらに盛り上った。行
列はやがて魚市場に着き，御輿はそこでー採み
して締めくくり，最後にここでも神事を行って，
祭りは終了したのである。
以上， 2つの祭りを参与観察して感じたのは，
祭りの規模，人出，活気の大きな違いで，これ
はあながち天気の具合だけではなしやはり先
に指摘した大浦と湊の近世以来の集落自体の差
異が，いまでも反映しているようにみえたのは，
当方の思いすごしであろうか。
2. 神社合記と村落祭和
(1) 水上の三神社(福原八幡宮・荻原八幡宮・
白杯=三久須三滝神社)の合加
大岡市は市街地の大田町を境に概ね東西の二
地域に分れるが，東部は出雲境の三瓶山 (1126
m)の奥深い山裾の山間部から成っている。西
部も最深部の大江高山 (808m)までがかつて
の石見銀山の山並が続いているが，近世以降こ
の銀山の影響が何かと大きく，今日でも三瓶地
域とはたいぶ趣を異にしている。
西部の山間部，水上町へ行くには JR大田市
駅前から石見交通かJRのパスで久利町，銀山
のあった大森町を経て約30分である。水上町の
先が祖式町，さらにその先が広島県境の大代町
で，普通のパスはここの大家止りだが， J Rの
急行ノ〈スが 1日に数便広島市に通じている。商
部のはずれ，五十猛町から水上町へゆくには，
クルマなら国道9号線で海岸を仁摩町(遁摩郡〉
までゆき，そこから主要地方道の仁摩瑞穂線で
大森町を経てゆくのが便利である。なお現在の
新国道9号線が着工したのが昭和37年 (1962)，
そこに大田~温泉津聞のパス路線が開通したの
が昭和41年(1966)で，それまでは山間部の県
道(現在の主要地方道〉を利用して，仁摩町や
温泉津町へゆくしかなかったそうである一一因
みに，石見大田と仁万の聞に鉄道が開通したの
は大正6年 (1917)であり，京都・下関聞の山
陰線全線開通は昭和6年(1931)である倒。〔図
1-1，参照〕
さて水上町は，明治22年 (1889)の市町村制
によって成立したもと水上村で，戦後の昭和26
年 (1951)に大森町に合併し，さらに昭和31年
(1956)に大森町が五十猛村，大屋村や祖式村
(一部を除く〉などと共に大田市に合併したと
きに，大森町から再び分離して，大田市の水上
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町となった。実は大田市は昭和29年(1954)に
大田町を中心に8町村の合併によって成立して
いたが(第一次合併)，その後の第二次合併，
そしてこの第三次合併，さらに第四次合併(昭
和32年・ 1957一一邑智郡川本町大代地区〉まで，
主に西部の山間部の帰趨をめぐって複雑な経緯
があったようだ。〔太田市役所 1968・77-93J
こうした合併の経緯はともかく，水上町(村〉
は大森銀山にすぐ隣接する土地柄のせいか，三
久須・白杯・福原・荻原の諸集落が，かなり広
い山間部に点在する散村でありながら，早くか
らまとまっていたようで，水上という地名も古
いように見うけられる 土地の人の話ではこ
の辺りが銀山川・忍原川・祖式川などの水源で
あることに由来するという。
実は，先にも引用したように，「延喜式」の
神名帳の石見国遁摩郡の項には，水上の名が載
っているから，式内社たる古い神社があったこ
とは確かなのだが，それはこの水上町ではなく，
隣の遁摩郡温泉津町湯里大字西国にある水上神
社だとされているのである。〔式内社研究会
1983・852Jこの西国は，水上町三久須集落の
最も奥まった忍原川の水源の矢滝城山 (634m)
の，正反対のすぐ西の麓にある集落である。
(図 1-1の⑨〉そして，三久須には昭和46年
(1971)に，福原八幡宮，荻原八幡宮とともに
現在の水上神社として合組されてしまった，か
つての三滝神社(三滝大明神〉があったのであ
って(図1-1の⑩)，こちらは水上神社と称
していなかったにしろ，矢滝城山をはさんで，
両山麓に酷似した二つの神社であった， という
ことは大いに検討に値する事柄と言うべきであ
ろう。
この点については，先の文献の執筆者・桜井
貞光も，西国の水上神社が式内社であるとの史
実的な確証は乏しく，三久須の三滝神社の他に
も，遁摩郡仁摩町馬路・水上山の天河内神社の
名をあげ，これら 3社が所謂「論社」であって
もおかしくない， としている。明治7年(1875)
の取調では，由緒不明でも多くの神社が式内社
なりと書き立てているのに，何故か水上神社は
不祥とのみで，式内社については一言も書いて
いないというし，もちろん，三久須の三滝神社
も馬路の天河内神社も何らの発言もしなかった
のだろう。〔式内社研究会 1983・853Jいずれ
にしろ，この場合，西田が神社名として水上を
名乗っていたことが，式内社とみなされるのに
有利であったものと思われる。
ところで，昭和14年 (1939)の「水上村郷土
誌Jによると，水上町の諸集落のうちでは，や
はり三久須が最も古いようで，その「郷土開発
の概観」の冒頭に，聖武天皇(在位は神亀元年
~天平勝宝元年， 724~49) の中期以前には，
すでに開発されていたことが三滝神社の社記か
ら窺われるとしている。そして，社名の由来と
なった三条の滝があって，その水を飲めば病気
が愈える霊水であることから，御薬師(ミクス
シ〉村と称され，やがて三久須(ミクス)に転
読したのだと記述しているω。また，三久須の
一部から白い粘土が産出し，それを以って白杯
を作り神撲を供えたことから，そこが分れて白
杯(シロツキ)村ができたのだいう倒。現在，
白杯の一部になっている高津も，同様に粘土で
高杯を作っていたのが地名になったのではない
かというーーなお，水上が石州水上耳の産地と
して知られるようになるのは明治中期以降，特
に大正末頃からだが， もとをただせば，ここが
古来，良質の粘土の産地だったという事実につ
ながるのは否定できないだろう。 (II章2・(2)，
参照〉
次に福原については，鳥羽天皇の天永年間
(111O~12) に摂津の福原〔現在の神戸市兵庫
区〉から八幡宮を勧請したとの口碑伝承があっ
て，その頃に集落が開発されたものとされ，荻
原八幡宮についても同様とされている。〔本城
1939・1-3J
なお，福原は平成6年 (1994)現在， 96戸で
戸数が最も多く，上中下の3区と又持区に分れ
ているが，瓦工場もここに集中し，ここが水上
町の中心である。荻原はかつて堂原とも言い，
大森銀山から産出した銀を瀬戸内の尾道まで搬
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送する際の最初の経由地であったため，"荻原
千軒"の呼称、が今に残るほど一時は繁栄したと
いうが，現在は20戸の小さな集落である。三久
須は福原や荻原にくらべ，さらにずっと散村的
な景観が広がり，山懐のあちこちに家が点在し
て上中下の3区に分れ， 48戸を数える。なお，
この三久須からの三瓶山の眺望は格別で，男三
瓶・子三瓶・孫三瓶が程よく連なり，この山里
を一層引き立てている。〔写真 1-19J白杯も
極めて散村的で，米山・本郷の上下・高津の上
下の5区に分れ， 69戸である。
(2) 福原八幡宮の官庭とシッカク踊り
水上神社の秋の例祭は毎年10月20日前後で，
平成6年の情況については後で参与観察にもと
づき述べることにするか，呼び物は少年たちに
よって演じられる「シツカク踊り」である。こ
れは昭和62年 (1987)に島根県教育委員会から
県の無形民俗文化財に指定されたのが，この踊
り自体は本来，昭和46年 (1971)に荻原八幡宮
や白杯=三久須三滝神社と共に，合和して水上
神社となる前の，福原八幡宮の祭紀行事であっ
たのである。そしてこの文化財指定の解説では
[島根県文化財愛護協会 1987・1-3J，シッ
カク踊りが田楽踊りとしての基本を宮座組織に
よって伝承していることが高く評価されたとし，
宮座における饗騰の方式や踊りの構成・演目と
芸態・曲と扮装などの概要が記されている。こ
の記述のもとになったと思われるのは，福原の
!日家WYの祖父WHが昭和8年 (1933)に謄写
したと後記のある「文政八乙酉八月十五日改
八幡宮祭礼神事官座番附並ニ踊小前番附遁
摩郡福原村』という文書で，明治20年 (1887)
の火災によりそれ以前の記録文書が焼失してし
まったため，これが唯一の古記録ということに
なるが，記事内容の詳細については不明な点が
少くない。
この文政8年 (1825)の文書については，合
加以前の福原八幡宮のときに，桜井貞光がこれ
をとりあげている。即ち「神事の主宰は今日通
常神職の任であるが，宮康には村人がこれに当
たる古い祭澗形態が残り，神主を送りだすべき
祭記集団の母体とさえ云われている。宮康には
社家発生以後も続く例が多いが，三瓶周辺特に
現大田市付近には，一年神主に当たる頭屋の名
称が記録に残っている場合はかなり多いが座と
して完全に残っているところは少ない。」とし，
福原八幡宮の場合は，祭典の際の芸能と結びつ
いていたために今日まで続いて来たと思われる
と述べ，下記の古記録の概要を紹介している。
〔桜井 1966・240-42J
例えば8月15日前後の行事としては
8月1日 シメ上げ
/1 7日 酒造り(的場屋敷〉
/1 14日 口上げ
/1 15日神事
/1 16日桶洗ひ
とあり宮座饗膳の次等として
先一吸物ゼン
次二本膳部但飯汁向付
次三木練柿但壱個宛
次回大豆枝但壱枝宛
次五御供餅イ旦小判形五個宛
次六御幣式イ且激水
次七神職杯
御酒
御酒
御酒
御酒
御酒
御酒
御酒
座席は年々のえとでかわれ図のように，ど
うかしら・びんざら・こざら(田楽所役〉の
各4人が向いあって着座する。昔はこの所役
の家がきまっていたらしいが今日はない。
庄屋 o 0 000 0 
I I I I I 
神主
頭百姓 o 0 000 0 
田楽踊りについては，宮座式田楽踊之次第と
して
先一入波次二座替次三四ッ頭
次回片波合次玉惣波合次六布摺
次七大飛次八小飛次九骨合
次十顔合次十一胡麻立次十二紫舞
とあるが，これは現在，田植曜とよばれる踊
と同じである。宮座においては古く座人によ
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って祭杷が行われ，そのうち饗膳の儀は最も
重要な行事の1つであるから饗膳之次第は古
い祭杷の一面を残しているといえる。
このように田楽踊り(シッカク踊り，「蓮角
踊」ともいう〉と共に，官座における重要な祭
把行事として桜井も指摘した饗膳の儀は，今日
ではもう行われていない。合前日以前には，御神
幸(後述)の前に行われ，戦後も毎年ある程度
は実施されていたのだが，費用がかさむため，
次第に 2年に 1固とか3年に 1回とかになり，
合紀後はやらなくなってしまっていたのである。
民俗文化財指定の運動がおこり，急逮，高あし
膳を数個借用して整え指定に漕ぎつけ，その後
も何回か一応やることはやったのだが，やはり
費用その他の点で，次第にやらなくなってしま
ったのだという。合加以前のかつての饗膳は宿
をする家が費用を負担していたというから，当
時はそれが当然であったのだろうが，戦中戦後
の激動期にそうした意識がうすれてしまい，合
問後の指定で何とか形を繕ったにしろ，遂に止
めてしまったのも致仕方ないと云うべきかもし
れない。いずれにしろ，先の古記録にもある通
り，この饗膳式が型どうり済んでからでないと
シッカク踊りは行われなかったのであるM。ま
た，かつての饗宴の宿が費用のすべてを負担し
たということや，先の無形民俗文化財指定の解
説の「昭和年代までは宮座を維持してきた特定
の家が定まっていたが……云々」の記述及び文
政期の古記録を勘案すると，この福原の宮座は，
株座的な形態を戦前まで何ほどが保っていたよ
うに見うけられる。
ところで，合間以前の福原八幡宮の神職は大
森の井戸神社のN宮司が兼務していたが，その
前は祖式八幡宮のM宮司が兼務していたようで，
どうやら戦中戦後の激動期には専属の宮司はい
なかったらしいー←なお，合間後の水上神社に
も専属の宮司はなく，現在は大田町の南八幡宮
のI宮司が兼務している。戦前の昭和10年ごろ
は，前述の文政期の文書を謄写した福原の!日家
WYの祖父WHが，おそらく神職の代理役を勤
めていたものと察せられるが，それ以前の確か
なことは不明である。ただ，荻原の!日家GAの
伯父が明治末ごろまで専属宮司であったことは
確かなようで， GAの家とは文政元年 (1818)
の神職裁許状が現存し，それには福原村八幡宮
と荻原村八幡宮両社の神職たることが明記され
ている。〔写真1-20J荻原と福原は隣接し，
先に触れた如く，両集落はほぼ同時期に開発さ
れたとみられるので，両社を一括した専属宮司
は，むしろ当然とも云える。但し，シッカク踊
りは当時から福原だけのもので荻原は関係して
いないし，宮座もそうである。
さて，合杷後の水上神社は水上町の中心の福
原上，水上郵便局裏手の丘の上(かつて隔離病
舎があった処〉に和られたが[写真 1-21]元
の福原八幡宮は荻原に続く福原下の山道を登っ
た山手にあった。その参道に通ずる道路に面し
て正行寺という浄土真宗の寺があるが，そのち
ょっと奥に不二堂と称するお堂がある。このお
堂がかつて「よこや」と呼ばれ，荻原のGA家
の先祖も伯父もそこでお龍りしていたと云う。
先の桜井真光によると， ，-よこや」は世襲神主
のことだから，その寵り堂もそう呼ばれたので
あろう。そして，かつてのシッカクE前りも，ま
ずここに奉納してから，その先の福原八幡宮ま
で御神幸したのである。なお，この正行寺は元
は真言宗であったが後に浄土真宗に代ったとさ
れ，山陰への真宗の布教に多大の功績があった
明光上人にまつわる伝承が，ここの不二堂にも
みられる。それによると，建保2年 (1214)に
明光上人が中国巡化の折，福原村八幡宮に参拝
し，それが不二堂の縁起につながっているとさ
れているが，いずれにしろ，一種の神仏習合が
あったことが窺われる。
シッカク踊りは，締め太鼓を腹部に下げた
「胴ガシラJ，14枚の木のへラを連ねた「ピンザ、
サラJ，それに「小ザ、サラ」を持つ各4人ずつの
計12人の少年が踊るもので，少年1人につき子
守役として親(オヤ〉がつく。これは実父では
なく，他人でいわば身のまわりの世話役である
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が，他の地方によくみられる仮親(擬制約オヤ
コ関係〉ではない。これらの少年達は福原八幡
宮の氏子である福原上・中・下そして又持と米
山の一部のどれにも偏らぬように小学生から選
ばれ，その際，身長の)1頂に見映えのよいように
前記の役割が決められたという。これに選ばれ
ることは名誉とされたし，男の子はシッカクを
踊って一人前とも云われたから，一種の成年式
の意味あいがあったとも云えよう。なおオヤは
饗宴の場合にも，少年1人ずつに別のオヤがつ
いたそうだが，このとき高あし膳につくのはコ
だけだったという。
シッカク踊りの実際については，後述の参与
観察に譲るが，白石昭医の解説によると， 12人
の踊り手が榊鉾を中に左右に並び，いずれも茶
の着物に赤白青の 3色の揮をかけ，頭には花笠
をつけた華麗な扮装で，大太鼓役が，笛役によ
る轍子に合わせて， 12番からなる田楽を踊るの
である。そして様々な動作の繰り返しと拍子の
変化， iシッシツJ iシッシツ」という叫び声が，
所作とともに素朴で可憐でもある， と白石は感
想、を述べている。〔白石 1991・110-n]
なお，シッカク踊りの名称は，この「シッシ
ッの叫び芦に由来するとも云われている。
(3) 水上神社の秋祭〈参与観察…・・・松本誠一〉
平成6年の水上神社の秋祭は10月23日(日曜〉
なので，私たちはその準備段階から参与観察す
べく， 20日の昼前に羽田空港を発ち，出雲経由
で3時すぎ大田市に着いた。図書館で文献をコ
ピーしてから夕食をし， 5時半のパスで水上へ
向った。水上神社で、は水上町の青年部と称する
人々，といっても30~60歳代の男子30名ほどが，
夫々の役割分担で準備に入っていた。この人々
は三久須・自杯・福原・荻原の各集落の有志で，
別に割当を義務づけられたのではないという。
御輿3基(それぞれ合組前の 3神社のもの，実
際に御巡幸に使うのは 1基だけ〉の手入れ，神
楽を演ずる拝殿の天井に，立派な天蓋を青竹で
組んで吊り下げる作業〔写真1-22J，酒樽で
子供御輿をしつらえる作業などは若い年齢層の
人たち，鳥居の〆縄を新らしくしたり，そのた
めの藁束を打つなどの外まわりの作業は年配の
人で， と云うようにおのずから分担ができてい
るようであった。なお，氏子(233戸〉である各
世帯に配布し，また参拝にくる人々に差上げる
神韻米を準備するのは，どうやら長老の人たち
で，この米は5月の「花田植J (11章2の(3)，
参照)のとき，苗を植えつけた田でこの秋に収
獲した新米である。こうした作業を観察しなが
ら，氏子総代の Iに22日夜の神楽や23日の祭り
の概要について説明をうける。
翌21日は，久利町の山辺八代姫命神社の宮司
で，この地方の神社祭把に詳しいssに，白杯
=三久須三滝神社や荻原八幡宮と合記して，水
上神社となる前の福原八幡宮，特にその宮座の
形態についてお話を拝聴するために，久利町を
訪ねた。〔前述の(2)を参照〕
22日は祭の宵宮で水上神社では神楽の奉納が
あるので，夕食を済ませてから水上へ向った。
神楽は戦前には荻原にあったそうだが，その夜
の神楽は浜田市の大尾谷社中によるものであっ
た。石見神楽にもそれぞれの社中によって流派
や特色があるらしいが，私たちにはよく判らな
い。ただ，先夜の準備段階で天蓋が作られる過
程をずっと観察していたので，神楽の祭場がそ
れに適わしく，演目が「塩放J，i八幡J，i天神」
などと次第に進行するにつれ，荘重で雄津な所
作やテンポがとても興味ぶかく，大いに娯しむ
ことができた。〔写真 1-23]境内では，かが
り火がたかれ，体協青年部による屋台の出庖が
賑わい，こうして夜の更けるまで神楽が奉納さ
れたのである。
23日，午前時に水上公民館に着く。 11時に水
上神社の拝殿前で，まず保育園児による「シッ
カク踊り」がある。小学生による正式の「シッ
カク踊り」は午後1時からで，この保育園児の
ものはその模倣に過ぎないが，人数も12人で踊
りの衣裳や締太鼓・ササラなど身仕度も，略式
ながら一応，古式に準じている。拍子をとって
指揮しているのは保育園の女の先生で，みんな
緊張した顔つきで「シッシツ」と唱えながら踊
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っている。所作がズレたり，間違ったりするの
も可愛らしく，何ともほほえましい。 (2)で先述
したように，本来ならこの時間帯には，拝殿で
饗膳式(直会〉が行われるのだが，これは合紀
後に廃れてしまったのである。ふと見ると，観
衆の中に中国新聞大田支局のssが踊りにカメ
ラを向けている。踊りが終ると，園児たちは境
内に常設されている土俵で相撲をとり，賞品を
もらってはしゃいでいる。
なお，この日の午前9時に樽御輿を 1基ずつ
積んだ軽トラック 2台が水上町の各集落を巡幸
のため出発しているが，これは後述の本御輿の
御神幸が終る午後3時半までに神社にもどった。
午後1時，いよいよ小学生12人による「シッ
カク踊り」の本番。これは花笠の飾り物，ブツレ
ーの着物に紫の袴，そして真紅の大きな棒，ま
ことにカラフルな衣裳の凄々しい身仕度である。
締め太鼓と笛，ササラの軽ろやかな響き， 12番
の田楽踊りが，演目に応じて所作も緩急自在に
変化し，なかなか見事である。これも本来なら
ば，少年1人につき後見役のオヤがつくのだが，
現在ではシッカク踊り保存会の長老， NTが大
きな御幣を捧げて見守っている。〔写真 1-24J 
この小学生の「シッカク踊り」のあと，少年た
ちの相撲がある。そして，この間に拝殿で IT
宮司(大田町の南八幡宮の宮司，水上神社を兼
務〉により神事執行。
3時，中学校前の御旅所まで御神幸。〔写真
1 -25J )御輿を担いで行列が参道を下って県
道に出て，農協前から従旅所につくと，そこで
神事があり，再び神社に戻ってくる。これが終
ると奉納相撲の一般の部で，これは高校生から
壮年までの力士が個人勝抜戦で技を競った。
〔写真1-26J詳細はVI章に譲るが，その執筆
者，宇佐美隆憲がこのとき 3番勝負に出場して
見事，清酒1本の賞品を獲得し，この奉納相撲
に興を添えたのは，私たちにとっても嬉しいこ
とであった。
5時すぎに相撲が終了し，私たちはその夜，
水上町から大岡市々会議員に出ているHT宅で
行われた直会に招かれ，公民館のYH主事，同
じく公民館運営委員長の 1Mらと親しく意見を
交換し，楽しく収獲の多かった秋祭りの調査を
終えたのである。
注
(1) 物部氏の始祖，宇摩志麻遅命(うましまじ)を
主祭神とする物部神社は石見国の一の宮で，境内
外に多くの末，摂社を擁しているが， ~美女神社も
その一つで祭神は拷幡千々姫命(たくはたちぢひ
め)ほか2柱である。拷幡千々姫命は高皇産霊神
の女で，天!照大神の子・正哉吾勝勝速日天忍穂耳
尊と結ばれ，瑳現杵尊の母となるが，拷幡の名の
通り，織布の神である。〔島根県神社庁 1987・
176J他二神は，楓津姫命と大屋津姫命である。
なお，漢女神社は，いまの県道(爪坂川合線〕よ
りも北に社地が拡っていたのを，県道造成のとき
削られたのだと云う。また，この辺りが古墳だっ
たともいわれている。
なお，大屋町大屋の大屋姫命神社は，正しくは
大屋津姫命神社であるが，何かの間違いで「津」
が欠落し，そのままになってしまったものと思わ
れる。〔写真 1-4，参照〕祭神は勿論，大屋津
姫命である。
また，宅野と馬路は大岡市ではなく商隣りの遁
摩郡・仁摩町に属し，宅野(たくの)の地名は拷
(たく)に由来するとされており，この海岸には
素変鳴尊を祭神とする韓島(からしま〉神社があ
る。そして，この韓島が素美鳴尊らの新羅から出
雲への上陸地点だと，宅野では伝えている。馬路
の神畑は神波多で，神々の御衣をハタによって織
り出したところだとされている。〔仁摩町誌編さ
ん委員会 1972・862，892J 
(2) こうした問題に関連して，松前健が専門の神話
学の立場から，次のように述べているのは傾聴に
値する， と云うべきであろうが，ここでは，当面，
具体的な考察の手だてをもたないので，問題の指
摘にとどめる。
「スサノオが，御子のイタケルとその姉妹の
女神を師いて，船に樹木の種子を載せ，紀伊の
国から全国に播き植えたというような伝承や，
オオナムチが，スクナヒコナとともに，日本全
土に，人間と家畜の医療・禁厭(まじない〉の
法を授けてまわったというような伝承が， ["日
本書紀」に記されているが，それらまでことご
とく中央貴族の政治的創作だと決めつけるわけ
にはいかないのである。どうみても，これらは
民間の伝承であると考えられる。したがって，
こうした記紀の「虚像」は，かならずしもすべ
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てが「虚像」ではなく，ある程度，民間信仰に
基盤を置いている「実像」の部分もあると考え
なければならないのである。そうした究明には，
民俗学や民族学の方法が必要となるであろう。
(中略)
もちろん， Ir風土記』にあらわれている「実
像」としての出雲神話が，当時のその地の神社
の分布や，在地の豪族の勢力関係と密接に結び
ついていたことは明らかであるし，その「実
像」の解明には，考古学的な遺跡や遺物の参照
が必要とされることも確かである。要するに，
出雲神話の謎解きには，民俗，民族，文献，考
古学等のいろいろの分野からの綜合的，多角的
な視野が必要とされるのである。〔松前 1976 
. 4 J
(3) 1913 (大正2年〉の「五十猛村誌』の「沿革」
では次のような記述がある。
「維新以前ノ、石川、l銀山領磯竹村ト称シ衝川幕府ノ
霞轄ナリキ。古史ヲ按ズルニ始メ五十猛村ト云ヒ
シガ，元明天皇和銅6年突丑5月，風土記撰定ノ
際，幾内七道ニ命シ郡郷ノ名ニ好字ヲ用イテ二字
トサレシヨリ，聖武神亀3年丙寅磯竹村ニ改メ，
明治22年巳丑再ピ今ノ名ニ改ム。
五十猛神ノ唱へ方ノ、，イタケノレノカミトイフヲ
正トスレパ村名モ掴ヨリ初メハ，イタケルムラナ
リシナランモ，イツシカ誤リテ，イソタケムラト
ナリ遂ニ文字モ磯竹ヲ充ツルニ至リシナリ。現今
猶イソタケト称セリ。J [林 1913J 
この林の見解をどう受けとめ，理解したらよい
のか判断しかねるが，ここでは地元のかつての有
識者の考え方のひとつとして紹介しておくに留め
ておく。
(4) 7世紀はじめに中国から帰った留学生が「大唐
闘は法式備定の珍国なり。すべからく常に達うべ
し」と報告したという記述が「日本書紀』にあり，
また天武天皇の10年 (681)には「朕，今さらに
律令を定め，法式を改めんと欲す」との詔勅が出
ている。これが唐の法制を模範としたわが国の律
令制のはじまりであるが，右の引用文には，いず
れも法式の文字があり， ，-式」が明らかに法律と
か法制とかいう意味で用いられている。古代中国
の法典編纂については詳細は分っていないが，律
・令・格・式の 4つが区別され，一般的には要す
るに，律と令は国家の根本法・原則法，格と式は
その補充法・例外法ともいうべきもので，唐では
律令と同時に格式も一緒に編纂されることが多か
った。わが国では， 7世紀後半から 8世紀前半に
かけて律と令のみが編纂され， 9世紀から10世紀
にかけては格と式のみが編纂されて， 4者が同時
に編纂されなかったのである。
「延書式」はこうして醍醐天皇の延喜5年(905)
から延長5年 (927)にかけて編纂された50巻の
法典なのだが，このうちの 9巻と10巻が「神名
式」で，いわゆる神名帳である。「延喜式」に由
来する言葉として，今日なお用いられているおそ
らく唯一のものが「式内社Jで，この神名i援に記
載されている神社のことである。〔虎尾 1964・
1-5， 106J 
なお，昭和50年 (1975)に式内社の世間一般へ
の啓蒙と顕彰を目的に，調査，研究をはじめ，講
演会や巡拝会，出版・広報宣伝などの事業を行う
べく，全国的規模の式内社顕彰会(財団法人)が
発足し，次第に支部組織も拡充して，個人会員
680名，特別会員159団体を数え，会誌「式内社の
しおり』も52・53号(平成6年2月〉を発行して
いる。また式内社の調査研究を専門的に行う研究
団体としては，皇学館大学内に式内社研究会があ
り，その研究成果が例えば， Ir式内社調査報告』
などとして刊行されている(このうち出雲・石見
・隠岐については第20・21巻)。個人の調査研究
では，例えば〔志賀 1981Jなどがある。
(5) 伊大豆〔イダテ)の神を五十猛命と結びつける
説は，かなり根強いようだが，一方で発音の近似
からする説で説得力はないという批判がある。
〔西宮 1987・19J
(6) この亥ノ森は当初の三神鎮座の旧地として，今
でも小洞・三生神社が両日られており，伊太祈曾
(五十猛〉神がここより現在の地に遷座した10月
初亥の日に毎年，神事を行ったので俗にここを亥
ノ:森社と云う。今も毎年祭日に塩の小豆餅を供え
神事が行われている。〔和歌山市役所 1965・428J
(7) [小島ほか 1994Jの解説では，次の如く説明
されている。和歌山市秋月の境内の西半分が日前
神宮，東半分が国懸神宮と 2社で分け合っており，
両宮とも日神を前日るが，東は日出，西は日没を象
徴する。『古語拾遺」では，石凝姥神に日の像の
鏡を鋳させるが，初度のは少し意に染まなかった，
この鋭が紀伊国の目前神で，次度に鋳造した美麗
な鏡が伊勢大神だとある。日没は現在灯台のある
日岬(ヒノミサキ〉でみられ，そこが「天の隈
(クマ)Jなので， ，-目前」をヒノクマと訓むので
はないか。
また， ，-石切」の発音がイシコリなので， Ir日本
書紀』の神代・上の第7段の注，一書の第1では
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「石凝」と表記し，石凝姥に伊之居梨度詳(イシ
コリドメ〕と訓注を付している。これは石を切り
出す老婆の意だが， トメは本来トベで部族の長老
を云い，とくに女性の場合は「姥J(トメ〉と表
記したのではないか。右の一書では，この石凝姥
を冶工(カヌチ)にしたとあるから，単なる石材
の切出し職ではなく，鍛冶職をも率いた部族長で
あろう。〔小島ほか 1994・80J
この解説のうちで，いささか気になる諸点につ
いて，別の解説を参照すると，大要，次の如くで
ある。
まず，平安初期に成立した「古語拾遺」や「旧
事本紀」では，最初に鋳造した鏡は失敗作で，こ
れが目前神となり， 2度目の鏡が美麗で，これが
伊勢大神となったと解釈しているが，これは「日
本書紀」の本文と一書のズレ，即ち異った伝承の
辻棲合せの域を出るものではない。しかしながら，
伊勢の内宮・外官に対応するかのように，目前・
国懸阿宮が併存する形式をとっていること，そし
て朝廷から奉幣使が遺わされることはあっても授
位のことがなく，特別の待遇をうけていたという
点からも，日前・国懸神宮は太陽神と皇祖神の二
重の性格をもっ伊勢神宮と類似した神社であった
わけである。
次に，目前の語源はおそらく「日限」で，日の
没するところの意であり，この点では紀伊・志摩
半島をはさんで東の伊勢神宮と西の日前・国総神
宮が対応関係にあるとみることができる。そして，
隅が好字を選んで「日前」に改められたとみられ
る。
また，先の伊勢神宮との類似性について云えば，
伊勢の本来の神が外宮(豊受の神という農業神)
にあるように，目前・国懸神宮の本来の神も国懸
神にあったと考えられる。国懸〔クニカカス)は
なじみのうすい呼称であるが，おそらく原義は
「国を輝かす」で，この場合の「国」はもともと
地域的な小国家を意味したのであり，したがって
国懸神とは，これを奉斉した紀氏の勢力圏(紀ノ
川下流域)の地域神であった，と考えられる。紀
氏はこの地域一帯の古くからの豪族で，大和王権
から国造の称号を与えられており(紀伊国造)，
また「日本書紀』では，神功皇后が三韓征討の前
後に紀伊水門〔紀伊湊)に立ち寄ったという伝承
など，紀ノ川下流域が大和王権の朝鮮出兵の兵枯
基地の役割を果した形跡が窺われる一一紀伊国が
外洋航海に耐えうる船舶用材の生産地であり，航
海術にたけた海人集国が紀ノ川河口部に集住して
いたことが，その背景にある。[安藤 1988・78
-80J 
(8) (小島ほか 1994・101Jでは， i楓は稜角で，
角材の意か。和歌山市平尾に析[津比売神社があり，
同じく木の守護神。」と説明されている。ただ，
そこでは，次に検討する吉礼の都麻津姫神社や禰
宣の高積神社については何も言及されていない。
(9) 先に 1で触れたように，五十猛命とその姉妹神
や韓国(朝鮮〕にまつわる地名がいくつかある。
例えば， i逢浜」はこれらの神々がお逢いになっ
たところ， i神島」は素斐鳴尊と五十猛命らが新
羅から帰ったときに最初に上陵したところ， i唐
松曾根」はこれらの神々が樹穏を持ち帰って植え
付けたところ， i薬師山」は同じく薬草を植え付
けたところなど，また「韓郷山(カラゴウヤマ)J
といった地名もある。
(1同 海岸部の五十猛町赤井のl日家KTの蔵には，こ
の大正年代の山陰線の工事で，沿線の諸集落の地
主たちが鉄道用地の買収から工事人足の調達など
万般に渉って，当時の鉄道院に協力するために
il也主会」を結成し，事に当った貴重な記録が保
管されており，たいへん興味深いが，当面はその
分析の余裕がなく他日を期したい。
り 三滝神社の社名の由来については，もう一説あ
って，聖武天皇の天平8年 (736)に編纂された
とされる「石見風土記」に「通摩郡美多気神社」
とあるのがそれだというのである。〔本城 1939・
19J諸国に風土記を奉るように命ぜられたのが和
銅6年 (713)だとされているが，今日，書冊の
形を伝えているのは和銅につぐ養老の撰進と考え
られる常陸・播磨，天平5年 (733)の出雲，そ
して天平よりやや遅れての肥前・豊後の五国風土
記だけで，他は諸書に引用された約40余国の断片
的な逸文があるだけである。〔加藤 1992・103-
104J従って，ここで引用の典拠とされる石見風
土記の記載が，どれほどの意味をもつものなのか，
いささか疑念がのこる。
また，三滝神社の御神体が隠石であるとの話が
あるが，水上神社への合組後の現在では確認でき
ない。なお，三久須の三滝神社はその後(おそら
く明治末か大正はじめ)，八幡宮の合把などとも
絡んで白杯に遷された経緯があり，前述の昭和46
年(1971)の福原八幡宮・荻原八幡宮との三社合
加による水上神社の成立までは，白杯と三久須の
両集落を氏子とする白杯(=三久須〉三滝神社で
あった。そして，先に引用した大正11年 (1922)
の「石見社寺案内』では，福原八幡宮と荻原八幡
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宮の祭神が何れも誉回別命(応神天皇)と息長足
姫命(神功皇后)，そして三滝神社(白杯〉の祭
神が大己責命(大国主命〕と少彦名命で，三社と
も社格は村社となっている。〔錦織 1922・46)
同昭和62~3年 (1987~8)に発掘した白杯遺跡
から，延喜9年 (909)の墨書がある木簡と，同
じく 10世紀初頭に近い須恵器・土師器が出土して
いる。遺物の本格的整理を侠たぬと確実なことは
いえないが，この遺跡は郷(里〕の集落，及び集
落毎に震かれた倉庫と考えられ，また，-尚世名」
の墨書のある木簡を人名ではないとすれば，この
辺りがいわゆる律令国家解体期から王朝国家成立
期にかけて成立する「名」と考えられはしないか，
という。〔大田市教育委員会 1989・14ー 5)
帥先に触れた無形民俗文化財指定の解説には，饗
膳の次第を列記した後に，"勝一番毎に献立物に
つき悪態をつけ，神主はこれに答える"とあり，
「饗膳式に悪態祭の形式を残しているのも特色で
ある」と結んでいる。〔島根県文化財保護協会
1987・2-3)私たちが調査した志摩の漁村(三
重県鳥羽市今浦〉では，正月の神祭の直会で饗膳
を準備しでもてなす「呼び番」とそれを受ける
「呼ばれ番」の問に，料理の味っけなど万般にわ
たって，客の呼ばれ番が主人の呼び番に文句を言
い悪態をつくのだが，これは勿論，そうしたやり
とりでその場の雰囲気を楽しむのであり，この福
原の場合もそうしたものであったと思われる。
〔高橋 1994・271-2) 
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E 漁村と山村の生業構造
一一天領(銀山領)の近代化
高橋統
1. 大浦の生業構造の変化
(1) 銀山領御城米蔵宿・廻船業者と漁業資本家
石見の大森銀山は戦国時代から諸大名争奪の
的となっていたが，関ヶ原戦の直後から家康が
これを幕府直轄の天領として積極的に経営し，
最盛期の慶長~寛永 (17世紀初頭〉の頃は銀山
町には20万の人口が集まり， 1日に 1，500石余
の飯米を消費したといわれる。(写真II-1) 
銀山経営の実態やその消長については専門家
による簡潔な解説があるが〔例えば，内藤
1991・84-9)，大浦港は温泉津港と共に，こ
の銀山領における御城米の積出港であった(1)。
こうした特色のある大浦については，山岡栄
市が社会経済史的側面から，この漁村の生業構
造を社会階層との関連で考察し優れた成果をあ
げている。〔山岡 1965・335-691以下，これ
に依りその要点を摘記してみよう。
大浦には領内から送られてくる御城米を保管
する蔵宿が，文化・文政期 (19世紀はじめ〉に
8軒あったことが当時の記録にみえ，これらは
銀山領奉行当局との深い関係から，浦(部落〉に
対して支配力をもち，また蔵宿経営と共に港に
出入する諸国廻船の問屋株も所有していたから，
いわば商業資本家層を形成していたわけである。
これらの家々は代々，浦の年寄役や庄屋・長役
をつとめていたが，それは農キナにおけるような
土地所有を基盤とするものではなかったので，
30年後の安政年間になると没落する家が次々に
出，さらに明治に入ると村外に転出してしまう
家もあるというように，かなり浮沈が激しく，
現存しているのはわずかに2家にすぎない。
このような変化をもたらしたのは，民間の廻
船業者や漁業資本家が次第に台頭してきたから
で，前者については現存する数多くの往来手形
にそれを窺うことができる。後者については，
鰯網漁の発達によって有力な網主たちが登場し
てきたのである。即ち，漁場は部落の総有なの
だが，網の所有者が入札によって一定の年限を
限って経営する方式の「地下(ジゲ〉仲間請」
であり，そうした網主たちの中で，前述の蔵宿
=廻船問屋に肩を並べる者が出てきたわけであ
る。網主と網子の雇用関係は封建的身分関係で
あったから，旧支配層にとっては無視できない
新興勢力なのであった。享保17年 (1732)から
明治初年までの数時期をとって，大浦の鰯網経
営者(網主〉をチェックしてみると，先の蔵宿
=御城米廻船問屋の他に，こうした新興有力者
が次第に目立つようになってくるのがわかる。
また他方，生魚問屋(魚商〉を浦の有力者が
請負って経営したり，入札によって掛金の多い
ものに経営を任せる， といった形の商家層が成
立して，勢力をのばしてきたことも，新旧交代
の1つの現われであった。
そこで，以上のような大浦の生業に関わる支
配層の変遷を，家系や姓氏に結ひ、つけて捉え直
してみると，文化13年 (1815)の資料で旧家層
と目されるのは， H' SM・C'SN・A'K
の6家系で(本家の他に分家を含む)，これら
はすべて御城米蔵宿=廻船問屋であった家であ
る。これに対して，天保から維新前後にかけて
(1830一70)，KM' Y・KG'KT・0 ・SZ
などの新興勢力が台頭し，これらは廻船業や鰯
網経営・生魚問屋経営によって成功した家であ
って，いわば近代的発展の初期における経済的
エリートなのである。この新旧勢力の交代を決
定的にしたのは，偶々，明治19年 (1886)にこ
の地方に流行したコレラ病であったようだ。療
養や葬式のための借金が積り， 1甫の財産を処分
してその救済に充てたが，こうした打撃に旧支
配層が応じ切れなかったのである。
なお，幕末から明治初期の全国的な社会変動
の激化が，このような新!日勢力の世代を助長し
たのは勿論で，例えば旧家層の「親方」に対し，
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それに「子方」として従属していた者が，親方
の衰運に際して，次第に独立していったという
場合もあったようである (2)。
さて，前述の家系のうちで今日も繁栄してい
るのは， I日勢力〔旧家層〉の 6家のうちではH
・C・A'Kの4系統で， SMとSN系統は衰
微している。但し，繁栄していると云っても，
もとより，この地方の同族は本来，同族国とよ
ぶほどの強固なものではなく，同族神も杷らな
いし，冠婚葬祭に同族のものが集る程度でしか
ない。最後に，まとめとして，山岡は次のよう
に結んでいる。
「これを要するに，当浦の旧家層はほとんど没
落しており，これに代って維新前後の新興勢力
もまた明治19年のコレラ禍，明治末期の鉄道開
通と海上輸送の衰退，動力漁船の出現に伴う急
激なる社会状勢の転変によって家運の表徴を余
儀なくされ，また有力本家層の他出などによっ
て，自浦内に有力な同族団を形成し得なかった
と思われる。蓋し，漁村部落の通有性として同
族団形成のための経済的基盤を欠いていたため
でもあろう。そこで同族団に代るものとして，
契約親子関係が明治末年頃まで盛行したといわ
れる。」一一契約親子関係については注2を参
照。
(2) 五十猛漁業協同組合
大田市の海岸は東境の簸川郡多伎町から西境
の通摩郡仁摩町まで， 23kmの海岸線を有し，
この聞に東から順に鳥津屋・山谷・灘山・波根
東・柳瀬・久手・鳥井・和江・魚津・五十猛の
10の漁港がある。そして漁業協同組合(漁協〉
としてはつい最近まで烏津屋山谷・波根・柳瀬
・久手・鳥井・和江・五十猛の 7つであったが，
平成7年1月に，このうちの和江と五十猛を除
く5つが合併して「大田市漁協」になった。実
は前年の6月に7漁協すべてが合併する「合併
仮契約調印式」があったのだが，その年の10月
に和江と五十猛の両漁協がいずれも臨時総会で
合併を否決したため，とりあえず5漁協だけで
先行合併したのである。これは和江と五十猛は，
県が管理して県内の漁船が利用できる第2種漁
港なのに対して，他は市が管理する第1穏漁港
であるという差異が，沖合漁業権の範域とか県
や市から出る補助金の違いなど種々あり，勿論，
施設規模・漁獲高でも大きく違うので，利害が
一致しなかったためである。
第2種漁港の指定は五十猛が昭和27年(1952)，
和江は昭和37年 (1962)で，昭和50年代までは
施設規模など和江がやや劣っていたようだが
〔東京水産振興会 1982J，現在では底曳船など
も大浦より多く年間の水揚高も 13~15億で大浦
の7億(後述〉の2倍あるから，和江の方がだ
いぶ上である。(写真II-2)
さて，平成5年 (1993)の五十猛漁協の組合
員は 278名で，そのうち正組合員が 142名，準
組合員が 136名である。前者は年間90日以上漁
業に従事する者，後者はそれ以下， というよう
に区別されるが，組合への出資払込金額の合計
が前者では4，608万円，後者では1，170万円弱だ
から， 1人当りにすると前者が 32万4，000円，
後者が8万6，000円となり，後者は前者の約4
分ノ 1ということになる。組合員は 1戸(世
帯〉から 1人とは限らず，夫と妻，父と長男が
正と準に分れていたり，あるいは共に正であっ
たり，準であったりする場合も結構あって，正
確には分からないが，大浦集落の全戸(世帯〉
数326のうち，少くとも半数以上は漁協に入っ
ているとみなしてよいと思われる。なお，地区
別で云うと，正会員が比較的多いのは，昔から
漁師が集中している上市第1・第2・第3だが，
他の地区にも平均してみられ，やはり大浦は全
体として漁業で成りたっている大きな集落であ
る。
平成5年度の年間操業日数は 212日で，漁業
の種別では， 1本釣202日，中型巾着7513，鰭
(しいら〉漬75日，底曳102日，延縄8日，採貝
採藻105日である。漁業種別の水揚高(数量・金
額〉をみると図II-1の如く，数量・金額とも中
型巾着が約半分， 1本釣が4分ノ 1，そして残
りの4分ノ 1が底曳・鰭漬といったところであ
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り，合計では約1，603屯， 7億1，900万円である。
〔五十猛漁業協同組合 1994J 
このように，五十猛漁港は沖合のイワシ・ア
ジ・サパを主とし，沿岸の雑魚・貝藻類を従と
する「中規模漁港」ということになるが，操業
日数に示されるように，中規模沖合の中型巾着
や底曳に較べ，沿岸性の1本釣の比重が少くな
いことから，将来への展望という点で，いささ
か問題があると云うべきかもしれない。
こうした点は， 日本の漁業全体に占める沿岸
漁業の割合が年々増え，遂に平成5年 (1993)
には55%と5割をこえたという状況(漁業セン
サスによる〉と考え合わせると，全国的な問題
につながり，これはさらに国際的な課題とも関
連するわけであるω。
数
延縄 2，947K (0.2%) 
その他
さて漁協の正会員142名のうち， 3名は個人
会員ではなく法人会員であって，会社組織(有
限会社〉で漁船を所有している。そのうちの 1
つ， K漁業はHFを中心に数名が出資して中型
の和船巾着を所有しているが，社長がHFで漁
携長が長男HHである。
なお，この会社に当初参加していたKKによ
ると， KKは自分の持船を現物出資のかたちで
提供して株を取得し，それに見合った配当を得
ていたが，現在は止めて，自分で一本釣をして
いる。社長のHFは77歳(平成6年)で，若い
頃は巾着や底曳で大いに働いたが，現在は会社
の巾着はHH(47歳〉にまかせ，一人で一本釣
をやっている。 HFのように80歳近くになって
も漁に出るのは珍らしいが，年齢が高くなると
量
金額
その他 26.076. 549JIJ 
(3.9%) 
延縄
図II-1 漁業種別漁獲高
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lえ!且 72，923，605円
(10%) 
量再itr59， 400， 130ドj
(8%) 
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1本釣になるのが普通で、(5)，KKも64歳で，か
つては巾着や底曳で活躍したが，今は 1本釣だ
けであり，長男のKT(36歳〉は和江漁港の底
曳船に乗っている。
ところで， HFの家もKKの家も漁師が集中
している上市1区にあったのだが，ここは狭い
敷地に家屋が軒を接し，漁に出るには都合がよ
いが，生活環境としてはよくないので，昭和54
年 (1979)にできた「漁民団地」に引越したの
である。ただ， KKの方は全家族が団地に移っ
たのだが， HFの方はHF老夫婦が元の家に残
り，長男のHH夫婦と子供3人が団地に住んで
いるから，元の家はいわば隠居屋である。なお，
KKの元の家はずっとそのままで廃屋同然だが，
近く取り壊すつもりだという。
漁民団地は，全国的にはそれほど一般的では
ないが，山陰では昭和40年代のはじめに舞鶴や
鳥取あたりでみられるようになり，それらを視
察したこの漁協でも，生活環境の改善や漁家の
次三男対策の一環として，市当局に働きかけて
漸く実現したものである。 JR山陰線の線路に
近い小高い丘の山林を宅地造成して，約40戸ほ
どの団地ができたわけである。(写真II-3，
N-1)ここは行政的には明神地区に属し，新
羅神社(明神様〉の上手に当り，海に出るのに
も都合がよく，計画としては当を得たものだっ
たのだが，現在， 41世帯のうちで、漁協に入って
いるのは半数の 20世帯，そのうちで会員は 14
世帯で全体の 35%にすぎない。これは大浦の
漁業自体の不振と相侯って，当初の目論見がど
うやら少しはずれたということになるかと思わ
れるが，もちろん一定の目的は果したわけであ
る一-KKの場合もKTの嫁を貰うにも，元の
家ではとても狭くて無理で，その結婚のために
この団地の宅地を購入したのであって，現在は
2階にKK夫婦，階下にKT夫婦とその子供2
人が住んでいる。なお， HFが隠居屋にずっと
住んでいるのは，ここが漁協の事務所や魚市場
した年配の漁師仲間の溜り場として，案外，重
要な役割を果しているわけでもある。
溜り場といえば，若い者の溜り場が「若者宿
(ワカイモンヤド)Jで，戦後も昭和40年代はじ
めまではあったようだ。「泊り屋」とか「遊び
宿」とも云われ，大体，高等小学校を卒えてか
ら泊りにゆき，結婚する (24・5歳〉まで7，
8人の仲間と寝泊りし，盆正月には都会の紡績
工場に働きに出ている娘たちが帰省して，夜は
遊びに来たので賑やかだったという。若者宿は
主に上下第1・第2・第3の漁師まちに，少く
とも各地区に1軒ずつ位はあって，前述のよう
に狭い家が大部分だったので，特に広い家に気
の合う仲間が集まったのである。年長の軍隊生
活を経験してきた者が先輩格の宿頭で，先のH
Fなども軍隊へ入るまでは酒も煙草も全く禁止
だったから，宿頭に"ダラ"と云う刻み煙草の
煙管(キセノレ〉でよく打たれ，厳しかったとい
う。宿に入る時には宿頭と宿の主人とに挨拶に
行くが，宿の主人は宿のことには干渉しなかっ
た。ただ，宿の息子が自分の若者仲間を誘って
船に乗ることもあり，宿が漁夫調達の機能をも
つこともあったようだ。いずれにしろ，若者宿
は漁師の若者のためのもので，先に触れた蔵宿
=廻船問屋の8軒のうち，現存する 2軒の!日家
のうちのHM(本町地区，漁協の準組合員〉な
どは，祖父に行くなと云われ，若者宿には入れ
てもらえなかったそうである。なお，娘宿はな
かったが，前述のように，娘たちが遊びに来た
ので良い仲になり，結婚することも多かったよ
うで，集落内婚率は調べていないが，かつては
高かったと思われる。
昭和59年 (1984)の「島根県民俗文化財分布
図」の「若者宿・娘宿」の項をみると，西石見
は殆んど空白だが，東石見は出雲と同様に全般
的に分布し，特に海岸の漁村部では濃密にみら
れる(但し娘宿はごく僅か)0 C島根県教育委員
会 1984・27J若者宿が西石見に全く稀薄なの
のすぐ前で，何かとすべて便利だからだが，年 は何故なのか，これは 1つの問題かと思うが，
齢をとってもかくしゃくたる漁師気質の面目躍 西石見の民俗総合調査報告書の中にも，若者宿
如ということでもあろう。そして，ここがそう や若者組の記述はほとんど見当らない。〔和歌
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森 1962)なお，大浦では若者宿が組織・集団
としての「若者組」に結び、ついていた， という
明確な記録・資料はないが，組織としては未発
達だったとしても，機能的には若者組が存在し
たと考えてもよいのではなかろうか。おそらく，
前述の蔵宿=廻船業者および若干の漁業資本家
(綱主・魚商〉の存在が，漁村共同体の成長を
阻止し，組織的な年齢集団としての若者組，さ
らには「年齢階梯制」の発達には歪らなかった
のであろう。こうした点は，愛媛県の宇和地方
の下灘の漁村集落において，イワシ網の綱元の
力がつよく，そのために若者宿が存在しでも，
明確な組織としての若者組や漁村共同体を基盤
とする「年齢階梯制」が成立しにくかった場合
と軌をーにしていると考えてよかろう。そして，
この宇和の下灘やこの場合の大浦に対して，三
重県志摩地方の今浦集落においては，近世以来
のボラ楯漁による協同漁携組織が戦後の昭和40
年代まで続き，そのことが漁村共同体としての
若者・中年・長老の名年齢階梯の役割区分を一
貫させた「年齢階梯制」の成立をもたらしたの
だ， とみられるわけである。なお，かつて漁村
共同体としての年齢階梯制のモデルとされた集
落には南伊豆の伊浜などがある。〔高橋 1994・
227-33， 453-4 J 
(3) 海上筏レースと仮屋行事
(参与観察…・・・松本誠一〉
(イ) 海上筏レース
全国各地の市町村では，若者の他出と過疎化
の歯止めや観光PRのため，創意をこらした様
々なイベントが企画され，実施されており，そ
してそれが夏休に集中する傾向がみられるのだ
が，大岡市では序章でもちょっと触れたように，
10数年来， 8月上旬に「大田市民のまつり 天
領さん」が全市をあげて行われている。これは
云うまでもなく，大森銀山を中心とする遁摩・
安濃・巴智・那賀4郡のうちで，約150余ヶ村
が幕府直轄地の天領であったことに因んだイベ
ントで，平成6年は次のような日程で行われた。
(写真II-4)
即ち 8月4日〈木〉は久手会場での港まつり
で，小学生の鼓笛隊ノξレード・魚霊祭と漁船ノξ
レード・灯龍流しと花火。 5月(金〉は大国会
場の前夜祭でクイズとライブショウにアトラク
ション。 6日(土〉は大田会場での町村対抗綱
引き・ミス天領クイーンコンテスト・多根神楽
と天領踊り。 7日(日〉は大森会場での石見銀
山天領太鼓・大道芸にストリ}ト劇・そして呼
び物の代官行列。このように 4日間に渉って，
盛り沢山の多くの催し物があったのだが，私た
ちの調査地である五十猛町や水上町は，これら
の会場には含まれておらず，また私たちの今回
の調査の主眼は盆行事の参与観察にあったので，
この「天領さん」は割愛することにしたのであ
る。ただ天領は全国各地に数多くあったにもか
かわらず，今日，その天領であったことをあえ
て語い，このようなイベントを大々的にやって
いるところは，この石見の大岡市の他にはない
ようなので，そのこと自体のもつ意味について
は，十分に吟味しなくてはならないと考えてい
る。
ところで，町おこしのイベントと云えば，五
十猛町の大浦では五十猛漁業青年会(いわば漁
協の青年部〉が中心になって，ちょうどこのお
盆の時期に海上筏レース大会が挙行されている
のである。そして，そのキャッチフレーズがあ
の神話にまつわる五十猛命に因む「イソタケノレ
ノミコト杯争奪サマーエキサイティングレー
ス」というネーミングなのである。今年はその
第4回で， レースに参加する筏チームの募集要
項の主旨には，次のような文章が記されている。
「青い海と，はるかに続く白い砂浜に固ま
れた私達の町，五十猛。私達は幼い頃から，
この海で遊び，砂とたわむれて成長してきま
した。
五十猛といえば，皆さんは外に向って，何
が自慢できますか。漁業の町，ワニの町，正
月のグロの町，天然の良港，大浦港，高台の
小学校等ありますが，ほとんどが海と結びつ
くものばかりです。又，五十猛の地名の語源
をご存じですか。五十猛というのは，皆さん
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もご存じのあのスサノオノミコトの子，五十
猛命〈イソタケノレノミコト〕にちなんだものと
いう話が有力です。五十猛町大浦後ノ浜(通
称、〉の沖に「神島d1，手前に「小神島』と名づ
けられた岩礁が並び，浜辺には「神上(しん
じよう)d1の地名もあり，五十猛命が上陸し
た所とされています。五十猛は伝説上の歴史
の町でもあり，特に子供達にこのことを，広
く知っていただき，自分達の町に夢と誇りを
持って欲しいと考えます。
私達は，この恵まれた海と歴史という資源
を生かし，この地域の若者の活性化と相互の
親睦を図るために，第4回イソタケノレノミコ
ト杯争奪サマーエキサィティングレースを企
画致しました。〔下署)J
大浦の盆行事のメインの14日夜の盆踊り (N
章2・(2)，参照〉とカラオケ大会(青年会主催〉
なのだが，その日の早朝から正午までがこの海
上筏レースで，近年はこれがなかなか人気を呼
んでいるのである。以下に参与観察の概要を記
述してみよう。(写真II-5，6) 
午前8時，大浦後ノ浜のロングピーチで開会
式。これには大田市長や大岡市教育長など来賓
の挨拶，選手代表による宣誓，競技方法の説明
があったが，特にレースの安全祈願が五十猛神
社H官司によって行われた。筏の大きさや形状
については細かな規定があり，平面の大きさは
長さ 2m以上，幅が50cm以上である。これに
3~5 人の 1 チームが乗り，カヌー用以外の擢
を使って漕ぐのだが，特に各チームがそれぞれ
趣向をこらした扮装で乗りこむわけである。コ
ースは神島と小神島の2つの岩礁を周ってくる
所定のコースで，子供の部(小学4年~中学生〉
と一般の部があり，前者は五十猛町内の子供だ
けだが，後者は前述の暮集に応募したチームが
参加した。後者の内訳は，五十猛町内が9チー
ム，市内の他の町から 6チーム(長久町2，久
手町2，大田町1，朝山町1)，そして出雲市
の湖陵町から lチームであった。各チームとも
「元気組レディースJ，rいかしてるチームJ，
「酒のみチームJ，r漁民団地チームJ というよ
うに，チーム名をつけ，奇抜な扮装を競い合っ
ている。
9時，コースが長い一般の部がスタート，二
般ずつが次々に時差スタートし，所要のタイム
で順位を決めるのだが，所定のレースは相当の
長距離で，かなり体力を消耗するから，途中で
棄権するチームもある。この間に，距離が短い
子供の部が同様に，二般ずつ時差スタート。そ
して，これらの筏がスタート地点に戻ってくる
聞を利用して，幼稚園児や小学生を対象に，浅
瀬や砂浜に予め隠しである"宝さがし"があり，
これがなかなかの賑わいである。
かくて， 11時半，審査員諸氏(五十猛町自治
会協議会々長・五十猛公民館長・五十猛町商工
振興会々長・五十猛体育協会々長・五十猛漁業
青年会々長)による審査結果の発表と表彰式が
あり，賞金や副賞の授与が行われたが，特に筏
のデコレーションや扮装についても優秀賞が与
えられ，拍手喝采を博したのである。真夏のつ
よい陽差しの海辺で，若いエネノレギーを思いき
りエサキイトさせた，この海上筏レースは，ど
うやらその主旨に沿った成果をあげ，この五十
猛の海辺に定着してきたようである。
(ロ) 仮屋行事(センボク・グロ〉
正月15日前後の小正月に，野外に何らかの仮
屋をたてて年神を記り，餅などで祝った後，こ
れに火をつけて正月の飾り物や古いお礼と共に
焼く仮屋行事が全国的にみられ，「とんど」とか
「左義長」などと呼ばれているが，多くが子供
たちの行事として親しまれている。石東(東石
見〉地方でこれに相当するのが，センボクある
いはセンボコ，シンボコなどと呼ばれる行事で，
今ではかなり簡略化しているが，なおかなりの
集落で行われている(的。
この「センボク」については，早くから識者
が関心をょせ，例えば石田隆義は，この仮屋は
歳徳神を加る仮の社で，大田町では古くは年頭
の正月 3日であって，センボコと称する笹のつ
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いた大竹2本(うち 1本はやや小さい〉をたて，
仮屋の内部に，その年の干支(えと)や鶴亀，
松竹梅などの切り紙を飾り，鏡餅や魚・野菜，
果物などを供え，子供たちがそこで餅を焼き，
菓子を食べて遊んだという。そして，この地方
では男児が出生すると魔除けの面〔荒神・鬼神
・毘沙門天・天狗・恵比須・大黒など〉を贈る
風習があるのだが(女児には羽子板を贈る)そ
うした面を仮屋に飾る習わしがあることに触れ，
特に荒神面が多いことから，荒神信仰と歳徳神
との関連について論じている。〔石田 1966・
259-64J 
また，鈴木大東は明治期の久利村(いまの久
利町)の場合について， トシトク(歳徳〉の祭
りの行事の 1つが「シンボコ(神木?)倒し」
で， 1月6日の晩にシンボコ(仮屋〉にお面を
たくさん飾って，餅を焼いて食べるが，上組と
下組の双方のシンボコの間で，若い者が互いに
相手方に忍びこんでシンボコ倒しをしたのだと
言う。それぞれ見張りをおいて倒されまいとし，
時には乱闘になったりしたが，祭りが終われば，
けろっと忘れて仲よくしたそうである。〔鈴木
1970・39-40J
さて，「センボク」は五十猛町の湊集落で現
在も行われており，同じく大浦集落ではこれを
「グロ」と称している。センボクの語源は，千
木あるいは，前述の鈴木のように神木かと思わ
れるが，確かなことはわからない。グロについ
ては，山中や草むらの住居の意だとする説があ
るが，これも不明である。私たちが参与観察し
た限りでは，湊のセンボクがこの地方の素朴な
形態で，大浦のグロは大型化した特殊な場合と
考えられ，それだけにグロは近辺では有名で，
最近ではマスコミもよく取材にくるようである。
なお，大浦の「グロ」は平成7年(1995)に，
大田市の無形民俗文化財に指定された。いずれ
にしろ，以下，両者を比較しながら，大要を素
描してみよう。なお，山間の水上町には，今日，
この種の風習は全くみられない。
湊では，以前は毎年1月5日がセンボクサン
の竹割りで，センボクの柱となる竹を用意し，
1月11日にそれを立て，そして14日が祭り， 15 
日にこれを解体したのだが，いまは松の内をす
ぎた日曜日にセンボクサンを立て，その次の
日曜日に解体している。また戦後の昭和26年
(1951)頃までは，成人式を迎える数え年の21
歳の男子が中心になってやっていたが，現在は
若衆も少なくなり， 3地区の自治会が順に当番
制でやっている。平成7年は 1月8日(日〉の
午前7時に当番の湊3区の人々が五十猛神社の
境内に集まって竹割りをし，センボクサンを立
てた。(写真II-7)立てる場所はむかしから
神社の境内で，センボクの高さは写真のように，
10mほどであり，中心の親竹に添え竹2本が束
ねられ，先端から少し下に，神招き棒と称する
横木を結ぶ。これに御幣がつけられるが，セン
ボクサンの入口がその年の歳徳神(トシトクガ
ミ〉が来られる方角(恵方)，今年は申(さる〉
と酉(とり〉の聞の庚(かのえ〉の方角に向け
て立てられるのである。これを円錘状に多くの
助け竹で支えるが，それだけでは不安定なので，
四方からワイヤーロープで引張り，しっかりと
センボクサンを固定する。なお中心の親竹の下
部には，五十猛神社の門松の竹をもってきて周
りを締め，全体の周囲を菰で囲み，入口に〆縄
を張ると，出来上りである。なお，かつて湊か
ら京阪神へ大工や左官で出稼ぎにゆく若者が少
なくなかった当時は，そうした若衆が正月に帰
省してセンボクサンを立てたのだという。(I章
1の(4)，参照〉
この湊のセンボクサンには，中に人が入れな
いことはないが，後述の大浦のような十分なス
ペースがなく，入って何かすることはない。
このセンボクサンの祭りは15日(日〉で，午
前10時に玉十猛神社境内にある幼稚園で，やは
り湊3区の人たちを中心に餅つきが行われた。
立杵を手にした男たちが臼を囲んで，「今年や
豊年だ穏に穂が咲いて道の小草に米がな
る」と祝い唄をうたいながら，廻って掃くうち
に，掃き上り，立派な鏡餅ができ上る。(写真E
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-8)なお，この餅掃に先立つて，モパと言う
海草と海の水で臼が清められた。また， :r，島き上
った餅をすぐに食べると縁起がよいとされ，園
児たちが杵の先についた餅を頬ばる微笑ましい
一前もあった。
この大鏡餅が五十猛神社の神前に供えられ，
午後3時から神事が行われた後，これを湊1，
2， 3区の全戸 (105戸)に切分けて配られる
のである。そして， 16日(月〉の朝，当番の3
区の人たちによってセンボクサンは解体され，
各戸から持ち寄られた門松や古いお札などが燃
やされるのである。
大浦のグロは，新羅神社の境内ではなく，漁
港の一角に立てられる。今年の当番組は上組で
漁師が集住している地区である。(上市第1，第
2・第3一一I章1の(4)，参照) 1月7日(土〕
の朝8時，上組の男たちが浜に集まったが，海
が時化ているのでとりあえずセンボクさん(竹〉
取りをすることになった。主柱の大竹(センボ
ク〉を伐る人，グロの周囲をかこむ笹竹を伐る
人，神飾りのタンザクを作る人， というように，
30人ほどが3つに分れて作業し， 11時半頃に終
了した。なお，根つきの大竹は畑井集落の竹林
に伐りにゆき(写真I-9)，笹竹は大田川の
川岸から伐ってきたもので，タンザ、ク作りは漁
協の2階広間で行われた。
そして11日(水〉の朝，これらを用いて詞じ
男たちによりグロの組立てが行われたが，今日
も風がつよく吹雪が舞う中で，作業がすすめら
れた。高さ20mほどの根付の大竹2本を，四方
からローフ。で引張って立てるのも，さすが屈強
の漁師たちだけあってピッタリと呼吸が合い，
見事であった。(写真I-10)これを中心に直径
7， 8mの円型のグロを作るのだが，円周上に
側柱を立て終ったところで，新羅神社のH宮司
(五十猛神社も兼勢〉による神事が行われた。但
し，この神事は今年(1995)からで，これまでこ
のグロに神職は全く関係しなかったそうである。
そのあと，屋根の梁木を括りつけ，側面を笹
竹で囲い，屋根をゴザやシートで蔽うとグロの
出来上りである。小高い神社の境内からこれを
眺めると，さながらモンゴルのゲル(円型の幕
舎〉を連想させる趣で，神の依代である先端の
青笹が天空に濠々とはためいている。(写真II-
11， 1の
グロの組立てが完了すると，男たちは漁協に
ひきあげ，そこで餅掲きが始まった。これは湊
の場合と同様だが，大浦は戸数が多いので(326
戸)，大鏡餅も沢山つくらねばならない。ここ
でも餅掲には蟻し唄がうたわれたが，ここのは
「目出度 目出度の若松様よ 枝も栄えて葉も
繁る」であった。なお，ここでは鍋ずみを塗ら
れると縁起がよい，とこれも大騒ぎであった。
14日(土)7時，ホテルで起床し，すぐにテ
レビのスイッチを入れると，大浦のグロの実況
を放映しているところであった。マスコミの関
心がかなり高いようだ。島根県教育委員会古代
文化センターのA.N両氏と同行して，グロの
様子をみにゆく。幼児や小，中学生，老若男女
が入れ代り立ちかわり何組も交々やってきて，
中で焚火をし，持参した餅や乾魚などを焼いて
は飲み食いし，談笑しており，此処だけは外の
寒さを忘れさせる暖かさである。私たちも仲間
に加えてもらい，少し聴き書きをとったりした。
(写真II-13)
15日〈日)7時半，今朝はグロの解体で，ま
ずそれに先立つて簡単な神事がある。神事とい
っても11日に掲いた大鏡餅を焼いて，みんなで
食べるのだが(神人共食)，屋根に煙ぬけがある
ものの，煙がこもりけむくて困った。このグロ
の焚火の煙にあたると，風邪をひかないそうで
ある。そして，主柱の御幣をとりはずすと，いっ
せいに解体が始まり，手順よく作業がすすんで，
最後に火が炊かれたのである。(写真I-14) 
2. 水上の生業構造の変化
(1) 中山間地域の農林業
1990年の世界農林業センサスの一環として，
「農家調査及び、農業集落調査」が行われたが，
その結果を整理した「農業集落カード」の水上
- 32ー(153)
神話・天領・近代化 (II)
町の部分を主な指標について，試みに当ってみ
ると，例えば次の如くである。〔園田-2参照〕
三久須上は戸数13，農家数9，従って農家率
69.2%，農家9のうち専農2，1種兼業0，2 
種兼業 7，従って専農率22.2%であり，農家1
戸当りの経営面積は29.6a，その水田比率は
84.2%である。そして，基幹農業従事者の年齢
別構成比は， 65歳以上が 100%であり，同居の
あとつぎ予定農家率は22.2%である。
三久須下は戸数17，農家数13，従って農家率
76.5%，農業13のうち専農2，1種兼業5，2 
種兼業6，従って専業率15.4%であり，農家 1
戸当りの経営面積は 103.9a，その水田比率は
91.0%である。
そして基幹農業従業者の年齢別構成比は， 40 
~59歳が50.0%， 60~64 歳が 5.6%， 65歳以上
が44.4%であり，同居のあとつぎ予定農家率は
30.8%である。
他の諸集落も 1戸当りの経営耕地面積に，こ
の2例のような若干の聞きがある他は，数字的
には大同小異であり，全体として同様な傾向が
顕著である。〔農林統計協会 1991J 
島根県の農家や農地の 7割以上が条件不利地
域ともいわれる「中山間地域」に属し，農業労
働力の減少，高齢化，若者・後継者の不足が特
に深刻であり，且，水田率が高くて，今日なお
稲作依存型農業から脱却できていない。また，
農業経営の零細性も依然克服されず，各種規制
緩和および国内外の競争が激化する新しい時代
に対応できる農業構造にはほど遠い状態にある。
[IT'山陰中央新報dJ1995年5月23日「山陰・戦後
史ノートJ14Jそして，もちろん水上町の諸集
落もおしなべて，こうした状況におかれている
のである。
島根県では昭和50年(1975)に，集落内の農
地再編を組織的に推進すべく，「新島根方式集
落振興」を計画し，それが昭和52年度から国の
重要施策としてとり上げられ，大岡市でも 4集
落がその指定をうけ，久手町などで集団耕作が
行われたのであるが〔大岡市制30周年記念誌編
さん事務局 1983 ・ 500~3J，その後の進展は
まだまだというところである。いずれにしろ中
山間地域としての，水上の農業構造には克服す
べき多くの課題があると言わねばならない。
周知のように，戦後の農地改革は農山村の社
会経済構造を大きく変え，小作農は地主支配体
制から解放されて自作農となり，農民的土地所
有が実現した。それが自作農民の生産意欲を高
め，農業生産力の向上と食糧増産に大きく貢献
し，また農村社会の民主化をもたらしたのだが，
山林解放は行われず，山陰の一部の山間地帯で
は，大山林地主の社会的・経済的影響力が今日
なお色濃く残っている。[IT'山陰中央新報dJ1995 
年5月21日「山陰・戦後史ノートJ13J 
農地改革まで石東(東石見〉地方で大地主と
いわれた諸家は一般に，何らかの形で大森銀山
と関係があったとされ，山岡栄市は大森町のK
家，久手町のT家，静間町のK家，大田町山崎
のT家，鳥井町の I家〔以上大岡市内)，仁摩
町(通摩郡〉宅野のF家などの名を挙げている。
これらは銀山経営の盛衰の影響をうけて，海岸
部や平坦部，あるいは町部へ移住定着して，そ
れぞれ産をなしたものと推定されるが，その多
くが銀山居住の本家から分出し，明治維新前後
からさらに自身の分家を次々に創設して，「家
門J(カモン〉とか「家門内J(カモンウチ〉と
称する同族団を形成していったのである。山岡
はこうした家門内の実態を鳥井の I家について
分析し，また三瓶山中腹の池ノ原集落(三瓶
町〉のM家の同族団について，詳細に考察して
いる。〔山岡 1966・51-69J
水上町の場合は，山岡が挙げている海岸部や
平坦部，そして三瓶山麓とはいささか事情が異
ると思われるが，銀山の盛衰にいろいろ闘って
いたことは確かであろう。水上は大森銀山と同
じ山続きで，銀山との関係は日常的に何かと深
かったと考えられる。三久須のUA家やF家，
福原のWY家などが水上では有数の大地主だっ
たが，今日でも往時の面影が多少は偲ばれるに
しろ (F家は絶家)，山岡が考察した事例のよ
うな記録資料が不十分なために，その具体的内
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容を把握できていない。ただ，家門内といった
ような同族団的なものを形成していた形跡はな
く，先に触れた「契約子J(擬制的親子関係，
注2参照)が若干みられる程度である。ただ興
味深いのは，こうした大地主層が，集落内ある
いはすぐ近くに同等の家柄の家がなく，遠方に
縁組先をもとめたことで，例えば福原のWY家
では， )1合町のK家，大代町大家の I家，簸川
郡佐田町のO家などの旧家と専ら縁組し，これ
ら諸家の親族ネットワークがたいへん濃いので
ある。(阻章2参照〉同族の本分家のタテの関
係に対して，このヨコの姻戚関係がどのような
側面で如何に機能するかが，この場合，問題に
なるだろう。
さて，戦後復興期の木材需要は極めて大きく，
建築用材，炭坑の坑木や鉄道枕木，そして薪炭
などで林業はしばらくの問，活況を呈した。し
かし1950年代半ばから急速に進んだ、エネノレギー
革命によって，林業が蒙った打撃は大きく，以
来，全国どこの山村でも林業はずっと低迷を続
けている。島根県は特に木炭生産が中心であっ
ただけに，その急激な衰退にどう対処するかが
急務とされ，昭和46年 (1971)に三瓶山で全国
植樹祭が開催されたのを契機に，大田市でもマ
ツなどの拡大造林推進運動が展開されたのであ
るが，その成果としての人工林率は，まだ全国
平均より低く，収益をあげるには50年前後を要
する山林経営の特殊性からも，今後の一層の努
力が必要とされている。〔大岡市制30周年記念
誌編さん事務局 1983・524J
ところで大森銀山では，「銀山御囲村」と称
して，用材の供出・調達を遁摩郡，邑智郡，安
濃郡などの32ヶ村にその都度，義務づけ，さら
にそのうち 6ヶ村に「炭方6ヶ村」と称して木
炭の供出を命じていたのである。荻原・三久須
・白杯・福原の水上の諸集落はいずれも32ヶ村
に入ってはいたが，炭方6ヶ村ではなかった。
いずれにしろ，材木は御触れの都度，出してい
たのでこれを以って生業とするには至らなかっ
たようだ。維新後は銀山が閉鎖され，そして明
治20年 (1887)に藤田組により再開されると，
三久須・白杯から大久保間歩(坑道〉にかなり
の人数が稼ぎにゆき，中には住居を移す者もあ
ったが，大正12年 (1923)に遂に閉山となった
のである。〔本城 1939・149-51Jなお，銀山
はその後，戦時中の昭和14年 (1939)から再開
発が試みられていたが，昭和18年(1943)の銀
山川の大洪水でそれも絶望となった。
最後に，かつて水上で山仕事に従事していた
U I (三久須上，平成7年に75歳〉からの聴書
を事己しておこう。
三久須では炭焼はしておらず，農業のいわば
副業として竹を切って売ったり，山仕事をする
者があった。 UIも田植が済むと山に入り，焼
畑でソパやノj、立を作った。その他に，ミツマタ
も作ったが，これは和紙の材料にするのではな
く，番傘などに塗る池をとるためのもので，ミ
ツマタの実を牛に踏ませて油をとったのだとい
う。また，三久須上では10戸のうち 4戸がワサ
ビ聞を作っており，収穫したワサビを牛に背負
わせて温泉津港まで運んで大阪の市場へ出荷し，
時には昔の「銀山街道J(荻原から中国山脈を
越え尾道に出る〉を通って出荷したりしたとい
う。同じ三久須上のUA(62歳〉は，そうした
ワサビを夙(カマス〉につめるのを子供の頃，
手伝ったそうである(円。
(2) 石州水上瓦協同組合
JR大田市駅前からパスで久利町から大森町
に入り，銀山川沿いに昔の銀山町の家並に眼を
やっていると，左に迂回して急に山深くなり，
間もなく水上町に入る。すると道路脇に「石州
水上瓦協同組合」の看板が見え，瓦工場が眼に
入るが，坂道を下って視界がひらけると，そこ
が福原である。そこは山あいの小盆地で，その
あちこちに大きな耳工場があり，普通の山村の
たたずまいとはだいぶ趣の異る景観を呈してい
る。(写真I-15)来る途中のパスが瓦を満載
した何台ものトラックとすれ違うこともよくあ
り，ここの瓦産業はどうやらだいぶ好調のよう
である。
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しかし，こうした好調が到来したのは昭和40
年代に入る頃からで，それまでの松割木を燃料
とする「登り窯」に代って，軽油燃料の「大型
トンネル窯」を導入したのが，ちょうど高度経
済成長期の住宅急増・屋根耳の需要の増大にう
まく適合したからである。登り窯では赤瓦(来
待赤耳〉にしろ黒瓦(いぶし瓦〉にしろ(8)，そ
の独特の持味が受けてはいたものの，天日乾燥
のため天候に左右され，粘土の調合や窯焚きの
技術など，経験と勘によって行われたため人手
を要し，且，上級品の歩止りが低く，加えて冬
は粘土の凍結で生産ができないといったことが，
どうしても避けられない。このため資金難とな
り工場閉鎖，倒産になることが多かったのであ
る。〔福間 1982J
ところで，水上で瓦が生産されるようになっ
たのは，明治20年(1887)前後と推定されるが，
はじめは那賀郡(西石見)あたりから来た人が
瓦工場を開設し，明治23年 (1890)には工場
が2つあったという。明治29年 (1896)頃には
地元のTが登り窯を築いて赤瓦を焼いたが数年
で閉鎖，結局，大正末期になって，やっと本格
化したようである。しかし，それらも江津など
他からの来村者による経営であり，地元出身で
耳工場の成功者は今日までないのである。〔本
城 1939・339-40，福間 1982J
なお，水上で耳が生産されるようになったの
は，言うまでもなく原料としての良質の粘土に
恵まれていたからで，これは I章の 2でも触れ
たように，白杯や高津の地名の由来からも窺わ
れることである。大田から益田に至る石見一帯
の海岸に沿って，都野津層とよばれる堆積粘土
層が形成されているが，その品質が地域ごとに
かなり違い，特に水上の粘土は五の原料として
最も良質であるとされ，水上耳は他地区の瓦よ
り 7~10%価格が高かったそうである。〔大田
市制30周年誌編さん事務局 1983・551-2J(9)，
なお，水上の粘土はもう殆んどとりつくし，現
在は他所から粘土を搬入している。
さて水上瓦は前述の大型トンネル窯の導入に
より，広大な工場施設をもっに至ったが，原土
搬入~土練~成型~乾燥~施紬~焼成~選別~
結束~出荷の諸工程を，一貫したオートメーシ
ヨンで行い，現在年間，約7，000万枚の瓦を大
量生産している。(写真I-16， 17)昭和41年
(1966)に石川|水上耳協同組合が設立されたが，
現在これには 6つの会社(株式会社・有限会社
が各3)と個人経営の 1工場が加入している
一一但し個人経営のW工場は，伝統的な登り窯
であるが，これは 2年ほど前から操業を停止し
ている。(写真I-18， 19)このうち，最大のS
工場では，従業員130名， 1日に約10万枚の耳
の生産能力をもっ。なお，わが国の瓦の主要産
地は愛知(三州瓦〉とこの島根及び淡路であっ
て，そのうち約55%を三州瓦が占め，島根と淡
路で約20%だそうだが，水上耳はその約3分ノ
1 というから，全国のほぼ 7~8%になるわけ
である。 6社の合計売上高が年商約70億と言わ
れるから，これは地場産業としてはかなりのも
のと言ってよいだろう。出荷先は関西・九州方
面が中心で，九州iに営業所をもっ工場もある。
なお，これらの工場の従業員は，必ずしも水上
の人とは限らないが，地元の雇用の向上に役立
っていることは確かである。ただ前述のように，
瓦産業の経営者がすべて地元出身者ではなく，
外来者であるという点はやはり地域社会として
は1つの問題ではあろう。これも，かつての銀
山における「御囲村」としての用材調達，そし
て大正末期からの外来の登り窯工場への松割木
の売却， といった地元民としての伝統? のな
せるわざ， と言ったら言いすぎだろうか。
(3) 花田植(参与観察…・・・松本誠一)
先に I章の 2の(2)で触れたように，水上町で
は昭和62年 (1981)に秋祭りの「シツカク踊り」
が島根県の無形民俗文化財に指定されたが，そ
の頃から初夏の「花田植」の開催にも力を入れ
るようになったのである。記録によると，昭和
59年(1984)に関係者(青年団OBが中心〉の
- 35 -(150) 
神話・天領・近代化 (II)
努力によって花田植が復活しているが，これが
機縁になって水上町郷土芸能保存会が発足した
ようである。その後，昭和60年の全国青年芸能
大会に出場し，昭和62年に第1回花田植が開催
されたのである。その後は少し聞をおいて平成
3年 (1991)に第2回が行われたが，相憎の雨
で不本意に終り，この平成6年 (1994)が第3
回というわけである。この開催には，今では全
くみられなくなった農耕牛を数頭用意し，田植
ばやしの嚇し手と早乙女の人数や衣裳を整える
など，相当の費用と準備期聞が必要で，そのた
めの組織として，花田植実行委員会が設けられ
ていて，今回の委員長は郷土芸能保存会長の水
上町選出の大田市会議員HTである。
ところで，石見地方で花田植とか大関植と称
するものは，田植の労働と回の神信仰，それに
音楽芸能の三要素が複合した民俗行事で，かつ
ては田植のユイ仲間(田植組〉が相談しあって
行なったり，大地主の主催で小作農民に呼びか
けて行ったようで，不作の翌年とか新田が開発
されたときなどに行われることが多かったとい
う。石見の農耕儀礼と民俗芸能に詳しい牛尾三
千夫は，西石見では花田植とか蝶子田・牛供養
・大代(おおしろ〉などと呼ばれ，戦時中は一
時中絶されていたが，戦後は美濃・那賀両郡の
山間部で，毎年数ヶ所，集落単位で行われるよ
うになったとしている。そしてこれを開催する
には前年の秋から話が始まり，春の苗代の頃ま
でに，話が成立して，日取りや何処の田で行う
か(田主・たあるじ〉が決り，世話人や分担を
きめて準備するのだが，牛を何頭(何十頭)，
どのように調達するか，また花田植当日の「代
かき」や曜子方，早乙女の人員構成などについ
て，細部にわたり詳細に記述している。〔牛尾
1962・322-32J
なお，水上町では花田植の他に「田植噌子」
とも言っているが，牛尾によると，石見地方で
田蝶子(田植曜子?)といっているものは普通
「丘繭子J(おかばやし〉とか「庭つづみ」とか
言うのと同じで，早乙女が稲の苗をさす動作に
合わせて，国の中に入って嚇す植調子をしない
場合，即ち閃の外で嚇すものを，そう言うのだ
そうである。〔同書 330Jそうだとすると，後
述の如く，水上では嚇し手が田の中に入って磯
すから，この呼称はおかしい， ということにな
る。そして水上でも，そうした混同を指摘する
人があった。
なお，嚇し手の人員構成は，牛尾の説明の事
例では一一性別は書いてないが，おそらく殆ん
どが男一一胴頭 (1人)，関えびす (1人か二
人)，大胴 (10人)，小太鼓 (10)人)，かねつき
(1人)，笛吹き(1人)，ささらすり (1人)，
ぼんでんっき (1人〉で，合計26，7人となっ
ているが〔同書 330J，今回の水上町の場合は
男が18人，女(笛ばやし〉が6人で，人数とし
てはほぼ同じであった。また，この間曜子には
村々によって，いろいろな流派があって国唄の
ふし，太鼓の打ち方など少しずつ差異があるそ
うで，水上町の田植ばやしは，音楽に秀でた戦
国武将の小笠原兵庫助長秀が，領内の稲作奨励，
五穀豊穣のために書き遺した巻物に由来する
「小笠原一流」の流れをくむものだとされてい
る。以下，参与観察の概要を記述しておこう。
5月28日(土〉 昼すぎ水上公民館を訪ね，
花田植実行委員会のメンパーから準備状況の説
明をうける。集会室の黒板に，嚇しの拍子のと
り方(植拍子〉や会場(田〉への道行き(行
列〉の並び)1慎がチョークで書いてあり， }jIJ室で
は女性たちが早乙女の衣裳を点検している。 4
時半，保育園に接した水田の会場に行ってみる
と，畔が整地されてテントが 4つ，明日立てる
ように用意されており，水を張った田には苗床
と笹竹の準備もできている。今回の会場は，他
所から見物にくる人や観衆が見やすいように，
水上町中心部の福原上のYが所有する閏が選ば
れたということであった(国主y)。見物席と
なる周辺の道路脇の草叢も，数人の男たちが除
草中であった。近辺の困は，もう殆んど田植が
終っているようだ。
29日(日〉 午前11時，公民館にゆくと，す
でに島根県教育委員会・古代文化センターのA・
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Nと県立国際短大(民俗学〉のSが実行委員の
方々から聴とりをしている。集会室では，嚇し
方の男衆や早乙女の人たちが身仕度の最中であ
る。 11時半，水上神社の拝殿で神事，宮司は大
田町の南八幡宮々司でここを兼務している IT
(I章2の(3)，参照〉である。なお，この神事
には石見神楽の神楽男(演奏者〕が隣接の祖式
町から招かれて参加している。神事が済むと神
前で，田植ばやしを奉納。太鼓を下腹部にさげ
た離し手の男たちが，狭い境内いっぱいにひろ
がって，白房のついたパチで力強く太鼓を打ち，
勇壮に踊る。早乙女の紺がすりと紅棒が緑の木
立に映えて美しく，次第に気分が高揚してくる。
(写真ll-20)
やがて行列がくまれ，鳥居をくぐって参道を
下り会場への道行きが始まった。先頭が神社臓
と郷土芸能保存会の旗，そして御幣と神職，氏
子総代などの役員，それから毛槍，ささらの子
供や婦人たち，横笛の女性，これらの問に男の
太鼓が一つずつ入り，離しながら進む。道路に
出ると，そこで待っていたハレの装いの牛3頭
と馬1頭が先頭になり，ゆっくりと歩む。(写真
ll-21)蓑笠姿の道化が，いっと知らぬ聞に現
われ，道行きに興を添える。あたりは既に見物
でいっぱい，道路脇の土手で眺めている人もい
る。会場につくと，ここがいわば御旅所で，こ
こでも神事。関係者の玉串奉献では，今回の田
主が最初であった。牛や馬にもお浄め。そして，
花田植実行委員長の挨拶と大田市教育長など来
賓の祝辞。
これらが終ると，いよいよ花田植の実演に移
るが，まずマイクで，すべて手作業であった昔
の田植の段どりについて解説があり，牛による
「代かき」が行われたのだが，肝心の牛が言う
ことをきかず， 1頭だけがちょっと国に入って
ひとまわりしただけで，結局，男たち数人が代
かきの実演をした。
1時半，やはりマイクの説明つきでいよいよ
「苗とり」が始まる。苗床から苗をとった男が
根をほぐし， J.lIJの男がそれを藁でしばり，一掴
みずつ田に投げ降ろしてゆく。苦とりが終ると，
田植ばやしに合わせて田植えに移る。白足袋，
白脚半の早乙女たちが 1列に並んで苗さし。紺
がすりに赤い橋衿，紅棒，頭は手拭いの姉さん
被り。離し手の男たちが裸足で回に入って，軽
ろやかな田植ばやしが山あいの青空にこだまし，
何とも晴れやかな情景である。(写真ll-22)見
物のあちこちでカメラやビデオ撮りが大忙し。
この聞に，マイクから「さんばい降しJ，i苗取
り」などの田植唄が流れ， 3時，今回の花田植
は成功裡に無事終了したのである。そして，跡
かたづけが済んだあと，公民館での直会にも参
加させていただき，私たちの参与観察も終了し
たのである。
なお今回の水上町の花田植は，これを大田市
指定文化財(無形民俗資料〉にするかどうかの
審査対象とされ，そのための調査が行われ，後
日，審議の結果，指定が決った。
注
(1) 御城米とは徳川幕府の直轄地(天領)や領地の
年貢米のことで，幕府財政の基礎をなすものであ
って，大名領の蔵米とは異なり，一部は大阪へ廻
送されたが，大部分は江戸へ運ばれた。浜田藩で
の藩主交代の影響をうけて天領支配の村数も石高
も変化するが，天明7年 (1787)の「御巡見案内
帳」によると，石見の銀山領は134ヶ村で約45，500
石で，温泉津と大浦がその積出港であった。温泉
津の方がやや古かったようだが，両i巷は緊密な関
係にあり廻船の出帆・入港の情報を交換しあって
いた。文政13年 (1830)の「浦差出明細書上帳」
によると，磯竹村のうちの大浦(浦方)は約200
戸，人口1，000人ほどで，高は 20石余と少く，田
はなく畑のみであり，無高層が過半数を占め廻船
9般，漁船110般，商屋:23軒と，漁業・商業の盛
んな港であったことがわかる。大浦と温泉津は城
米の集荷・積出しを2分し，大浦の城米集荷村落
は，大浦を中心とした銀山領のほぼ北半分であっ
た。
なお，石見銀山が活況を呈したのは戦国時代か
ら江戸時代前期にかけてであり，銀山の衰退とと
もに多量の飯米供給の必要もなくなったので，銀
山領も銀山経営を機軸とした性格から，城米(年
貢米)の供給地としての性格へと変化していった
のである。〔上村 1994・397-8，415) 
(2) 山岡栄市は大浦の旧家層と 9苦手lに及ぶ貧困な滞
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人との問には，強力な支配従属関係が存在したと
考え，それを立証するものとして，明治初期にお
ける借地(宅地)関係をとりあげている。大浦の
当時の総戸数302戸のうち88戸 (29%)は， i屋敷
の者J (宅地を借りているもの〉とよばれ，家主
=親方の家へ無償で浜仕事・畑仕事・盆正月・仏
事の賦役などを提供し，毅方はその代償として盆
正月に中元や歳暮を贈ったという。これは出雲地
方や東北地方の「屋敷名子」に当ると山岡は指摘
しているが，私どもが五十猛町の農村部や水上町
の山村で耳にした"契約子"もこれであって，山
岡も次の如く論じている。
「契約親子関係は，船を作ったり商売を始める
時の資金を借用したり，また終始世話になったり
意見をしてもらうために多く取結ぼれたといわれ
る (iかなむすめ」の場合は後者が主である〉。契
約子であれば優先的に鰯網の綱子に雇用され，将
来の生活安定も保障されたのである。他の地方に
おけると同様に，契約の侍は祝宴を張り，親方の
絞所の入った木綿羽織を銭としてもらい，盆正月
にはそれを着て親方の許へ伺侯した。契約のとき
親方から名前を貰って幼名を変えるのが一般的で
ある。!日家層の勢力が経済的に衰えても，多くの
契約子を保持していた関係、で，部落内に強い支配
力を温存し得たといわれる。また当地の人々は宗
教的信仰(浄土宗と真宗が圧倒的に多い〉一一報
恩感謝の念が特に強く，契約親に対する感謝と献
身によって，両者は永く恩愛の情につながってき
たともいわれる。しかしこの意識も今日では漸次
薄れつつあることは否めない。〔山岡 1965・
366J 
(3) 漁港の種類には漁港法〔第6条及び第19条の
2)により，利用範囲が地元の漁業を主とする第
1種，科用範囲が全国的な第3種，その中題の第
2種，離島や辺地にあって漁場の開発または漁船
の避難上とくに必要な第4種，そして第3種のう
ち水産業の振興上とくに重要と政令で定める特定
第3種がある。〔水産庁漁港部 1990J 
(4) 日本の遠洋漁業をとりまく国際的環境が1988年
以降，米国が 200カイリ内の対日漁獲割り当をゼ
ロにしたり，国連で公海での流し綱漁業の全面禁
止が決議されるなど厳しさを増しており，沖合12
カイリ(約6キロ〉を中心とした沿岸漁業をどう
するか，今後の対策が関われている。[Ir朝日新
聞dl1994年8月31日，による〕
山陰沖では，昭和40年 (1965)に締結された日
韓漁業協定によって12カイリの領海が設定されて
いるが，その後もかつての「李承晩ライン」以来
のトラブFルが絶えず，特に近年は力をつけてきた
韓国漁船団の山陰沿岸での漁獲が問題になってい
る。島根沖合の広大な大陸棚は底棲魚類の宝庫で，
隠岐海嶺水域は回遊魚類の好漁場であるが，将来
的には沿岸諸国がこの魚類資源を何とか共同で管
理・利用を図ることが必要であろう。しかし，現
時点では日本海にも 200カイリ法を早急に適用し，
関係国と調整して互いに自国の海は自国の責任で
資源や環境を大切にすることが急務なのである。
[Ir山陰中央新報dl1995年5月2日「山陰・戦後史
ノー トJ17J 
(5) 本文や前注でも触れたが，底曳や巾着にくらべ
1本釣はずっと沿岸性の漁法で，当然，漁獲も少
い。しかし，大量漁獲の前者では魚体が傷み鮮度
が落ちやすいのに対し， 1本釣は漁獲は少いが鮮
度の点で優れ，価格の点では有利である。
なお，先の操業日数が示すように， 1本釣が多
いということは，それだけ高齢化がすすんでいる
ということでもあり(大浦の65歳以上の老年人口
率が23.0%，II章参照)，また軍人恩給・遺族年
金・老齢年金などの受給者も多いのである。
(6) Ir島根県民俗文化財分布図dl(島根県教育委員会
1984)をみると， iとんど焼」の項に，石見地方
ではE月5日前後から13日頃にかけて，この類い
のものが分布しており，他方， i正月の訪れもの」
の項には，松の内などに「トロへイ」とか「トラ
ヘイ J，iトノヘイ」と称する"歳神になり代って
来る寿ぎ(コトホギ)"がこの石東地方にも広く分
布することが示されている。しかしながら， iセ
ンボク」という名称については，これと云った情
報も説明もないのは，どうしてなのだろうか?
なお， iトラへイ」については，山間部の水上
町三久須でU1 (75歳〕から極めて興味深い話を
聴くことができた。それによると，lE月の14日は
"農具と牛の年越し"と云い，昭和 6，7年(1931，
2年〕ごろまでは，蓑笠を着て杖をついた姿の若
衆が，藁で作った藁馬をひいて各戸を廻り，寿ぎ
をしたそうである。これは歳神が蓑笠姿で山から
降りて来たのだとされ，この寿ぎ行事を「トラヘ
イ」と呼んだのだという。同様な風習は，水上町
の西隣りの温泉津町(溺摩郡〕の山間部にもあり，
蓑を着た子供たちが藁J馬をもって各家を廻り，
「トラヘイ トラヘイ」と大声で叫びながら土問
へ藁馬を投げこみ，物陰に潜んでいると，投げこ
まれた家では，藁馬につけられた袋の中に米や餅
・ひねり銭を入れる。そして藁馬をひきよせて取
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ろうとする子供たちに，農家では水をかけるのだ
が，水をかけられるほど貰いが多いという。この
トラへイの馬はいい種(豊作〕をもたらすと考え
られており，使った藁馬は村境の地蔵に奉納した
という。〔温泉津町誌編さん委員会 1995・725J
出雲地方へゆくと，この穫の風習が「ホトホ
ト」とか「コトコト」と呼ばれたそうだが，これ
は雨戸をあける擬音からきた呼称ではないか，と
いう。石見地方の「トラへイ」の語源は不明だが，
西石見の報告をみると，前述の東石見の温泉津町
と水上町(三久須〕のように，これが専ら子供の
行事となっているものと，若衆組と結びついてい
るものとの 2通りがあったようであり，どうして
そうなのか興味をそそられる。〔宮田 1962・
286J 
また，後述の湊の「センボク」が戦後しばらく
まで，若衆を中心に行われていたこと，そしてそ
の当時，小学校高等科2年を卒えた新入りの若衆
のことを， '15日若いもん」と呼んだということ
から，正月15日のセンボクサンが，若衆入りの日
でもあったことが推察される。
(7) なお，山陰地方の畑作文化については，地元の
太田市在住の白石昭臣による労作がある。〔白石
1988J 
(8) 赤瓦は，出雲の来待を主産地とする凝灰質砂岩
を~I由薬として用いるので，来待赤瓦ともよばれる。
黒瓦は勅薬を使用しない素焼で，窯を密閉する直
前に松葉を入れていぶし，独特の発色をさせる。
いずれもこの地方ではたいへん好まれた瓦である。
(9) 水上瓦が地元の良質の粘土と結びついているこ
とに関連して，これをさらに，神話伝承につなげ
て解釈しようとする見解がある。即ち，崇峻天皇
(泊瀬部天皇)の元年 (588)に，百済より恵総ら
6人の僧とJ思率首真ら 4人の工人が来日し，金堂
の図を持参したことが「元興寺縁起』にみえるが，
F日本書紀.!l(中〉・巻21には，百済より僧侶・仏
舎手IJ・寺工・露盤博士・瓦博士・画工を贈られた
とある。他方，大田市の久手町と鳥井町の境に
"百済岬"と称する小さな岬があって，ここがこ
の瓦博士(瓦の製造に携わる技術者〉らの上陸地
だというのである。この説を史実的にどう受けと
めて理解するか，という点になると，先に I章の
1で触れた五十猛町の韓神新経神社や五十猛神社
などの場合と同様に，難かしい問題が種々ある。
したがって，ここではこのような見解の紹介に止
める。
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E 漁村と山村の人口と家族
清水浩昭
奥間葉子
本章では，漁村・大浦と山村・水上における
人口及び家族について，「住民基本台帳J(平成
6年・ 1994年5月25日現在)をもとにその状況
を概観し，さらに両地域における社会的背景と
もあわせ各特徴を整理したい。
1. 大浦の人口と家族
一青壮年の定着と核家族・漁民団地
大浦集落の属する島根県大岡市五十猛町は，
同年4月28日現在，人口1，925，世帯数591であ
り，そのうち大浦集落は人口1，144人(男:551， 
女:593)，世帯が351である。五十猛町には本
集落以外に六集落があるが， とりわけ，大浦の
占める割合は大きく，全体の人口・世帯の約6
割になる(リ。大浦では地域区分である， i自治
たい見合い，且，当地域のなかでより古い地域
といわれる，「三久須・上J(ミクスカミ)， i同
・中J，i同・下J，i福原・上J(フクハラ・カ
ミ)， i高津・上J(タカツ・カミ)， i同・下J，
「本郷・上J(ホンゴウ・カミ)， i同・下J，i米
山J(コメヤマ)，以上の 9つの自治会(計，人
口476，世帯153)に絞って分析する(3)。
さらに，大浦と水上の事例を対比して問題を
浮き彫りにするために，本節において両者の数
字を併記することにしたい。
大浦と水上の人口:構成を男女年齢別にまとめ
たのが表ill-1である。これによると人口構成
の3区分比率は，「幼少年人口(0~15歳未満)J
が大浦では20.4%，水上では 14.5%，i生産年
齢人口 (15~65 歳未満)J が大浦では 56.6%，
水上では56.7%，i老年人口 (65歳以上)Jが大
浦では23.0%(男20.3%，女25.6%)，水上で
は28.8%(男25.4%，女31.9%)となる。この
ことから両地域とも人口高齢化はかなり進展し
ており，とくに水上ではその度合が大きし大
浦ではそれがより緩慢であることがわかる。さ
会Jによって10地区に分けられているが，この らに男女別でいうと，両地域においてとくに女
全体を調査対象とするには，人口・
世帯数から判断して，集落規模がか
なり大きいように思われた。よって，
当方の調査能力とのかねあいから，
調査の対象を絞ることにした。とり
わけ，大浦の中でも漁業従事者が多
く住むとされる，「上市第一J(カミ
イチ)， i上市第二J(カミニ)， i上
市第3J (カミサン)， i明神J(ミョ
ウジン)の4自治会(計，人口509，
世帯153)を対象としたい。なお，
昭和54年 (1979)にできた漁民団地
は明神地区に所属する(九〈写真N-
1， II-3，図ill-1参照)
一方，次節の大田市水上町は，人
口744・世帯243で， 13の自治会から
なるが，やはりこの数字も扱う対象
としてはやや大きいといえよう。そ
れゆえ，大浦の場合と世帯数がだい
②:駐在所
②:大Il1自治会館
務:大崎鼻燈台
園町一1 大浦集落
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神話・天領・近代化 (ill)
表直一1年齢構成 (単位:人， %) 
大 浦 -ノ~!、， 上
年齢
総 数 男 女 総 数 男 女
総数 509(100.0) 251(100.0) 258(100.0) 476(100.0) 228(100.0) 248(100.0) 
0-4 25( 5.1) 14( 5.6) 12( 4.6) 21( 4.4) 12( 5.3) 9( 3.6) 
5-9 39( 7. 7) 16( 6.4) 23( 8.9) 20( 4.2) 9( 3.9) 11( 4.4) 
10-14 39( 7.7) 25( 10.0) 14( 5.4) 28( 5.9) 17( 7.5) 11( 4.4) 
15-19 34( 6. 7) 15( 6.0) 19( 7.4) 31( 6.5) 15( 6.6) 16( 6.5) 
20-24 13( 2.6) 4( 1. 6) 9( 3.5) 13( 2.7) 6( 2.6) 7( 2.8) 
25-29 17( 3.3) 11( 4.4) 6( 2.3) 12( 2.5) 7( 3.1) 5( 2.0) 
30-34 30( 5.9) 16( 6.4) 14( 5.4) 21( 4.4) 1O( 4.4) 11( 4.4) 
35-39 33( 6.5) 17( 6.8) 16( 6.2) 19( 4.0) 11( 4.8) 8( 3.2) 
40-44 42( 8.3) 25( 10.0) 17( 6.6) 29( 6.1) 17( 7.5) 12( 4.8) 
45-49 25( 4.9) 13( 5.2) 12( 4.7) 33( 6.9) 11( 4.8) 22( 8.9) 
50-54 31( 6.1) 17( 6.8) 14( 5.4) 28( 5.9) 15( 6.5) 13( 5.2) 
55-59 30( 5.9) 13( 5.2) 17( 6.6) 35( 7.4) 20( 8.8) 15( 6.0) 
60-64 33( 6.5) 14( 5.6) 19( 7.4) 49( 10.3) 20( 8.8) 29( 11. 7) 
65-69 44( 8.6) 20( 8.0) 24( 9.3) 34( 7.1) 12( 5.3) 22( 8.9) 
70-74 30( 5.9) 14( 5.6) 16( 6.2) 47( 9.9) 22( 6.6) 25( 10.1) 
75-79 21( 4.1) 7( 2.8) 14( 5.4) 23( 4.8) 7( 3.1) 16( 6.5) 
80-84 1O( 2.0) 6( 2.4) 4( 1. 6) 20( 4.2) 1O( 4.4) 1O( 4.0) 
85-89 9( 1. 8) 3( 1. 2) 6( 2.3) 9( 1. 9) 5( 2.2) 4( 1. 6) 
90一 3( 0.6) 1( 0.4) 2( 0.8) 4( 0.8) 2( 0.9) 2( 0.8) 
0-14 103( 20.4) 55( 21. 9) 49( 19.0) 69( 14.5) 38( 16.7) 31( 12.5) 
15-64 228( 56.5) 145( 57.8) 143( 55.4) 270( 56. 7) 132( 57.9) 138( 55.6) 
65- 117( 23.0) 51( 20.3) 68( 25.0) 137( 28.8) 58) 25.4) 79( 31. 9) 
子においてその傾向が著しくなっていると指摘
できる。
表ill-2 世帯人員別世帯数
平成2年 (1990)の国勢調査では，大岡市全
体の老年人口率は21.2%(男18.3%，女23.6%)
なので，大浦と水上はともに大田市のなかでも
人口高齢化がすすんでいる地域といえる(4)一平
成2年，全国の老年人口の割合は， 12%であり，
大浦，水上はその数値の，概ね2倍近いことが
わかる。
この人口高齢化は， とりわけ地域の青壮年が
他地へと流出し，その地域に定着しないことと
深く係わっていよう。よって，この点からは，
大浦よりも水上において，青壮年の流出がみら
れていることになろう。なお，大浦では青壮年
の定着をめざして，集落からやや離れたところ
に「漁民団地」という宅地開発がおこなわれた
地 域
総数
1 人
2 人
3 人
4 人
5 人
6 人
7 人
8 人
9 人
10 人
人世帯平均員
(後述〉。
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大 浦 水 上
153(100.0) 153(100.0) 
24( 15. 7) 34( 22.2) 
34( 22.2) 44( 28.6) 
33( 21. 6) 20( 13.1) 
24( 15. 7) 16( 10.5) 
16( 10.5) 18( 11. 8) 
15( 9.8) 12( 7.8) 
5( 3.3) 6( 3.9) 
1( 0.7) 2( 1. 3) 
1( 0.7) 
1( 0.7) 
3.33人 3.11人
神話・天領・近代化 (III)
表III-3 世帯構成と世代構成
(大浦〉
総 数 |核家族世帯|
総数 153(100.0) 88(57.5) 
一世代 49( 32.0) 24(15.7) 
二世代 70( 45.8) 64(41. 8) 
三世代 29( 19.0) 
四世代 5( 3.3) 
(水上〕
総 数 [核家族世帯|
総数 153(100.0) 67(43.8) 
一世代 74( 48.4) 40(26.1) 
二世代 35( 22.9) 27(17.6) 
三世代 42( 27.5) 
四世代 2( 1. 3) 
次に世帯規模をみると，表面-2のように，
大浦，水上ともに i2人世帯」が最も多いが，
大浦では，その次が i3人世帯」であるのに対
し，水上では i1人世帯」が続き，世帯規模が
より小さいものになっている。世帯平均人員に
もその傾向があらわれていて，大浦は3.33人で，
水上の3.11人を幾分上回っている一平成2年，
大岡市の平均世帯人員は3.16人であり，大浦は
それより大きく，水上ではそれを下回っている。
さらに表ill-3から，世帯構成と世代構成につ
いてみることにする。世帯構成では，大浦では，
「核家族世帯J(57.5%)， iその他の親族世帯」
(26.8%)， i単独世帯J(15.7%)の順であり，
「核家族的世帯J(i核家族世帯」と「単独世帯」
を含む〉の数値は73.2%となる。同様に水上で
も，「核家族世帯J(43.8%)， iその他の親族世
帯J(34.0%)， i単独世帯J(22.2%)となるが，
「核家族的世帯」は 66.0%となり，大浦よりも
「その他の親族世帯」が多いことになる。同時
に，大浦は水上に比して「核家族化」が進展し
ている地域ともいえよう。ちなみに，大岡市で
は「核家族世帯」が 52.4%， iその他の親族世
帯」が29.7%，i単独世帯」が17.7%，i核家族
単独世帯 i糊族世帯| そ族の世他の親帯
24(15.7) 41(26.8) 
24(15.7) 1( 0.7) 
6( 4.0) 
29(19.0) 
5( 3.3) 
単独世帯 その他世の親族帯
34(22.2) 52(34.0) 
34(22.2) 
8( 5.2) 
42(27.5) 
2( 1. 3) 
的世帯」が70.1%であるので，この数値との比
較からも大浦の核家族化，水上の「その他の親
族世帯」の多さは確認できる。
つぎに世代構成をみると，大浦では，「二世
代世帯」が最も多く，次が「一世代世帯J，i三
世代世帯J，i四世代世帯」の順である。これに
世帯構成を組み合わせると，「二世代の核家族
世帯」が最も多く，次が「三世代のその他の親
族世帯J，i一世代の核家族世帯J，i二世代の単
独世帯」となる。これを一・二世代，三世代と
に分けると，「ー・二世代の核家族世帯」およ
び「一世代の単独世帯J，つまり「ー・二世代
の核家族的世帯」が73.8%，i三世代のその他
の親族世帯」が19.0%となる。
水上では，「一世代世帯」が最も多く，次が
「三世代世帯J，i二世代世帯J，i四世代世帯」
とつづく。これを世帯構成とかけてみると，
「三世代のその他の親族世帯」が最も多く， 次
が「一世代の核家族世帯J，i一世代の単独世
帯J，i二世代の核家族世帯」となる。「ー・二
世代の核家族世帯」および「一世代の単独世帯」
ー「ー・二世代の核家族的世帯」であるーが
65.9%， i三世代のその他の家族」が 27.5%に
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神話・天領・近代化 (ill)
表ill-4 続柄構成
続 柄 |大 浦|水 上
世 帯 主 153(1000.0) 153(1000.0) 
自己 偶 者 103( 673.2) 103( 673.2) 
子 155(1013.0) 105( 686.2) 
(長 男う 62( 405.2) 48( 313.7) 
(次 男 以 下) 32( 209.2) 22( 143.8) 
(長 女〕 42( 274.5) 18( 117.6) 
(次 女 以 下) 19( 124.2) 17( 111. 1) 
子の配偶者 22( 143.8) 23( 150.3) 
(長男の配偶者) 17( 111. 1) 19( 124.2) 
(次男以下の配偶者〕 4( 26.1) 4( 26.1) 
(長女の配偶者) 6.5) 
孫 43( 281. 0) 50( 326.8) 
孫の配偶者
骨 孫
父 5( 32.7) 9( 58.8) 
母 23( 150.3) 29( 189.5) 
父 の 兄 1( 6.5) 
祖 母 1( 6.5) 
兄 弟 3( 19.6) 1( 6.5) 
姉 妹 2( 13.1) 
兄 の 長 女 6.5) 
なる。水上は，大浦に比して「ー・二世代の核
家族的世帯」は少なく， 1三世代のその他の親
族世帯」が多くなっていることがいえる。
以上のような世帯構成を念頭において，こん
どは続柄構成をみてみよう。表III-4のように，
大浦，水上ともに「子j，1孫j，1父j，1母」と
いった直系尊卑属が相対的に多く， とりわけ
「子」のなかでは長男が，「子の配偶者」も「長
男の配偶者」が比較的多いことが注目される。
ということは，世代的連続を志向した世帯に特
徴的な形態も内包しているといえよう。
これらの結果からいうならば，大滞および水
上の世帯は，規模的には小さく，世帯構成も
「ー・二世代の核家族的世帯」が大浦では 73.8
%，水上では65.9%となる。しかし続柄構成に
おいては直系尊卑属をとりこめる構造を示して
いるので，青壮年が他地へ流出することなく地
域に定着， Uターンすることがあれば，大浦お
よび水上の世帯は「その他の親族世帯J を構成
しうる可能性をもっていることになろう。
大浦と水上における人口高齢化はそれぞれ
23.0%， 28.8%とかなり進んでいることは既に
指摘した。以下では65歳以上の親族のいる世帯
を「高年齢者世帯」とし，この世帯が全世帯に
占める割合を示す「高年齢者世帯」率をみると，
大浦は52.3%，水上は61.4%となる。わが国の
平成2年(1990)時点の比率は26.4%であるか
ら，大浦も水上も全国平均を大きく上回り，水
上の比率はとくに高い。よって，両地域におけ
る世帯の高齢化が指摘できる。
「高年齢者世帯」の世帯構成あるいは65歳以上
の高齢者の世帯帰属率を検討することによって，
ある程度その社会の家族構成の特質が把握され
ると考えるので，両地域における「高年齢者世
帯」についても言及したい(九
表III-5で，まず世帯構成からみると，大浦
では「その他の親族世帯」が43.8%で最も多く，
次が「核家族世帯」の 36.6%， 1単独世帯」が
20.0%である。したがって，「核家族的世帯」は
56.3%となる。次に世代構成をみると「一世代
世帯」が43.8%で最も多く，続いて「三世代世
帯」が28.8%，1二世代世帯」が21.2%，1四世代世
帯」が 6.3%となる。さらに世帯構成と世代構
成を合わせると「三世代のその他の親族世帯J
が最も多く，次に「一世代の核家族世帯j，1一
世代の単独世帯j，1二世代の核家族世帯」とつ
づく。これを一・二世代と三・四世代に分ける
と，「ー・二世代の核家族的世帯Jが56.3%，
「三・四世代のその他の親族世帯」は35.1%と
なり，「ー・二世代の核家族的世帯」が全体の
過半数を超えることになる。
次に水上では，世帯構成においては「その他
の親族世帯」が 46.8%で最も多く， それから
「核家族世帯」の 27.7%，1単独世帯」の 25.5
%となっている。したがって， 1核家族的世帯
率」は53.2%となる。さらに世代構成において
は，最も多いのが「一世代世帯」の47.9%，次
に「三世代世帯」の 37.2%， 1二世代世帯」の
12.8%， 1四世代世帯」の2.1%の順である。さ
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神話・天領・近代化 (m)
表皿-5 高齢者世帯の世帯構成と世代構成
(大浦)
総 数 |核家族世帯 l 
総数 80(100.0) 29(36.3) 
一世代 35( 43.8) 18(22.5) 
二世代 17( 21. 3) 11(13.8) 
三世代 23( 28.8) 
四世代 5( 6.3) 
(水上〉
総 数 1核家族世帯 l
総数 94(100.0) 26(27.7) 
一世代 45( 47.9) 21(22.3) 
二世代 12( 12.8) 5( 5.3) 
三世代 35( 37.2) 
四世代 2( 2.1) 
らに世帯構成と世代構成を合わせると「三世代
のその他の親族世帯」が最も多く，次に「一世
代の単独世帯J，r一世代の核家族世帯J，r二世
代の核家族世帯」とつづく。これをー・二世代
と三・四世代に分けると，「ー・二世代の核家
族的世帯」が53.1%と過半数を超え，「三・四世
代のその他の親族世帯」は39.3%にすぎない。
以上のことから気づくのは，大浦と水上にお
いては「核家族的世帯」が50%を超えていると
いうことである。しかし，「その他の親族世帯」
を圧倒する程度とはいえず，大浦では 6.3%，
水上ではわずかに 3.2%を上回っているに過ぎ
ないのである。「高年齢者世帯」の世帯構成の
なかで「核家族的世帯」率が50%以上であるよ
うな地域を「夫婦家族制」一夫婦を中核とした
家族で，夫婦の結婚によって形成され，その死
亡で消滅する家族ーと呼び，逆にその比率が50
%未満の場合を「直系家族制」一夫婦・そのあ
とつぎ(男子・その配偶者・あとつぎとしての
孫・夫(妻〕の親によって直系的に継承され再
生産される家族ーであると判断すると，大浦も
水上も，「夫婦家族制」がやや支配的な社会で
あるといえる。さらに，その度合からすれば，
単独世帯 | 非親族世帯| そ族の世他の親帯
16(20.0) 35(43.8) 
16(20.0) 1( 1. 3) 
6( 7.5) 
23(28.8) 
5( 6.3) 
単独世帯 l 非親族世帯 l 親そ族の世他帯の
24(25.5) 44(46.8) 
24(25.5) 
7( 7.4) 
35(37.2) 
2( 2.1) 
大浦のほうが水上をやや上回っている (3.1%)。
以上からいうと，大浦は人口と世帯の高齢化
が著しい社会であり，家族としては「夫婦家族
制」が支配的な社会であるといえよう。さらに
水上は，人口と世帯の高齢化においては大浦の
場合以上に著しく，家族においては「夫婦家族
制」がやや支配的な社会であるといえよう。
このような家族は，直系家族制が支配的社会
に急激な人口変動(人口流出，人口高齢化〕が
生ずると現出するものであり，筆者(清水〉は，
このような家族をかつて「親子家族 I (島根
型)J と呼んだことがある。〔清水 1992 ・ 183~
222J(6) 
さきに，大浦は水上に比して，人口高齢化が
緩慢であるとふれたが，このことは大浦におけ
る青壮年の定着との関連もあろう。新たなる宅
地に乏しい大浦では，年々，都市へと流出する
漁業従事者の若者(とくに次三男〉を地元に定
着させ，過疎高齢化をはばむ方法として宅地開
発が考えられたという。それで，五十猛漁協の
職員が中心となって市へ「漁民団地」用の宅地
造成を請願することになった。
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図III-2 水上集落
その後，市に認められ，昭和52年(1978)に
「大田市都市開発公社」によって，大浦集落南
側の芋畑が「大浦漁業振興住宅団地」として宅
地開発 (55区画)されるにいたった(的。昭和53
年，漁協が窓口になって「大浦の漁業従事者」
を条件に希望者を募り，翌年には分譲され，購
入者は各自で住宅を建てたのである。平成6年
5月25日現在，「漁民団地」は 41世帯から構成
されている(写真1ll-2参照〉。
最後に大浦の親族について若干記しておきた
い。既に大浦の同族については，「一般的にこ
の浦の“同族団としての機能"は極めて弱く，
同族神を杷る風習のごときものは全然なく，た
だ冠婚葬祭時に同族のものが集る程度にすぎな
い」と報告されている。〔山岡 1965 ・ 365~6J
大浦を社会経済史的に研究した山岡栄ーによ
ると，江戸幕府の直轄地・石州大森銀山領にお
ける御廻米の積出港・大浦での，有力なる家層
とは，大阪や江戸への廻船問屋や御廻米保管の
蔵宿といった商業資本家であった。その多くが
漁船を所有する漁業資本家・雇用主となり，村
落の支配者層にもなっていった。
その聞に有力な分家の分出はあっ
たが，明治期には旧家勢力の多く
が没落・他出した。幕末の頃から
は日本海航路の廻船を所有し廻船
業者となった新興勢力も台頭した
が，かれらも諸般の事情から明治
の中ごろより衰退していった。そ
れゆえ大浦では，有力な分家を分
出した家があったのにもかかわら
ず，同族団としての有力な結合を
示さなかったのである。〔山岡
1965J 
有力な同族団の不在は，平成6
年5月25日現在， 調査対象の 153
世帯における姓を数えてみてもわ
かることである。調査対象世帯に
47もの姓があるが，これを単純平
均すると， 1姓あたり3.26世帯と
なる。 47姓のうち， 1世帯だけの
姓が20で，あとの27姓はHY (14)， S G (13)， 
MT (12)， AR， T S (各11)，S S (9)， 
KS (7)， KZ， SH， WD (各5)， SK 
(4)， OT， TN， DI， HR， MT(各3)，Y 
N， Y S， 1 S， 1 T， 1 T， KK， KW， D 
G， YN， YM， MR (各2)である。
さらに，大浦では「フツレイJ(分類?)とい
う親族用語があるが， これは00ブ、ノレイという
ように使われ，ある本家から分かれ出た家々を
さしている。大浦でNブ/レイの一員といわれて
いる家のHDによると， NブルイはNという屋
号の家からでた10世帯ほど(みな大浦在住〉か
ら構成されるが，それには婚出した娘の家 (1
世帯〕も含まれているという。 Nブルイはシン
セキのことと説明し，これは 3代4代もなると
交際が薄くなっていくという。このことから
「ブルイ」とは必ずしも厳格な父系的集団とは
いえず，また1つの集団として永続性をもって
いるとはいえないことがわかる。ちなみに，こ
のN家はもともとは大浦でも有力な!日家であっ
たが，没落・他出して大鴻に現存しないという。
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大浦では，自己中心的にとらえた双系的親族
のことをシンセキと呼び，結婚式の招待や葬式
の日程の連絡をおこない，また，盆・正月にお
互いの家を訪問するという。シンセキには「濃
いシンセキ」と「薄いシンセキ」がある。
2. 水上の人口と家族一過疎・高齢化と直系
家族
前節(1)では，大浦の人口と家族に関して考察
したが，その際，水上についても，住民基本台
帳(住民票〉にもとづき，大浦の数字と併記し
ておいた。(表ill-1~表ill-5 参照〕
さきに考察したのは，人口では，大浦も水上
も人口高齢化の進展がかなり進んで、おり，とり
わけ，山村部の水上において著しいことであっ
た。さらに家族については，水上では規模的に
小さい「夫婦家族制」がやや支配的ではあるが，
大浦に比すれば，「その他の親族世帯」の割合
が高いことが指摘された。
ここでは，さらに詳しく水上の人口と家族に
ついて考察を加えたい。
まず，水上における人口高齢化および過疎の
進展を具体的にみてみたい。水上の人口推移を
年代別に表した表皿-6によると，第1回の国
勢調査がおこなわれた大正9年からみると，昭
和15年は人口・世帯ともに，若干の減少を示し，
35年は前回に比して人口で161人 (12.8%増)，
世帯では77戸 (29.6%増〉の増加である。昭和
20年代後半の山陰の農山村では，農業技術の進
歩，農地改革の効果，食料生産の増大による食
料不足の解消がなされたので農家や農山村にお
いては社会的・経済的にもよい時代であった。
〔平塚 1995Jその状況下ゆえに，水上でも人
口・世帯の増加が可能であったと考えられる。
その後，昭和35年から55年の人口減少は著し
く， 35年に対して55年には60.9%となった。昭
和30年代は，高度成長時代を迎え，農業と非農
業(とくに工業部門)の経済的地位は逆転し，
撤次両者の生産性，所得格差は拡大の一方であ
った。そのために多くの農家人口が離農・離村
し，農山村の人口減少・高齢化を進行させた，
表班-6 水上町の人口推移
年 次 1大(19正209〕l|昭(19和4015〉|昭(19和6305〉l|昭(19和8505〉|平(1成9946) 
人 口 11，264 11， 253 1凶 41 861 1 加
世帯数 1 2891 2601吋 2判制
伊賀 1_~.3714.~:1 4ベ3イ3.06
資料:昭和55年までの数値は「おおだ市勢概要」
(1985)を参照した。
表面一7 大田市の年齢別人口の推移
年 代 ! 昭和35 1 昭和55I平成2
総 147ベ38.0ペ36.607数 (100.0)I (80.5) I (78.2) 
幼少年人口 1 15刊7ベ6.820 
0-14 I (100.0) I (50.3) I (44.3) 
|川… 22.276
生 計 (100.0) I (87.6) I (81. 2) 
|出15|州問15-39 (loo-0〕 (69.2〉 (59.9〕
口一|山|吋 12蜘
(100.0) I (1ll.6) I (108.8) 
老年人口 4， 364 I 6， 235 I 7， 811 
一(山 α429J(1790〕
資料:おおだ市勢概要 (1985，1993) 
侍( )内は昭和35年に対する比率である。
といわれる。〔平塚 1995J55年でも人口は減
少を続け，平成6年にいたっては35年の52.6%
とほぼ半減している。人口に比して世帯はそれ
ほど減少していないから，結果として世帯平均
人員も漸減していった。
で、は，水上での人口減少の参考として大岡市
全体において， とりわけどの年齢人口で人口流
出があったかをみてみよう。分析数値はおもに，
昭和35年に対する平成2年のものである。
表E一7によると，大田市の総人口〈総数〉
において，平成2年は昭和35年の78.2%まで減
少している。以下年齢別に記すと，幼少年人口
においては半数以下となり，漸次減少傾向にあ
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る。次に，生産年齢人口においては，全体では
減少しているが，前半の15歳から39歳という青
壮年層では減少しているのに対し，後半の40歳
から64歳までは増加の傾向にある。老年人口は，
昭和35年に比較すると，平成2年には， 179% 
と著しい人口増加を示している。
要するに，大田市における人口推移は，生産
年齢人口の後半 (40から64歳〉と老年人口にお
いて人口増加がみられるが，生産年齢人口の前
半(15から39歳〉と幼少年人口においては減少
傾向にある。全体的にいえば，高齢者層におけ
る増加傾向よりも幼少年層，青壮年層の減少の
勢いが強いために大田市全体では人口減少がお
きていると指摘されよう。なお，山村・水上で
は大田市全体の数値以上に，人口減少に占める
幼少年と青壮年の人口流出量が大きいことが推
察される。というのも，大岡市の数値には若者
の就職先が多い市街地区域を含んでいるので，
そこでは山間部ほどの，若者の人口流出がみら
れないと思われるからである一実際に前節でみ
た如く，水上町の老年人口率は大岡市よりも高
し、。
以上を参考に水上町の過疎化を述べると，そ
れは幼少年人口と青壮年人口に起因し，さらに
水上における人口高齢化の著しい進展も，乳幼
児死亡率の低下や寿命の伸びのみならず，かな
りの割合で幼少年人口と青壮年人口が流出して
いる結果と考えられよう。さらに水上では，幼
少年・青壮年における人口流出が，「その他の
親族世帯」を少なくし，結果として「核家族世
帯」を多くする要因となっているとも考えてよ
いであろう。そのことは，高年齢者世帯におけ
る「その他の親族世帯」率 (46.8%)が，大浦
や大田市と比較しでも高いことからも指摘され
うる。要するに，現況からいえば水上では「夫
婦家族制」であるが，志向性としては「その他
の親族世帯J，つまり「直系家族制」を目指して
いると考えられよう。
終わりに，水上における親族に関してふれた
い。平成6年5月25日現在，水上の調査対象で、
ある 153世帯における姓を数えてみると， 82も
ある。これを単純平均すると， 1姓あたり1.87 
帯となる。 82姓のうち， 1世帯だけの姓が46で，
あとの36姓は， UE， HR， TN， TK， NG 
が各5世帯， TM， NA， WTが各4世帯， 0
K， OG， SHATB， F J， MT， MS， M 
Z， MR， YMが各3世帯， A S， 1 S， OG， 
OD， KW， KD， GB， SG， TG， TH， 
TA， TI， NK， FK， FM， MA， YM， 
WAが各2世帯となる。これからみる限り，水
上でも有力な同族団は存在していないと考えて
よいであろう。
実際に， UE， HRで親族関係をきいてみる
と，本家・分家に関しては，系統として本家か
ら分家が出たという認識はあり， 00ブルイと
いう父系的集団をさす用語もある。だが，同族
神を肥るとか，本家は格が高いというような扱
いはしていない。さらにUE以外は，親族関係
は3，4世代の深度に過ぎないのが普通である。
注
(1) 大浦の人は，大浦のことを「ジグJ(地下)ある
いは大浦というが，五十猛の他の地域について
は「ザ、イJ(在)と称している。これには，大浦よ
りは「田舎」の地域であるという意味が若干含ま
れているという。
(2) 住民票では 153世帯であるが，大浦での世帯換
算ーとくに葬式組の単位によると， 141世帯と
なる。 12という数のズレは2世帯が対象地域に居
住しないものであり，残りの10世帯は，別の 1世
帯に含まれている。その10世帯を関係J性でいうと，
親世帯と子世帯を分けているものが8世帯，非親
族の同居人の場合が2世帯である。
(3) ，-水上」とは大田市の下部単位としての「水上
町」である。明治21年の市町村制施行により三久
須村，白杯村，福原村，荻原村が合併して水上村
となり，昭和31年の町村合併で大田市水上町とな
った。なお，水上での調査対象地域は，住民票上
では 153世帯になるが，水上(葬式組の単位〉で
は， 146世帯と換算される。 7世帯のズレは，水
上に居住しない 1世帯，親世代と子世代をわける
6世帯からなる。
(4) この老年人口比率に関して，さらに広く島根県
における旧藩別一出雲地方・石見地方の2地域ー
に言及したものがある。昭和60年(1985)の国勢
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調査にもとづくと，出雲地方は老年人口比率が県
の平均値 (15.3%)を下回っているが，石見地方
ではそれを上回っている。〔池ノ上ほか 1992・
50~lJ なお，本文において大田市の数字をあげ
る場合は，断わ習がない限りは平成2年(1990)
国勢調査による。
(5) 親の年齢が低く健康なうちは，直系家族制であ
つでも拡大家族ではなく，一時的に別居形態をと
り，夫婦・子の核家族と両親の核家族になる傾向
がみられているからである。親が老年期になると，
同居形態をとり，拡大家族すなわち「その他の親
族世帯J. i三世代家族」へと向かうのであり，こ
れは親の健康度を加味した条件付選択同居である。
さらに突き進めて考えると.75歳以上人口である
「後期老年層」の世帯帰属率をとるほうがより現
実性のある指標になろう。〔清水 1992・59.90J 
(6) わが閣の家族構造には地域的な類型があり，光
吉利之の類型論にもとづいて筆者(清水〉が作成し
たものとして，①「婚姻家族1J (夫婦家族制規範
の規定力がつよく，状況的要素がそれに即して構
造化しているタイプ).②「婚姻家族IIJ(夫婦家
族規範の規定力はつよいが，状況的要素がそれに
対応しえない条件をそなえているタイプ).③「親
子家族IIJ(イエ規範の規定性は維持されている
が，状況的要素がそれに対応しえない条件をそな
えているタイプ).④「親子家族1J (イエ規範の
規定性がつよく，状況的要素もそれに即して構造
化されているタイプ〉の4つがある。そして，具
体的な地域類型では，①が鹿児島型，③が島根型，
④が山形型となるが，②は理論的には考えられる
ものの，実際にはみられない， ということになる。
〔清水 1992 ・ 60~61. 217~18J 
(7) 大浦の漁民団地以前にも，大岡市では，漁村・
和江集落に「和江漁業振興住宅団地」を造成した。
昭和46年 (1971)に第一次分譲(30世帯).その日
年後に第2次分譲住0世帯〉がなされた。
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N 集落と寺院
一一真宗門徒の拡散と寺檀関係
高橋統
1. 大浦の寺院と盆行事
(1) 正定寺(浄土宗〉と浄円寺(浄土真宗〕
大浦の漁師が集中している上市第 lと第2地
区から石段を登ると，そこが正定寺で，本堂の
裏手の斜面は多くの墓が立ち並ぶ墓地になって
いる。この墓地から見下ろすと，左側に日本海
が拡がり遥か遠くに出雲の島根半島がかすみ，
すぐ右側の足元には小さく湾曲した大浦漁港が
手にとるように見える。そして正面には三瓶山
の優麗な山容が望まれ，何とも雄大な展望をた
のしむことができる。〈写真町一1)墓地をぬ
けてさらに登ると，大崎ヶ鼻の燈台がある。(図
ill-1，写真町一2参照〉
この正定寺は今は浄土宗であるが，古くは真
言宗であったようで，寺伝によると，寛平9年
(997)に山城国の醍醐寺の聖宝大僧都によって
閉山され，海蔵寺と称したという。その後，応
仁の乱により寺も衰微し，永録5年 (1502)に
はここから温泉津に，さらに長門国・萩に移っ
て海潮寺と改名したのだが(海潮寺は萩市に現
存)，大浦では元の境内に天正16年 (1586)，毛
利元就によって京都の清浄華院から信誉良安和
尚を迎え，浄土宗に改宗して正定寺となったと
されており，現在の IK住職は26代目である。
このような歴史的背景をもつだけに，檀家の過
去帳も大部のものが7冊あるのだが，当面はそ
れを分析する手だてがない。ただ檀家総代のK
Tは， 1章の注目で紹介した赤井集落(大浦か
ら山陰線に沿い，仁摩町境〕の旧家で，この近
辺指折りの大地主であったのだが，この家は過
去帳では 400年は糊るという。
そして，正定寺も戦後の農地改革までは静聞
などに寺田を所有しそれを小作させて，米百俵
の収穫があったというから，寺院経営としては
十分に安定していたわけである。現在の檀家は
約250戸で，このうち大浦に約140戸，湊に30戸，
その他は大田町及び宅野(仁摩町〉などである。
なお，興味ぶかいのは，これらの檀家の他に，
境内の墓地に墓だけを置いている信徒を，この
寺では“基檀家"と称して，法要など事ある毎
に，一定の志納金を受けていることで，例えば
平成4年の観音菩薩開扉供養(33年毎に執行〉の
募金では，こうした墓檀家の志納分は通常の檀
家の半額である。 なお，境内の墓地には約250
の墓があるが，この中の約半分が墓檀家のもの
である。
他方，大浦にはもう 1つ寺があって，それは
大浦集落のほぼ中央，柳町地区の浄円寺である。
ここは浄土真宗(本願寺派〉で，元は銀山町の
大森にあったのだが，銀山の衰退と人口減少の
ため，この地に下りてきたという。ここの檀家
は約160戸だが，静聞や温泉津町(遁摩郡〉な
ど大浦以外の家の方が多いのは，ひとつには，
このように後から大浦に下りてきた寺院だから
であろう。なお，このように銀山町から移って
きた寺院は，後述の水上の場合でもしばしば見
られ，その多くが浄土真宗なのは，この地方へ
の「真宗門徒の拡散」という近世の歴史的流れ
と無関係ではない。
そこで，島根県の「民俗地図』に当ってみる
と〔島根県教育委員会 1984・33J，一般的傾
向としては，真宗は石見に絶対的に多く，出雲
では西部にかなりみられる。そして石見でも，
最西部になると稀薄になって禅宗が多くなり，
浜田近辺では真宗・禅宗とも少くなって浄土宗
が多くなる。また，出雲でも東部の美保ヶ関付
近は浄土宗が多くなっている。
こうした分布傾向をふまえて，試みに大田市
内の寺院について，その宗派を当ってみると次
の如くである。(表町一1)
この表の宗派別寺院数も「民俗地図』で指摘
されている傾向を如実に反映しており，特に真
宗門徒拡散の顕著なことを示している。なお，
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表N-1
信刀士て・ 派 !寺院数 iパーセント
浄土真宗・本願寺派
76 56.3 
" 大谷派 1 
曹 j同 万-さ=之P 
臨 済 ，刀"て 1 f25 
18.5 
浄 土 '河士て， 16 11. 9 
日 蓮 耳s三2ミ 9 6. 7 
真 言 '刃fて? 9 6. 7 
計 135 100 
合も，それぞれの檀家はかなり広い範囲に散ら
ばっていて，勿論，宗派もさまざまであり，こ
れは水上でも同様で、ある。このことは，やはり
それだけ人と家の出入りが激しかったというこ
とを物語っているように思われ，これも銀山の
消長に微妙に関わっているものと考えられる。
(2) 盆踊と精霊舟(参与観察松本誠一〉
盆行事は檀那寺の宗派によって内容や演出が
多少異なり，またその地域の歴史背景や風土環
〔大田市制30周年記念誌編さん事務局 1983・768ー 境によっても，それぞれロ}カルな特色がある
71，より作製〕 のだが，石見地方では特に注目されような行事
正定寺における大滞在住の檀家約 140戸と，浄
円寺における大浦在住の檀家(約40戸〉を加え
ても180戸ほどだから，大浦の全戸数351(平成
6年現在〉の約半分であり，従って大浦の半数
ほどの家が，大浦以外に檀那寺をもっており，
その分だけ，大浦集落における寺院と檀家の結
びつきが弱いということになる。私たちがこれ
までに調査した全国各地の農山漁村集落では，
このようなことは殆んどなかった。一般に日本
の村落社会では， 1つの集落のほとんどの家が，
その集落内か近隣集落の特定の寺院の檀家にな
っている場合が多く，その意味で集落と寺院の
結ひ'つきがかなり強固なのである。この点は，
後述の水上の場合でも大浦と同様な傾向が，更
により類著なのである。大浦にしても水上にし
ても，集落の家々の寺檀関係を詳しく調査した
わけではないので何とも云えないが，おそらく，
やはり大森銀山の盛衰に伴う銀山町の人口・戸
数の大規模な増減が，こうした現象に直接間接
に関係しているのではなかろうか。そして，こ
のことと前述の真宗門徒の拡散が複合的に重な
ったことが，これを一層促進したのではなかろ
うか。この石見地方への真宗門徒の拡散は，い
わゆる安芸門徒の流れを汲むと云われているが，
専門外の私にはその経路や宗門の政策上のねら
いなど全く不詳なので，当面は以上の諸事実を
述べるに留めるしかない。
なお，大浦の両寺院以外に檀家がある家の場
はないようで，前掲の島根県の「民俗地図」に
も，これといった特別の項目はなく「送り盆」
しかとりあげていない。〔島根県教育委員会
1984・44Jそれによると，迎え火を焚いたり，
庭先などに無縁棚(餓鬼棚〉を設けたりするの
は出雲地方に広くみられるが，石見ではほとん
どなく，これはやはり，先に指摘した浄土真宗
拡散の影響ではないかと考えられる。その他で
は，精霊舟を流すのが出雲の島根半島沿岸部と
石見の江津近辺にみられることが眼につく位で，
参与観察の対象になるような行事は乏しい。
そこで，大浦では幸に精霊舟の事例をみるこ
とができたので，それと盆踊について，また水
上では盆踊について，参与観察の大要を記述す
ることにする。
大浦は先述のように，集落の半数近い家が大
浦以外のかなり遠方に檀那寺や墓をもっている
ので，墓掃除や精霊迎え，寺での施餓鬼といっ
た行事で，集落が一体化して行動する光景はみ
られず，各家がそれぞれやるわけである。ただ，
正定寺の墓地には墓掃除やお参りにくる人々が
かなりあるから，お盆らしい賑やかな雰囲気が
ある。
さて，大浦の盆の行事としては， 14日〈日〉
夜のカラオケ大会と15日(月〉夜の盆踊りで，
いずれも青年会〈漁協青年部)主催で，会場は
漁協前の広場である。カラオケ大会の方は省略
して，盆踊りについて略述しておく。
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15日，夜8時，漁協のスピーカーから盆踊り
の唄が流れ，浴衣姿の子供や娘たち，中老年の
男女で広場が賑やかになってくると，櫓の脇に
大きな和太鼓が据えられた。汐風にさらされて
鍛えぬかれたような頑丈な太鼓で，屈強な漁師
がこれを打っと， ドスン ドスンと腹に響くよ
うないかにも漁師どころに適わしい大きな音が
出る。櫓のマイクでは，初老の歌い手が自慢の
咽喉で“口説き節"の名調子。これに合わせて
踊りの輸がゆったりとまわり，盆踊りが次第に
高潮してゆく。(写真N-8，参照〕
踊り手の中に， 1人だけ鳥追い笠をかぶり，
手拭いで頬被りした女性がいる。むかしは，み
んなこの姿で踊ったそうである。こうして踊り
は何度となく繰り返えされ，夜も更けた10時，
花火が打ち上げられてお聞きとなった。
16日の早暁，大浦の後ノ浜一一14日に海上筏
レースをやった海岸， 2章 1の(3)の(イ)，参照
(図ill-l，写真Nーの一ーで精霊舟を流すと
いう情報が前以つであったので，私たちは5時
すぎに初盆のC家を訪ねた。仏壇の前に，白木
造りの長さ 1m余りの和舟の模型が置かれてい
る。その舶先に長い細竹の棒が括りつけられ，
先端に色紙の吹き流しがつき，海草が吊つであ
る。舟の中央には「南無阿弥陀仏西方丸」と書
いた紙の帆が立っている。また，舶先のフナ板
には竹筒がしつらえられ，生米が置いである。
新仏はC家の主人で，その未亡人はじめ息子た
ちゃ近親者が焼香。 5時半，浜に向って精霊舟
が出立する。(写真N-3)近所の人々，故人と
親しかった人たちが，次々に精霊舟に近づき，
供物や生花をそなえ手を合わせる。浜に着いて
波打際から数mのところに精霊舟を下ろすと，
ここでも駆け寄って，シキミの枝や供物をそな
える者が何人かいる。(写真町-4)
近親・縁者が精霊舟をとり囲んで，竹筒に線
香を立て，全体のパランスがよいように供物や
花束を整えると， 6時のサイレンが鳴った。こ
れを合図に舟を海に流しにかかる。〈写真N-
5)まず，膝の深さの所に運んでから舟を水に
浮かべ，頃合いをみて少しずつ沖に向って押し
出し，腰の深さに達すると，バランスをみなが
ら重しの袋を載せて，さらに沖に向う。気がつ
くと，もう 1組，精霊舟を流している人々がい
る。
他方，精霊舟が海に入ると同時に，波打際近
くに， しゃがみこんだ近親・縁者たちが離れて
ゆく舟に向かい合掌し，小槌で鉦を打って新仏
を送るのである。白々と明けゆく海辺に，何と
も云えぬ哀感が漂い，鉦の音が胸に泌みる思い
である。(写真町一6)
精霊舟は，しばらくして防波堤のテトラポッ
トの聞を通過し，そこで待っていた漁船の指示
で，風や流れの様子をみながら西の方向に流さ
れてゆく。そして，それを見定めるまで，精霊
舟には 2人の男が泳いでついているのである。
精霊舟の影が見えなくなるまで，人々は海岸に
しゃがみこみ，立ちつくしていた。(写真N-7)
2. 水上の寺院と盆行事
(1) 浄土真宗の玉寺院
1章2で記したように，水上町はかつての大
森銀山に続く広大な山間部の一帯で，三久須・
白杯・福原・荻原の諸集落からなるが，家々が
あちこちに点在する典型的な散村である。寺院
は三久須の上地区に光蓮寺，三久須の中地区に
願勝寺，白杯に属する高津の上地区に浄福寺，
福原の下地区に正行寺，荻原地区に本宗寺の 5
寺があるが，いずれも浄土真宗(本願寺派〉で
ある(図ill-2参照〉。なお，荻原の本宗寺は，
現在は住職がなく，地区の公民館として使用さ
れている。
各集落の戸数は，三久須が48戸(上が12・中
が18・下が18)，白杯が69戸(米山が21・本郷
土が7・本郷下が12・高津上が13・高津下が16)，
福原が96戸(福原上が29・福原中が21・福原下
が34・又持が 12)，荻原が20戸で，全部を合計
すると 233戸である。三久須だけが2寺院で他
は1集落に 1寺院であり，概ね均衡がとれてい
るが，荻原にはかつてもう 1つ，浄土寺(浄土
宗〉というのがあったから，そうとも云えない。
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おそらく荻原は，先に1章2の(1)で触れたよう
に，大森銀山の銀の搬送路の拠点として栄え，
“荻原千軒"とよばれた往時の名残りをある時
期まで何ほどか留めていたのであろう。
宗派としては圧倒的に真宗独占の感がつよい
が，正行寺は，先に 1章2の(2)でも触れておい
たように，元は真言宗であって，寺伝では宝永
4年 (1707)に浄土真宗に改宗している。また，
光蓮寺・願勝寺・浄福寺は，いずれもかつては
銀山町にあった寺院で，正徳~享保の頃 (1711
-35)に現在の地に移ってきたものである。
〔錦織 1922・47ー 8Jいずれにしろ， 本章1
の(1)の大浦のところでも述べたように，大森銀
山の衰退と人口(戸数〉の減少に伴い，寺院が
各地に散らばり，殊に銀山に隣接するこの水上
の地には，このように相次いで移ってきたので
あろう。
ところで，これら水上の諸寺院について檀家
数を尋ねてみると，多くて20戸前後，せいぜい
10数戸あるいはー桁代であって，この程度の檀
家数ではいくら何でも寺院経営は成り立つはず
がない。
こうした事実はどう理解したらよいのだろう
か。これは山村の過疎化という近年の社会現象
とは殆んど関係がない別の問題であって，先に
漁村の大浦でも指摘しておいたように，どうも
銀山の表退と人口減少に伴う住民や家の移動と
関わる事柄である， と考えられる。そして，そ
れが先にも述べたように，真宗門徒の拡散とも
微妙に結びついていたのではなかろうか。
このことの関連で，もう 1つ気になるのは，
水上の!日家でかつての地主層であった三久須の
UA家やF家，福原のWY家など (11章2のω，
参照〉の場合は，いずれも前述の諸寺院の檀家
ではなく，例えばUA家の檀那寺は長久町(大
田市〉の蓮教寺(浄土真宗〉であり， Wy家は
温泉津町(遁摩郡〉に檀那寺がある。
そして両家とも，そこから水上に移ってきた
という，明確な家の出自意識があるのである。
この両家だけでなく，水上に檀那寺をもたない
家の場合，その檀那寺がどこにあるのかを調べ
れば，その家がどこから移ってきたのか，概ね
見当がつくと云われているから，できればこれ
を調査したかったのだが，それが未調査なので
詳細は不明である。いずれにしろ，銀山の消長
と関連して，かなり早くから人や家の出入りが
あり，それらが定着し根を下ろして，集落の支
配構造を形成する過程で，さまざまな事態が起
ったことが想像されるのだが，残念ながら，当
面は考察がそこまで及んでいない。
なお，先に指摘した檀家数が僅少なための寺
院経営の問題についてであるが，住職はほとん
どが他に教師・公務員などの定職をもっている。
そして福原の正行寺のように，この辺りでは
r!也下寺J(ジゲデラ〉と称して，地下(集落〉
で一定の経費を負担していることもよくあるの
である(1)。地下寺の宗派は浄土真宗でなくては
ならない， ということはないそうであるが，真
宗がこれほど拡散していれば，結果としてほと
んどが真宗ということになる。
(2) 盆踊り(参与観察〉
今日，旧暦でお盆をやるところは全国的にも
う殆んどなく，新暦の7月15日前後か，その 1
ヶ月後の 8月の何れかである。ただ，戦前や戦
後しばらくまでは9月にやるところもあったよ
うで，石見地方がそうであった。石見でも地域
により必ずしも一様ではなかったらしいが，俗
に「石川、|盆」と云ったのがそれで，例えば銀山
があった大森町では9月1，2， 3日がお盆で，
九月盆」とも云ったという。古老の話では，当
時はそれが当り前で，別に何とも思わなかった
そうだが，戦後もしばらくは銀山川で精霊流し
をしたという。この九月盆は浄土真宗の地域が
多いことから，真宗の影響かとも思われるが，
むしろ稲作や蚕などの農作業との関連で，季節
的にこの時期が盆として都合が良かったからだ，
とする説もあるようだ。
さて，水上町の盆行事で，今回私たちが参与
観察したのは8月13日(土〉の盆踊りだけなの
で，その概略を記述してみよう。
13日の夜7時，会場の三久須中の願勝寺を訪
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ね，本堂での住職の読経と講話の席に参加した。
参加者は少なかったが味わい深い講話であった。
当夜の盆踊りは，三久須自治会と十五日会と称
する有志のグループ，それに親子会の各役員た
ちが準備をしたとのことであった。十五日会と
いうのは，かつて青年団で活躍した人々の集ま
りで，今夜の盆踊りの実行委員長は十五日会の
創立当初のリーダーの 1人だったYFである。
親子会というのは子供会のことで，母親たちが
一緒に作っている会である。
子供の数が少くなったために，自然にこうい
う形になったそうである。なお，十五日会は郷
土史に関心がつよく，民俗行事にも詳しいUI
やYFなどを中心にできた集りで，村おこしに
も熱心な人々である。
定刻より遅れて 8時すぎ，寺の境内で盆踊り
が始まった。浴衣の男女，子供に老人たちが太
鼓を中心に輪になって賑やかに踊る。マイクを
もった歌い手の“口説き節"も， しっとりと味
わいがある。本堂の階段に腰かけ，団扇を手に
談笑する人々，小さな夜唐に群がる子供たち。
こうして，夏の山里の夜空に太鼓の音が静かに
反響し，踊りが何度も繰返される(写真町一9)。
私たちは，名残り惜しい余情を味わいつつ，
9時半，帰路についた。なお先のU1 (74歳〉
によると，若い頃は 8月14日の晩が“地蔵まつ
り"で，地蔵堂の前で踊ったそうだが，これは
女たちだけの地蔵盆ではなかったようである。
注
(1) 志摩地方の半農半漁の今浦集落 (96戸)には大
江寺(曹洞宗〉があって，全戸がここの檀家であ
るが，これ位の檀家数では寺院経営は不安定で，
住職は別に職業をもっていないから，地下〔ジケ
=集落〕では区長以下の村役 (i地下の衆J)が相
談して，毎年の寺院経費を地下の予算に計上して
いる。これは，いわば“村もちの寺ヘ即ちこの
福原の正行寺と同様な「地下寺」に他ならない。
そして，ここでは檀家総代の他に「寺親」という
住職の後見役もおいている。〔高橋 1994・206，
284) 
参照文献
島根県教育委員会 1984 Ii"島根県民俗文化財分布
図」
高橋統一 1994 Ii"村落社会の近代化と文化伝統一一
共同体の存続と変容」岩田書院
錦織智禅 1922 Ii"石見社寺案内」弘教会
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V 漁村と山村の村組織
奥間葉子
村落社会が共同体としての自治機能をもつた
めには，なんらかのかたちで内部における地域
区分が必要とされるが，その形態は一様ではな
く，村落によってかなりのバリエーションがあ
ることがいわれている。〔高橋 1994 ・ 439~
40J 
本調査地は地理的に西日本に位置し，やはり
ここでも地縁によるヨコのイエ連合としての
「講組」が，年中行事あるいは葬式において機
能している。本稿では， とくに「講組」として
の村組織が実際の年中行事や葬式などの生活場
面でどのように機能しつつ，集落内を統合して
いるのかを報告したい。
1. 大浦の村組織
一集村集落(ジゲ〉と組・若者宿
大浦の概況
本集落については，第2章(1)でも少しふれた
が，住民票上，世帯数が351であり， 1つの集落
としてはかなり大きいといえ(1)，それは近隣の
集落と比してみても規模的に大差がある一五十
図V-1 大浦の村組と近隣組
猛町内にある各集落の世帯数をあげると，「湊」
が104，r赤井」が44，r野梅」が26，r畑井」が
22， r丹波」が 19。大浦の集落形態、は，写真N
-1からも分かるように，典型的な集村型の集
落であり，互いの家の境界に垣根のないことも
珍しくない。なお，ここでは大浦集落全体をジ
ゲ(地下〉とよんでいる。
漁村・大浦の主な役員・リーダーは，大浦自
治協議会会長，各自治会の自治会会長，自治会
の班長，五十猛協組合長(兼，宮総代)，宮の
世話人，漁協婦人部会長，地域婦人会会長など
である。
ここで注目したいのは，大浦の 2ケ寺(正定
寺・浄円寺〉の檀家となっている大浦居住者の
数である。正定寺は約140戸(檀家総数，約250)，
浄円寺は約40戸(檀家総数，約160)となり，
2つを合わせて約180戸となり，大浦の全戸数
(平成6年現在， 351戸〉の約半数にすぎない。
ここでは，各家の檀那寺を聞けば，その家の出
所がわかるとされ，元の居住地に檀那寺がある
といっている。つまり，当地では他地から大浦
へ移り住んだといわれる人が割合として多いと
いうことが認められよう。
村組
大浦は前述のように集落としては，かなり大
きく，集落区分にもそれが反映しているといえ
村組 村組(自治会〕 近隣組
大浦一「馬場 (71)一「上市第一 (29)一一葬式組ニ組 (14・14)
ト上市第二 (23)一一葬式組二組(15・8)
」上市第三 (19)一一葬式組二組 (10・9)
下 (124)一「竪 町 (30)一一葬式組二組 (19・14)
ト本 町 (24)一一葬式組二組 (12・12)
l一明神町 (70)一一葬式組六組 (16・13・10・9・12・1の
柳 (130)一「柳 町 (26)一一葬式組二組 (11・14)
一上柳町 (28)一一葬式組三組 (8・7・13)
一朝日町 (2の一一葬式組二組 (11・9)
一日の出町 (56)一一葬式組三組 (20・17・19)
* ( )内は世帯数をあらわす。
*上市第一と柳町における村組と葬式組の世帯数のズレは，どちらにも寺が含ま
れ，それが葬式組には計算されていないからである。
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ょう。竹内利美のいう「村組j2Jとして扱える
ものには， fJ馬場」・「下」・「柳」があり，これ
はかつて「部落」と呼ばれていたという。昭和
30年半ばぐらいまでは，この地域区分で「グ
ロJ(仮屋行事，後述，なおE章1・(3)参照〉を
おこなっていたが，青壮年層の人口流出(東京
・大阪への集団就職など〉により，大浦集落で
1つのグロを建てるようになった， といわれて
いる。
次に，現在は「自治会」と呼ばれ，市役所と
の連絡を取り合う行政的な単位とも重複してい
るが，大浦には fOO町」という昔からの地域
区分がある。現在，各町には会長がいて，毎月
会費徴収をおこない， ゴミ処分代・赤い羽根共
同募金，氏神である「韓神新羅神社」の祭礼費
などを共同で捻出している。平成6年(1994)
5月25日現在，大浦における「村組」と近隣
組」をまとめると図V-1のようになる。
近隣組
同じ町内(すなわち自治会内〉の家々がほぼ
10から14，5世帯を基準に，さらには家の並びも
考慮されて「葬式組J(死亡組ともいう〉が構
成されている。人が死ぬと通夜から葬式の終わ
るまでを，同じ葬式組内(クミウチ〉では，夫
婦1組(ないし男女1組〉が出て，葬家を手伝
う(テゴする〉のである。手伝いの主な内容は
次のようになる。
死亡当日
①葬家よりオツヤ・葬式の日程の連絡うけ
る…・・・組長
②葬家の親戚宅へ沙汰(オツヤ・葬式の日
程連絡〉に出る……男性2人1組
③親戚のみのオツヤに参列……全員
2日目・オツヤ(午後 1時から〕
④オツヤの不幸帳(帳簿)つけ……男性2，
3人
⑤親戚・クミウチ用夕食の準備・接待……
女性
⑥竹(野辺送り用，灯臓のついた竹〕切り
・シカパナ(白と黒の造花〉づくり……
男性
3日目・葬式・野辺送り(午前10時から〉
⑦親戚・クミウチ用朝食・昼食の準備・接
待・・・・・・女性
⑧壷掻き(壷堀〕……男性4，5人
⑨葬式帳簿つけ，香典返し渡す……男性2，
3人
⑩野辺送りに参列(竹もち〉……男性2人
⑪遺骨埋葬前の焼香時に，火のついた線香
を参列者にもたせる…...・H ・. 
⑫葬式道具の後片付け・・・・・・男女
⑬男性不幸帳を確認し，葬家にもっていく
..・・・・男性
平成6年10月における，世帯番号117(図V
-2参照〉の71歳の男性の葬式事例において手
伝った人は，表V-1のようになる。表による
と，男性11人，女性14人，計25人が手伝ってい
る。また，大浦では，寺から墓までの野辺送り
葬列のなかに，葬式組にも役割分担がある。葬
列の順番は，①僧侶， (2)1'1'持ち〔クミウチの男
性2人)， ③骨(喪主)， ④位牌〈ミウチ)，⑤
シカパナ(ミウチ)，⑥花(ミウチ)，⑦親族・
表V-1 葬式の手伝いをした人
(上市第二・一組〉
番号 tu:管番号 男 女
1 no.105 。。
2 no.106 。。
3 no.107 。。
4 no.109 。
5 no.110 。。
6 no.112 。
7 no.113 。。
8 no.115 。。
no.117 
10 no.118 。。
1 no.122 。。
12 no.124 。。
13 no.125 。。
14 no.128 。。
15 no.129 。
*図は、葬家
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※No.143はいない
※「数字・数字J
l土一つの世帯
を意味する。
※@とはグロ
行事をすると
ころである。
図V-2 大浦の住宅地図(住民票確認世帯のみ)
知人・友人・縁者，である。このような手伝い
は無報酬で行なわれているが，初7日に，葬家
からクミウチの 1軒1軒に茶飯(ゴボウ・タケ
ノコ入りが配られる。
以上の事例カミら，大浦における葬式組は，近
隣聞における葬式時の互助組織として現在も依
然として機能していることが指摘できる。
年中行事の当番制
大浦の地域区分である「馬場J，r下J，r柳」
の村組が毎年交替し，大浦の年中行事である，
グロ(仮屋行事)，竜神サン(漁師の祭り)，春
祭り(韓新神羅神社の大祭)，夏祭り(恵比寿
さんと金比羅さんの合社祭り，神社で神楽奉納〉
の準備・実施を担当しているーちなみに平成7
年は「馬場」が担当。当番には世話人として 3
人ほどをおき，行事準備の日程・手}I贋・連絡な
どの取り決めを行う。さきの年中行事のうち，
平成7年 (1995) 1月11日から同月15日のグロ，
同年4月10日の春祭りの参与観察が可能であっ
たので，それをもとに，当番の役割について記
述したい。
グロ
大浦のグロは， 3， 4百年前，あるいはそれ
以前から伝承されている年中行事であるといわ
れるが，正確にいつの時代に起源をもつかを確
認できる資料文献はないーグロについて詳しく
は， I章1・(3)，参照。グロとは，竹の柱2本
(長さ20メートノレほど〉を中心にし，半径が約
2メートル，高さ 2メートルほどの仮屋である。
これの組立から解体までの主な手順は次のよう
である。
12月下旬…....・H ・-①害1J木(松〉の準備
1月7日(土〉……②センボクさん(竹〉取
り・笹切り・短冊づくり
1月11日(水〉……③グロ組立，④神事参列，
⑤グロ用の餅付き
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1月12日から14日(土〉……⑥焚火に割木を
くべる
1月14日(土〉……⑦神事参列
1月15日〈日〉……⑧グロ解体，消却，⑨直
ム= 
1月7日朝8時から10時半までに，センボク
さん(竹〉取りが8人，笹切りが15人，短冊作り
が4人，計27人が参加した。年齢別にみると，
笹切りが40代から60代，センボクさん(竹〉取り
が6，70代，短冊づくり(1)70代と仕事分担がさ
れていた。〈写真II-9参照〉
①割木は世話人と他数人で行ったというが，
それ以外は②から⑨までは， 30人前後が参加し
ていた。④と⑦の神事であるが，④は韓新神羅
神社の宮司が参加し，祝詞奉上後，榊が漁協組
合長，自治協議会会長，大田市教育委員会教育
長，五十猛公民館館長，世話人代表の)1聞で捧げ
られた。⑦はグロ内に設けられた神前で，夜8
時頃，グロ当番・世話人によって，御神酒，鏡
餅が供えられた。⑧グロ解体終了後，朝9時半
に，漁協2階で当番のうち26人が集合し，フグ
チリ鍋の直会がもたれた。
春祭り
大浦の言伝えでは，韓神新羅神社の神様・ス
サノオノミコトがその御子たちの神々と隣の湊
集落にある逢浜という海岸で出会うことからき
ているのが春祭りだと説明されている。(詳しく
はI章1，とくにその(4)を参照〉
4月9日(日〕……①宮掃除，御輿点検，浜
にお旅所を設ける
4月10日(月〉……⑧船のパレード，③神社
で神事，④浜の旅所で神
事，⑤御輿が村へ出て行
く，⑥直会
祭りの前日は，朝8時に当番の21人が神社に
集合し，官掃除および倉庫の御輿を点検する。
その後，日の出町の浜に， 4本の竹笹をさし，
旅所を設ける。祭り当日の朝9時半，当番およ
び漁師は，各自の船に乗り，隣の集落「湊」の
沖へと向かい，そこの「五十猛神社」にむかつ
て沖から揺拝する。午後 1時，宮司4人，当番
31人および大浦の役員11人(漁協組合長，宮総
代，宮世話人，元宮世話人，漁協理事2人，公
民館長，元公民館長，巾着船・協和丸船主，協
和漁業社長，和田珍味社長〉が参加しての神事
が奉納される。午後2時， 14， 5人で御輿が浜
へと担がれ，そこで約10分間の神事がとりおこ
なわれた。
御輿が大浦の町並みへと出て行く。途中，旅
所は6カ所ほどあり，最後は漁協の建物へと着
く。距離にして約600メートルほどの御輿担ぎ
となる。最後に当番は，漁協2階でフグチリ鍋
の直会をもった。
若者宿
大浦では，同じ船に乗る，あるいは同じ船で
はなくても，近隣の気心の知れ合った未婚の若
い漁師は，ある家の 1聞を措りて，そこに寝泊
まりする風習があり，それは昭和30年の終わり
から40年はじめごろまでは続いていたという。
この宿がワカイモンヤドである。(なお， I章1
・(2)，参照〉
昭和18年頃，大浦には方々に10近くのワカイ
モンヤドがあったというが，そのうちの 1つを
みてみたい。五十猛港近くの家(世帯番号108，
10人ぐらいの家族，漁師の家，屋号「三角形J)
の2階10畳を宿とし，下は中学校を卒業した16
歳 (2人)， 17歳 (3人)， 18歳(1人)，上は
徴兵検査前の19歳 (1人〕までの未婚の漁師が
泊まっていた。その7人中，同じ船に乗ってい
るのは年齢の高い上2人のみであるーちなみに，
全員が「馬場」という同じ村組に住む者であっ
た。
ワカイモンヤドに出入りする若者は， とくに，
ジュウゴニチワカイモン (15日若者〉と呼ばれ，
「人の水を欽んで働く」とされていた。未婚の
聞のみ，出入りをしていた。先述のように，昭
和30年半ばまでは，村組である「馬場」・「下」・
吋卯」を単位に 3つのグロが組や立てられ，同
じ村組のワカイモン同志は協力し合って，グロ
行事に参加した。
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2. 水上の村組織一散村集落(ジゲ〉と組・
契約子
水上の概況
山村・水上は過疎高齢化の進展が著しく(老
年人口率 28.8%)， 1章2で既述されたように，
氏子減少で神社の維持が困難なことから昭和46
年 (1971)に， 3つの村社が合加がされ，水上
神社がうまれた。三社合社ゆえに，祭りは町単
位でおこうものの，人の意識において，「ジゲ」
(地下〉とは旧村落(旧大字〉を指すという。
ここでは自己の地域への意識と祭りの実態が多
少ズレているといえよう。
水上の主な役員・リーダーは，水上町自治会
連合会長，公民館長，大岡市市議会議員，各自
治会会長，組長，地域婦人会会長，農協婦人部
支部長，宮総代である。
江戸期に， ，.天領s)の大森銀山における銀採
掘量がピークをなしていた頃，近隣地域の人口
はかなりであったというが，大森に隣接する水
上でも， ，.三久須千軒j，，.荻原千軒j，，.高津(自
杯村の一部地域名〉千軒」と当時を表している。
各地域に千軒ほどの家屋があったというたとえ
である。その当時に比すれば， どこもその百分
の1にも満たないのが現状となっている。この
ことより，それ以降，銀山の衰微とともに水上
では人口流出が激しかったことが窺われよう。
一方，平成7年現在，水上には， ，.光蓮寺j，
「願勝寺J，，.浄福寺j，，.正行寺」の4ヶ寺があ
るが，現在の人口からすると，その数は多すぎ
る。各寺の住職によれば，各檀家数は「願勝
寺」が17(うち水土地区は12)，，.浄福寺」が17
(うち水上地区は 14)，，.正行寺」が 10(すべて
水上地区〉であり，寺の経営がほとんど成り立
たない檀家数でしかない(九さらに，水上の入
の話では，残る光蓮寺の植家数も12，3世帯で
あるというので，水上の 4ヶ寺をあわせても，
全世帯の約2割にしか相当しないことになる。
これをみると，かなりの家が水上に移り住んで
きたことがわかろう一実際に，水上でも各家の
檀那寺(ゴシショウジ〉を聞けば，その家の出
所がわかるとされており，元の住居地に檀那寺
図V-3 水上町の村組と近隣組
!日大字 村組(自治会〕 近隣組
水上町一「白 土不 (69)一「米 山 (21) 葬式組一組 (24)
一本郷土 (7)一一葬式組一組 (7) 
一本郷下(12)-葬式組一組 (12)
一高津上(13)一一葬式組一組 (12)
一高津下 (16)一一葬式組一組 (16)
一三久須 (48)1一三久須上(12)一一葬式組一組 (11)
|一三久須中(18) 葬式組二組 (9・8)
」三久須下(18)一一葬式組一組 (18)
|一福原 (97)1一福原上 (29)一一葬式組一組 (29)
一福原中。(22)一一葬式組一組 (21)
一福原下。(34)一一葬式組三組 (7・?・ 7)
ー又 持。(12) 葬式組一組 (12)
一荻原 (21)一一荻 原。(21)一一葬式組ニ組 (7・?)
* ( )内は世帯数をあらわす。
* 0印の村組は，重点的な調査対象ではないので，葬式組が複数ある場合の
各世帯数は未調査である。
*米山の村組と葬式組の世帯数のズレは，行政村を異にするが，家が近接す
ることから，葬式組を一緒にしている三世帯(邑智郡)を含むからである。
三久須上・下，高津上，福原中におけるズレは，寺が葬式絡には計算され
ていないからである。
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があるというのである。これは他地から当地へ
移ってきたという家がかなりあることを指すと
いえよう。
以上のことから，水上集落は，「天領」期以
降，かなりの人口移動があったことが指摘でき
ょう一詳しくはN章参照。なお，本集落は高津
の一部，荻原の一部を除いては，山聞に家が点
在する典型的な散材形態をなしている。
村組
水上町では，旧大字単位の行事としては年に
1度，ジゲの寺で夏の「盆踊り」をするぐらい
である一但し，荻原では寺がなくなったので
「盆踊り」もしていない。それ以外には，旧大
字の寺を拠点とした仏教婦人会が「三久須」と
「福原」において結成されているのみである。
よって現在， 4つの旧大字に共通していうなら
ば，旧大字は「村組」というには，その組織・
機能という点で，強闘であるとはいえないであ
ろう。それと対照的に，現在は「自治会」と称
する，各地域の地域区分が村組として機能して
いる，ということになろう。平成6年 (1944)
5月25日現在，水上の!日大字， i自治会-1，およ
び「葬式組」を整理すると図V-3のようにな
る。
ほとんどの地区において，自治会館あるいは
センターと呼ばれる集会所がその地区の中心地
にある。そこで，新年会や月々の常会，任意集
団の集まりを聞いている。水上でも大浦同様に，
月々の会費を集め，水上神社祭礼費，子供会活
動費，などを共同出資している。
葬式組
これは，同じ村組(自治会〉内の近隣の14，
5軒を基準に構成された近隣組のことである。
水上の葬式組も， i家並」と「基準戸数」によ
って組織されている。クミウチに葬式があると，
l世帯から男女1組ずつ出ることを決まりとし
ている。手伝いの主な内容は以下のようである。
死亡当日
①葬家よりオツヤ・葬式の日程の連絡をう
ける……組長
②世話人(葬儀委員長)，仏前係(線香を
渡す)，記録係(帳簿づけ)，寺人足(寺
との通絡)，野人足(査掻き〉を各1人
ずつ決める……男性
2日目・オツヤ(午後7時頃から〉
④親戚・クミウチ用昼食・夕食の準備・接
待・・・・・・女性
⑤シカパナ(白と黒の造花〉づくり……男
d性
⑥寺(本殿，庭〉の掃除H ・H ・男性
⑦オツヤの時，司会・仏前係，記録係を担
当......男性
3日目・葬式・野辺送り〈午前10時から〉
⑧親戚・クミウチ用朝食・昼食の準備・接
待......女性
⑨葬式の時，司会，仏前係，記録係，香典
返し渡すH ・H ・男性
⑩野辺送りについていく……野人足1人
⑪葬式道具の後片付け・・・・・・男女
⑫帳簿を確認し，葬家に渡す……記録係
現在は，他出して居住しない世帯ではあるが，
昭和58年 (1983)2月における， 83歳の女性の
葬儀事例をとりあげたい。本事例において手伝
った人は，表V-2のようになる。(図V-4
参照〉本事例は三久須上における葬式組で， 10 
軒より構成されていた。表によると，男性12人，
表V-2 葬式の手伝いをした人(三久須上〉
番号 世帯番号 男 女
》・社
2 no.74 。。
3 10.75 。。
4 10.76 。。
5 10.7 。。
6 10.81 。。
7 10.82 。。
8 10.83 。。
9 10.84 。。
10 110.85/86 O、O 。
*図は葬家現在は他出した
ので世帯番号がなし、。
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也]ぷi三久須上
¥王亙
???
※ No.71はいない。
※ 「数'r:・数'r:Jは一つの世;m:を
，位、l床する。
※ 実線は旧大字の境界，破線は村
組(自治会)の境界である。
， . 
区日
J 
図V-4 水上の住宅地図(住民票確認世帯のみ)
女性9人，計21人で，どの世帯からもほぼ2人
ずつが参加している。大浦とは違い，水上では
野辺送りの葬列に，葬式組の特別な役割分担は
みられないーちなみに，葬列の順番および役割
分担は，①堤灯もち(ミウチ)，②僧侶，③骨
〈喪主)， ④位牌(ミウチ)， ⑤シカパナ(ミウ
チ)，⑥花(ミウチ)，⑦親族・知人・友人・縁
者，である。
糖〕が配られる。以上の如く，水上の葬式組も，
近隣聞における互助組織として機能しているし，
それによって人々は結び付けられているといえ
る。
田植組
農業を主生業とする水上では，問植の機械化
がおこる昭和40年代半ばまでは，葬式組が即，
このような手伝いは無報酬で行なわれている 田植組でもあったという。正月の鏡開きをする
が， 49日の法事 (r満中院の法事J)に，葬家か 1月11日を田植正月と呼ぴ，その午後，組のも
らクミウチの 1軒 1軒に餅〈あるいは鰻頭・砂 のは寄り合い，各家の田植の日取りを決めた
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(i田植相談J)。各家から男女(主に夫婦〉が2
人がでて「テマガイ」の田植をした。役割分担
は代掻きが4，5人，代直し(シロナオシ〉が
2人，苗持ちが2人，オナリサン(食事づく
り〉が2人，その他は早乙女であった。
ここでは昭和12年の三久須上・上 (10世帯〉
の事例をとりあげる一当時の三久須上はさらに
上・下 (11世帯〉に分けられていたが，田植の
機械化および過疎高齢化の結果，昭和44，5年
にその区分がなくなり，三久須上全体で 1つに
なった。世帯番号77の男性によると，当時の田
植組は，現在も居住する世帯番号74，75， 77， 
82， 85/86の5世帯と他出した5世帯，計10世
帯よりなっていた。
水上の年中行事
大浦とは異なり，年中行事における当番制は
みられない。ここでの特徴としては， iムラお
こし・マチづくり」としての性格の強い全町民
参加型の行事を目指していることが指摘されよ
フ。
水上の主な年中行事には，新年会，節分，年
賀祭(厄払い)，花田植(数年に 1度)，夏祭り，
秋の大祭(シッカク踊り)，新嘗祭(収穫祝い〉
などがある。そのうち参与観察が可能であった
花田植と秋の大祭をとおして，水上の村組織に
ついて考察を加えたい。
花田植
水上では戦前までは，地主が新田開発を祝っ
ておこなっていたものであるという。白杯地区
に花田植の踊りや小笠原流田植嚇しが代々伝承
され，受け継がれてきたものである。(詳しくは，
E章2・(3)，参照〕
福原には，「ここから温泉津まで，人の土地
を踏まずに行けた」といわれる旧大地主(屋号
WY家「殿位」・トノイ〉がある。平成6年
(1994)現在の世帯主 (61歳〉によると，自分
の家で花田植をしたことを親から聞いたことが
ないし，見たこともないという一一ーこの家はダ
ンナサンと称され，小作人やケイヤクコ・カナ
ムスメもいた(5)。荻原でも同じくやっていない
というから，花田植を実施したのは水上の中で
も，白杯と三久須という地域的な偏りがあった
ように思われる。実際に，確認できた3事例も，
三久須と白杯である。
その一事例をあげると，世帯番号111の世帯
主 (73歳〉が父親から聞いたのは，大正の頃，
この家では白杯において新田開発したので，そ
れを祝い，またこの先栄えることを願って花田
植をしたという。その頃，父親は主として農業
ではなく土建業をしていたので，ほかの家に比
べて経済的蓄えが多いほうであったから花田植
ができただろうという。カナムスメもいたらし
いが，花田植において手伝いをしたかは聞いて
いない， という。
現在の花田植は，地主階層が新田開発を祝っ
て行うのではなく，数年に 1度，水上町をあげ
てのイベントとして「水上町花田植実行委員会」
(25人〉を中心に行われているものである(6)。昭
和59年に青年団OBを中心に復活されて以来，
平成6年(1994)5月29日(日〉には第3回花
田植がおこなわれた。前日28日， 71<上公民館で，
婦人会役員 (7人〕は衣装(早乙女用〉を準備
し，実行委員会役員の 6人が花田植会場(福
原〉である田園の準備確認をした。
当日の29日朝，水上神社でのお払い後，田植
会場まで牛馬を先頭に「御神幸」をする。町婦
人会会員 (22人〉と問植噺しの青年 (13人〉が
一列に並んで歩く。会場の脇で，神事，田植噌
しを唄った後，午後 1時半より会場の田圃で田
植嚇しに合わせての花田植がはじまる。その後，
4時から水上公民館で，実行委員会会長，公民
館長，自治連合会会長，婦人会会員など約70人
の関係者による反省会がもたれた。
秋の大祭
一連の祭礼のうち，その呼び物でもあるシッ
カク踊り (7)は，「水上花田植」よりもさきに昭和
47年に大岡市無形文化財に指定されている伝統
芸能である。大祭の日程は次の如くであった。
(詳しくは， 1章2の(2)，(3)参照〕
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10月15日(土〉
16日(日〉
20日(木〕
22日(土〉
23日(日〉
宮の竹切り
宮の掃除(又持・福原下の
人〉
宮総代・氏子青年部が旗，
御輿準備，舞台準備
前夜祭(神事・神楽奉納〉
大祭典(御輿・シッカク踊
り・神事・相撲大会〉
まず，ササラとよばれる竹製の太いパチのよ
うな楽器作りを宮総代と氏子が準備し，その後，
官の掃除(1年交替の当番， 2つの自治会で 1
組〉がある。 20日夜七時半より，官総代および
氏子青年部の総勢24人で，御輿や宮の舞台が飾
られた。(写真1-22参照〉
22日は朝9時より水上町内を御輿が二手に分
かれて家々を練り歩いた。各御輿を担ぐのは，
20代から30代の青年15人ほどである。それ以外
に40代と50代の男性も 3，4人がついてまわり，
各家からの寄付(現金，酒〉を受け取れまた
「御標米」一花田植をした田から収穫された新
米の入った包みーを各家へ配って歩く。昼前に，
幼稚園児，小学6年生によってシッカク踊りが
なされた。夜7時半より浜岡市大尾谷の神楽を
奉納した。境内には水上の青年野球チーム (25
から40歳まで〉の出底もあった。
23日，水上神社で神事の後，神社から!日小学
校の前までを水上の役員による「御神幸」があ
った。午後は神社脇の常設相撲場で，小中学生
と一般の相撲大会が開かれた。
契約子
屋号「殿位」の現世帯主 (61歳〉によると，
何人かのケイヤクコ・カナムスメがいたと記憶
しているが，最後のカナムスメは，邑智郡・君
谷の女性であったという。カナムスメは前世帯
主である父親と親子関係を結んだ間柄で，親が
死ぬまで正月・盆には挨拶をしにきていたし，
現世帯主の結婚式など，カナオヤの家で何かあ
れば，手伝いをしにきていた。カナオヤの葬式
(昭和14年，享年68歳〉を境にしてカナムスメ
(当時50歳くらい〉は来なくなったという。逆
にカナオヤはカナムスメが結婚する時や困った
時には，経済的援助をしていたという。
水上におけるカナオヤ・カナムスメの擬制的
親子関係は，戦前までの慣習としていわれ，現
在では行われていない。これは戦後の農地改革
によって地主階層の土地が没収され，大地主が
存在しなくなったことと大きく関係しよう(的。
3. 概括一天領と村組織
最後に，近世において「天領」であった，大
浦と水上における現在の村組織のありかたを簡
単に整理してみたい。
大浦・水上ともに，各家の檀那寺を聞けば，
その家の出所がわかるとされており，元の居住
地に檀那寺があるという。そのことは，両地域
において近世の「天領」期以降，他地から当地
へ移ってきたという人(家〉がかなりあること，
つまり当時から，かなりの人口移動があったこ
とと関連しているといえる一実際に水上では，
4ケ寺をあわせても全世帯の約2割，大浦でも
2ケ寺において全世帯数の半数が檀家であるに
すぎない。 (IV章，参照〉
近世において，幕府の直轄地・天領として，
御城米(年貢米〉を江戸や大阪へ積み出す商港
のあった大浦集落は，当時の大森銀山繁栄の影
響もうけ，現在でも一般的な村落よりは規模的
に大きな形態となっている。その規模ゆえに，
昭和30代までのグロ行事は，集落内を大きく 3
つに分けた村組を単位にして行われていたとい
うし，現在でもその村組を中心に「韓神新羅神
宇土」の祭礼の準備・実施が行われているのであ
る。さらに，その下の地域区分として，現在で
は「自治会」とも称されているが，それ以前か
ら「町」という村組が構成されていた。また，
各「町」内における近隣組として「葬式組」が
組織されているのである。つまり，集落が大き
い分，集落内の区分をより細かに分画すること
でもって， 1つの集落としてのまとまりをたも
っているといえよう。
さらに大浦では，昭和40年代はじめまでは
「若者宿」がみられ，そこでは中学卒業後から
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20代初め頃までの，近隣の気心の知れ合う若い
漁師が一緒に寝泊まりをしていた。大浦におい
てそれは，一時期に複数個あったというから，
人口移動の激しかったと思われる大浦において，
このような若者宿は， さきの村組・近隣組同様
に，同じ集落に住む者を結び付ける lつの村組
織として存在していたと認めてよいであろう。
一方，山村・水上の集落は，江戸幕府直轄の
銀山領のあった大森に隣接し，その銀山領が最
盛期の「三久須千軒J，r荻原千車干J，r高津千軒」
という，当時を偲ばせる用語からも分かるよう
に，往時はかなりの人口があったとみられる。
だが，現在は， とくに昭和30年代に始まる高度
経済成長における人口流出もあって，過疎高齢
化が深刻な問題であり，それは現在も進展中な
のである。このように水上は集落形態も散村で
あるために，近隣とのつながりがどのようにな
っているのかが興味深い点でもあった。
水上の家々も大浦同様に，「葬式組」一ーかつ
ては「田植組」を兼ねるーーという近隣組で統
合され， さらにその上に「自治会」があるが，
散村集落であることと関連しでか，ほぼ，どの
自治会にも共有財産としての「集会所」がある。
なお水上では， r契約子」という擬制的親子
関係が，戦前まで重要な意味をもっていたこと
に注目しておきたい。すなわち，それは正しく
農(山〉村の地主階層と小作層との上下の庇護
従属関係であった。大浦にも同様な「契約親子
関係」があったが，この場合も御城米蔵宿や廻
船業者が契約親となる上下関係であった。 (II
章1・(1)，注2，参照〉他方，大浦には戦後し
ばらくまで「若者宿」があったが，これは気心
の知れ合った，近い年齢者同志の年齢集団とし
ての存在形態であると考えてよいであろう。そ
して，大浦では前述の蔵宿・廻船業者などの家
格的上下関係がつよかったため，若者・中年・
長老といった階層区分が一貫した漁村共同体に
よる「年齢階梯制」が成立しにくかった， とい
うことがこの場合，指摘できるであろう。〔高
橋 1944・454J水上では「若者宿」や若者組
の存在は確認されていないが，花田植が青年団
OBを中心に復活したことや，年中行事の節々
で若衆が一定の役割を果たしていることを考え
合わせると，年齢集団としてのまとまりはあっ
たとみられる。
注
(1) 鈴木栄太郎によると，自然村〔集落〉は数十戸，
多くても百数十戸ときれ，福武直は，普通の農
業集落は100戸をこえない程度という。〔鈴木 19 
68・326，福武 1982・94Jよって，一般的な集
落規模を 100戸前後とすると，大浦の集落規模は
その 3倍以上になる。
(2) 竹内利美によると，村落社会の内部に分立する
小地域集団を「村組」とし，おもに「家並」と
「基準」戸数によって構成される「近隣組」とは
対比してとらえられるものとなる。〔竹内 1990 
• 51~71J 
(3) 文政2年卯月「大森御支配持高帳」によれば，
当時の「天領」は 153ケ村からなり，その内訳は
安濃部が30村，遁摩郡が46村，邑智郡が55村，那
賀郡14ケ村ほか，である。〔水上村郷土誌 1939・
97~8J 
(4) 越中・五箇山，岩手・和賀，志摩・鳥羽，宇和
-津島などで神社・寺院に関する調査研究をした
高橋統ーによると〔高橋 1994J，寺の経営とい
う点からすれば，その檀家数は少なくとも200戸，
せめて250戸はないと，十分で、はないと説明され
ている。(高橋の口頭によるもの〕
(5) 水上の地主・小作人関係、も，小作に土地を貸付
けて収穫の何割かを地主が受け取る形態である。
なお，屋号「殿位」における小作人には，田畑の
みならず，家屋も提供していたという。水上での
ケイヤクコ(男子〕・カナムスメ(女子〕は，実
の親と子以外において結ぼれる擬制的親子関係を
いい，小作階層のものが地主階層に対して申し出
て，親子関係、を結ぶのが一般的であったようであ
る(後述〉。
(6) i水上花田植」は，平成6年12月22日付で，大
田市教育委員会から「無形民俗文化財」として認
定されている。
(7) これは大太鼓を中心に， 12人の踊り子が頭飾り
をつけて，袴にたすきがけをし，大太鼓に合わせ
ササラを鳴らす踊りである。「シッシツ」と声を
出しながら12番を唄う。
(8) 水上以外で、も，大田では擬制的親子関係が結ば
れていた。〔喜多村 1989 ・ 60~lJ さらにほかの
石見地方での報告もある。〔山岡 1962・147Jな
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お，大浦の契約親子関係については， n章1の(1)
およびE章の注(2)を参照されたい。
参照文献
喜多村理子 1989r社会生活J['野城の民俗.!l(大田
市教育委員会編〉大田市教育委員会
鈴木栄太郎 1968 ['鈴木栄太郎著作集I.!l未来社
高橋統一 1994 ['村落社会の近代化と文化伝統」岩
同書院
竹内利美 1990 ['村落社会と協同慣行.!l(竹内利美
著作集1)名著出版
竹田 旦 1962r族制習俗J['西石見の民俗.!l(和歌
森太郎編〉吉川弘文館
福武直 1982['日本の農村.!l(第2版〉東京大学
出版会
本城高鞠(編) 1939 ['水上村郷土誌.!l(上・下〉水
上村尋常高等小学校
山岡栄市 1962 r長野部落の村落構造J['西石見の
民俗.!l(和歌森太郎編〉古川弘文館
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VI 東石見地方における
草相撲組織
一一戦前の花相撲の実態
宇佐美隆憲
はじめに
相撲は歴史的にみても非常に早くから日本文
化と結びついて発展してきたスポーツの一つで
ある。日本の相撲が史実として記述されるのは
「日本書紀』の西暦642年の条が最初であるが，
奈良・平安時代になると相撲のルールや技術が
整い，宮中の三度節のーっとして節会相撲がお
こなわれるようになった。その後，相撲は武士
の身体修練として日常的に取られるようになる。
江戸時代にはいると，勧進相撲が各地で盛んに
なり，江戸中期にはすでにプロ的な組織である
相撲会所が，江戸・京都・大阪に生まれた。し
かし，明治未期には京都相撲が消滅し，昭和初
期には大阪相撲が江戸相撲と合併し，これが現
在の日本相撲協会の基となっている。
このように，歴史的にも古しなおかつ早く
からプロ的な要素を兼ね備えていた相撲は，時
に「国技」とも呼ばれ， 日本社会と密接に関わ
ってきた。中でも特に注目したいのは，相撲が
日本社会の中で早くから営利を目的としたスポ
}ツに変化した点である。同時代に様々なスポ
ーツが存在していたにも関わらず，相撲だけが
プロ化の過程を歩んだという事実は，一つに以
前からプロの組織の基本となる，あるいはプロ
スポーツを支える素人相撲による組織がいたる
所に存在したからであろうと推測される(1)。と
ころが，一般的に「草相撲」と呼ばれる素人相
撲は，これまでほとんど注目されてはこなかっ
た。したがって，草相撲を支える何らかの組織
があったにも関わらず，その組織の働きについ
ては何一つわかっていないのが現状である(2)。
このような事情を踏まえた上で，東石見地方
一一通常，江津市の江の川を境に，それより東
を石東と称し，それ以西を石西一ーでおこなわ
れていた相撲を見ていくと，この地方特有の地
域性と社会構造を背景として成立している相撲
の組織が，戦前までに存在していたのである。
そこで本稿では，この地方でおこなわれた相撲
大会ならびに相撲組織に注目するために，調査
の対象を本プロジェクトが設定した水上，五十
猛よりも広く取ることにした。そして天領でも
ある東石見の地域的特性を踏まえながら，この
地方で戦前まで行われてきた「草相撲」とその
「組織」の全体像を明らかにし?た上で，この組
織が戦後まもなく消滅する経緯について若干の
考察を加えることにしたい。
1. 草相撲推進の社会的基盤
周知のように，東石見地方は大森銀山を中心
として栄えた地域であり，明治になるまで天領
としての特別な地域性を持続してきた。このよ
うな地域的特殊性は，その社会構造においても
何らかの特徴を持つことになると考えられるが，
この点に関しては，草相撲も例外ではない。天
領であることが，草相撲を繁栄させたと見るこ
とができるからである。そこで，まず天領と草
相撲の関係を地域性と絡めながら明らかにする
ことにしたい。
(1) 天領の相撲
東石地方に見られる草相撲は，徳川幕府直轄
の地である天領においておこなわれてきたこと
にその特徴があるといえる。それは，運動形態
やルールといった面ではなく，相撲をおこなう
基盤となる社会との関係において，相撲が単な
る娯楽ではなく，この地域にとっては必要不可
欠な活動であるという社会的側面からの特徴で
ある。具体的には，銀山で働く抗夫達の健康を
維持するために相撲が奨励されたからである。
43代目の代官，屋代増之助は，抗夫の健康を
考え安政3年 (1856)8月に備中笠岡の医師で
あっ難宮太柱に鉱山病の予防と治療に関する研
究を委託した。この研究の成果は， 2年後の安
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政5年 (1858)に「済生卑言』という形で半紙
29ページにわたって報告された。その内容は，
鉱山病の予防方法を具体的に提言したものであ
った。この提言は以下の 3点にまとめることが
できる。
第1に，抗道内に風を送るような通気官を確
保すること。
第2に，抗夫には粉塵を遮るようなマスクを
着用させること。
第3に，日光浴をしながら適度な運動を奨励
していること。
この中で特に第3の提言には注目しておきた
い。宮太柱の指摘によれば，抗夫は普段，地下
に潜り，陽を浴びる機会が少なく，また，身体
活動も十分でないと分析した。そこで，これを
補うことが必要であり，そのための方法として
最も理想的な運動が「相撲」であると述べてい
る。その理由としてお互いが面白くなることに
よって継続すると説明しているのである。宮太
柱の進言は，少なくとも歴史的に見ると，第1
の通気管の確保，第2のマスクの着用というこ
つの点において忠実に採用されるような動きの
おこったことが確認されている。ただ，第lの
通気管の確保については，送風管を設置するた
めに費用がかさむことから，すぐには実現でき
なかったようであるが，庄屋などから寄付を仰
いで，最終的には実現を果たしているのである。
このような結果からすると，第3の日光浴と適
度な運動のために推奨された相撲については，
費用の面で制約を受けることはなかったことな
どから，抗夫に対して忠実に実施されたと考え
る方が自然であろう。ただ，大森銀山について
さまざまな角度から研究を進めている石村禎久
によれば， r山の神は相撲が好きだが，銀山に
は祭典に相撲が行われたという記録がない。し
かし井戸神社の大祭に相撲大会を行う習わしが
あり…・・・J(石村 1982・124-131J と述べて
おり，少なくとも銀山の祭典の中では相撲が行
われることはなかったと指摘している。しかし，
宮太柱の進言を受け入れたとするなら，そこで
行われる相撲は，日常的に実施されることが望
ましいわけであり，石村の言うように銀山の祭
典という特別の機会に相撲が行われなかったと
いうことが， 日常的に行っていないと言うこと
を意味するものではないと考えられるのである。
見方を変えれば，井戸神社の奉納という形で，
地域と結びついた相撲が取られていたというこ
とは，すでに庶民の中に相撲が浸透していたと
いうことである。
ところで，相撲と関係する断片的な資料とし
て，この地域では，草相撲で活躍した力士の石
碑が比較的多く残っていることが明らかとなっ
た(九(写真VI-1)今回の調査で確認された石
碑の存在については，表VI-1に示したとおり
である。すでに碑銘などが明確でない石碑も存
表VI-1 力士の石碑一覧
宅野l-八 矢上二代目鎧嶋喜作
三柏佐五郎之碑 頭取浜
仁摩 早渡武平
嵐碑
荒砂代平
荒音森右衛門 日貫若錦久作之碑
重藤林平之碑
頭取小石川留八碑
馬路 金碇吉十郎 旭 大浪釈勇，心碑
琴ノ潰金次郎 霞取市太郎之碑
琴ケ潰栄之助 頭取八重桜碑
京十四太郎 頭取飛
琴ケ演惣之助 梅碑
湯里 中ノ関泰助之碑 頭取八重霞之碑
荒瀧児之碑 勇駒
掛車定市之碑 荒駒之両碑
浜之松清作碑
湊嶋市兵衛 邑智引退記念岩戸
井田|出来岩カ蔵碑
一之碑・相撲池
月碑
福光|村風弥五郎
矢上 二勘代治目神力平錦
布施岬山幾太郎之碑
郎之碑
手釈間玄諜関磯碑右衛門 谷住郷 pl!平左衛門
鎧嶋釈善之
大田 大蛇山虎五郎墓
岩次郎碑
長久|榊山与七碑
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在しているが，伝承の範囲内で，その石碑が力
士のために建てられたと確認できたものを取り
上げている。この石碑の数が，多いのか，それ
とも少ないのか， ということを断言できるだけ
の比較の資料が無いことから，はっきりとした
ことは言えない。しかし，このような石碑の分
布を見る限り，この地が，草相撲の力士に対し
て特別な感情を持っていたと考えることはでき
る。そして，このことは， 日常的に相撲が行わ
れていた可能性を示唆する一つの資料と捉える
こともできるのである。
(2) 祭礼時における奉納相撲
日常的におこなわれた相撲の記録を確認する
ことはできないとしても，祭礼時において相撲
がどのような広がりを持っていたのかについて
は，多少なりとも知ることができるので，この
点について触れておきたい。
史料的に相撲が行われていたという記録は，
いくつか見いだすことができる (4)。しかし，基
本的に相撲は，祭礼時の中心的な神事として行
われることは稀であり，したがって，相撲は奉
納という，あくまでも祭礼に付属する形式とし
て続けられるのが一般的である。このような傾
向は，東石見地方においても例外ではない。こ
のことは，相撲が常に祭事の中に組み込まれて
いるわけではないことを意味している。つまり，
史料として残りにくいと言うことである。そこ
で最初に，史料以外に昭和になって相撲大会に
参加した人々の証言から，少なくとも記憶に残
っている相撲大会を加えることで，大森を中心
とする東石見地方の相撲の分布を整理すること
にしよう。
表VI-2は，これまで確認することのできた
相撲の大会である。もちろん大会といっても，
その規模や出場選手のレベルも様々であり，こ
れらすべての大会が同一視されているわけでは
ない。つまり，相撲大会にランク付けをしてい
るのである。このような意識は，一度でも相撲
大会に出場した経験を持つ力士であるなら，必
ず持っていたといってよい。東石見地方の力士
表VI-2 東石見の主な相撲大会
相位置撲づのけ I祭礼の主体 場所 月 日
官相撲 井戸神社 大森 5月26日
1月26日
恵比須講 恵比須神社 五十猛 1月20日
恵比須講 恵比須神社 温泉津 1月20日
官相撲 物部神社 大田
宮相撲 五十猛神社 湊
宮相撲 八幡宮 大田
宮相撲 福原八幡宮 水上
官相撲 別府
!宮相撲 i三瀧神社 水上 10月13日
宮相撲 ヨシイズ 河本 8月2日八幡宮
宮相撲 荻原八幡宮 水上 10月8日
官相撲 乙見神社 馬路 10月14日
恵比須講 自杯 7日7日
恵比須講 高津 8月7日
達は，大森にある井戸神社で春と秋の年2回の
大祭において開催される奉納相撲が，この地方
最大にして，最高の相撲大会であると位置付け，
それ以外に同地方で行われる奉納相撲とは，格
式という点も含めて区別していた。したがって，
井戸神社で開催された相撲には，東石見地方の
隅々から力士が集まり，また周辺地域からの参
加も多かったという。これに対して各地域で個
別に催された奉納相撲は，その勧進元となる地
区の周縁からの参加が一般的であり，特別のこ
とが無い限り，遠くから足を伸ばして相撲を取
りにくる力士はいなかったようである。ただし，
これは島根県全体で見ると出雲大社で開催され
た相撲大会は，井戸神社の相撲よりも上位の大
会と認識されていた。この土地から出場した経
験を持つ数名の力土たちが，井戸神社を含めた
多くの大会で，かなり優秀な成績を残した者た
ちであったという事実が，このような認識をつ
くりあげたといえよう。後に出雲の大会が国体
をにらんだ県大会に変化するという経緯を見て
も，この大会に出場するためには，相当の実力
を持っていなければならなかったといえるから
である。以上を東石見の力士達の立場から整理
すると，島根県全体の大会として出雲大社の相
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撲大会が最上位にランクされる。その下位のレ
ベルではあるが，東石見全体では最も上位の大
会と認識される井戸神社の相撲大会が次に位置
する。(写真V!-2)そして最下層のランクに
東石見地方の各地でおこなわれていた相撲が位
置付けられるのである。
それでは，東石見の中で最も権威のある井戸
神社の相撲とそれ以外の相撲大会がどのような
点で異なっていたのか，そこで行われた相撲の
概要を説明し，若干の比較を試みておこう。
最初に各地でおこなわれていた相撲のーっと
して，ここでは恵比須講でおこなわれていた相
撲を取り上げる。恵比須講において相撲大会の
開催が確認され，史料的にも裏付がとれたのは，
温泉津〈誼摩郡温泉津町〉と五十猛の 2ヶ所で
ある(的。この恵比須講とは，本来，町並みが形
成される過程で，大工や左官といった職人や商
人によって起こった市神・商売神への信仰であ
る。恵比須講はどちらの地域においても，いわ
ゆる商人が勧進元となって運営されており，商
人の祭という認識がもたれていた。
温泉津の場合は， 11月19日から21日までの3
日間，恵比須講がおこなわれるが，相撲はこの
内の中日である20日に開催される。力士達は，
この大会に参加するために，遠くは，水上，浜
田(浜岡市〉といった地域から出向いており，
比較的広範囲にわたって力士の参加が確認され
ている。このように選手が遠くから集まった理
由のーっとして，温泉津の相撲に参加した経験
のある力士達は「戦前の温泉津の相撲は，ここ
ら辺で一番賞品が多かった」ことをあげており，
相撲好きが高じて取りにいくと同時に，賞品の
豊富さが魅力の一つであったと回顧している。
ただし，頭取と呼ばれる親方たちは，それほど
多く集まらなかったという。
温泉津と同様に11月20日に行われた五十猛の
恵比須講の相撲大会では，稀に村外からの参加
者があったというが，出場者の大半は村内の者
であったという。
このような一般的な相撲に対して，東石見で
最も権威のあった井戸神社の奉納相撲は，春が
5月初日，秋が11月26日と，年に 2回，大会が
聞かれた。この相撲大会には，東石見地方にい
るほとんどの頭取が顔を出し，特に秋祭りには
腕に覚えのある力士たちが集ったという。この
ように，井戸神社の奉納相撲大会は，特に秋祭
りがレベノレの高い相撲大会であり， この大会を
もって東石見地方最大にして最高という位置づ
けをしたのである。
さて，恵比須講と井戸神社との相撲大会は，
結果として次のような違いが指摘できる。それ
は頭取ならびに力士を集結させる吸引力の違い
である。その吸引力とは，賞品や賞金といった
物質的なものよりも，井戸神社という場でおこ
なわれる相撲大会で活躍する名誉であった。頭
取が大会に顔を出すと言うことが，結果的には，
さまざまな力士を集結させる最大の原動力にな
っていたことは注目しておきたい。
2. 琴ケ演とその弟子たち
頭取達が草相撲において力士たちを集結させ
る力を持っていたとするなら，両者の関係が草
相撲を支える一つの単位であったということで
あろう。草相撲の組織は東石見地方において存
在していたということである。つまり，ここで
言う組織とは，いわゆる相撲部屋のことであり，
頭取と力士の間で結ぼれることによって成立し
ている師弟関係をいう。このような形式は，基
本的にプロ相撲に見られる部屋制度の師弟関係
と同様のものであるが(6)，草相撲の場合，師匠
にしても弟子にしてもプロの相撲部屋のような
拘束力はもっていない。しかし，そこには草相
撲という制限付きの社会ではあるが「擬制的親
子関係」が成立しているのである。
このような関係によって成立していた組織は，
東石見地方でも確認されているが，その規模と
なると実にまちまちである。最小単位は，親方
(師匠〉に弟子が1人という場合であり，組織
力ということからするとそれほど力を持つこと
はない。しかし，東石見地方の中でも大規模な
組織となると弟子が百人近くもいるというケー
スも存在する。ただ，このような組織の規模は
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非常に稀なことであり，少なくとも東石見地方
において現在一例しか確認されていない。
ここでは，東石見一帯の相撲に強い発言権を
持ち，また，非常に多くの弟子を抱えていた
「琴ヶ潰」を例に挙げ，草相撲がこの天領内で
どのような広がりをもっていたのか史料をもと
に考察する。
(1) 琴ヶi賓という人物
「琴ヶ演」という名は，馬路(遜摩郡仁摩町〉
の浜辺である「琴ヶ浜」にちなんで，馬路の最
強力士が授かる四股名であった。この四股名を
名乗った人物は，これまでに以下に示す5名に
とどまっている(7)。
初代:田村吉十郎(金碇吉十郎〉
文政11年 (1828)8月5日死亡
(76歳〕
北屋の三代目として生まれ，大阪
の朝日山の部屋で前頭八枚目にいた
という。
2代目:田村金治郎(琴ケ演金治郎〉
寛政3年 (1791) 3月17日生まれ
明治14年 (1881) 1月14日死亡
(90歳〉
吉十郎の長男。非常に相撲が強い
ことから「猫足」というあだ名が付
いた。銀山御料の引き立てを受け，
全国の相撲の御用を許可されたとい
つ。
3代目:田村栄之助(琴ヶ演栄之助)
没年不明
金治郎の 2男。相撲で大阪に上る
が若くして亡くなったと言われてい
る。
4代目:京十四太郎
弘化3年 (1846)12月17日生まれ
明治42年 (1909) 9月7日死亡
(63歳〉
金治郎の14人目の子ども。
5代目:栂野惣之助
明治38年 (1905) 6月5日生まれ
昭和61年 (1986)5月9日死亡
(81歳〉
初代から 4代目までは田村家ゆかりの者であ
るが，「琴ヶ演」の四股名は血縁による世襲で
はなく，たまたま同じ家から強い力士が輩出さ
れたということのようである。初代から 3代目
までについては，史料がほとんど存在せず，人
物像の詳細は不明である。しかし， 4代目にな
らびに 5代目については，若干の史料が存在し
ている。そこで， 4代目ならびに 5代目につい
て，その人物像の一端に触れることにしたい。
4代目，京(かなどめ〉十四太郎は弘化3年
(1846)に金治郎の 14番目の子どもとして生ま
れた。腕力が強く，美男子でもあったといわれ，
鳥取県，山口県下の人気力士として最員筋も多
かったようである。播州姫路の浅野家の最買力
士(十三再二分〉であったが，廃藩の後，萩城
の家老であった宍戸錦之助という人物の所で 3，
4年ほどおかかえ力士をしていたらしい。しか
し， 22歳には故郷に帰り，力土引退後は，神子
路(仁摩町)で相撲道場のようなものをつくり，
後進の指導にあたった。また，京は当時の相撲
大会に必ず招待され，その権威は相当に高かっ
たといわれている。京に関する逸話は現在でも
語り継がれており，近郷近在に与えた影響は計
り知れないものであったことが理解できる。
さて，次に 5代目である樫野惣之助は，山陰
随一の力士として有名であり，また指導者とし
ても一目置かれる実績を上げている。力士を引
退してからは，家業であった水産業から転じて
町議となり，いわゆる行政サイドから相撲を支
えた人物でもある。
ところで，この5代目が引退するにあたって
引退興行がおこなわれた。後にも触れるが，普
通，草相撲の力士が引退する場合，引退式のよ
うなことは行わず，引退はあくまでも自分自身
の問題としてかたづけられていた。定期的にお
こなわれる相撲大会に出場しなくなることによ
って初めて周囲の人々が引退を知るのが普通で
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ある。ところが， 5代目琴ヶ演の場合には，一
般の力士とは異なり，プロ相撲と同様に引退興
行が行われたことには注目しておく必要があろ
う。少なくとも東石見において，同時代に引退
興行が行われたのは，琴ヶ潰以外にはいないか
らである。
5代目琴ヶ演の引退は昭和22年 (1947)11月
21日午前9時から馬路村琴ヶ浜においておこな
われた。この引退興行に先立ち，「5代目琴ヶ
演引退大相撲興行趣意書並に御挨拶」として
小冊子が作成され，関係各所に配布された。趣
意書は 5代目琴ヶ演引退相撲興行発起人一向に
よるものであり，その人数は53人に及んでいた。
この発起人たちは，親族の他に村内の有志であ
り，中には弟子たちもいたと思われる。趣意書
の冒頭には「我が郷土の誇りとする名力士琴ヶ
演は14歳にして初土俵を踏み19歳の時大阪相撲
に登場しまして修業を重ね若干22歳にして 5代
目琴ヶ演を襲名爾来今日まで30年間角道に精進
し……」とあり，一度はプロ力士として経験を
踏んだ後に，琴ヶ演を襲名したという経緯を明
らかにしている。また，琴ヶ演自身の御挨拶に
おいて「今度四方御最嵐様の御奨めに依りまし
て角界を引退することに至りました……」と述
べており，この引退興行が御最良筋によって準
備されたことが窺える。この引退興行では，最
後に琴ヶ潰に記念品が贈呈されたようである。
その時の寄付を記した r5代目琴ヶ潰引退大相
撲記念品贈呈親戚有志名簿」には31名の氏名
と金額が記載されており，合計で 1万30円の寄
付があった。
このように引退興行ができたのは，琴ヶ漬が
他の草相撲力士とは全く別格の扱いを受けてい
たことを物語っており，「琴ヶ潰」という四股
名が，江戸後期から天領一帯において力士を代
表する特別の地位を示していたことが窺えるの
である。
(2) 弟子の分布
琴ヶ演に関する史料として，弟子帳が存在し
ている。この弟子帳は，すべての代において残
されているわけではなく，現存するものは，初
代， 2代， 4代の三冊である。〔樟野家蔵〉中身を
見ると，世代によって若干の違いはみられるが，
四股名と居住地の記述においては一致している。
初代琴ヶ演である「金碇吉十郎弟子帳』には
表紙に「寛政14年子正月 5日改」と記述されて
おり (8)，この弟子帳が40歳代後半のものである
ことがわかる。弟子帳には76名の名前が記され
ている。
2代目にあたる「琴ノ演金治郎弟子帳」の表
紙にはいくつかの書き込みがあり，この弟子帳
が，いつ作られたのかについては，判然とせず
安政，文久，元治という元号がみられる。その
中で，年月日が確認できる最も古い記述は，「文
久3年子1月14日」である。この時代に弟子帳
が作成されたとすると，金治郎はすでに70歳前
後であり，仮にもっとも古い元号である安政で
あったとしても，せいぜい10年を遡るのみであ
り， 60代前半ということになる。弟子の人数を
見ると， 144人にも及んでいる。そしてこの弟
子帳は「明治元年炭1月15日改」とあり，その
翌年にも「明治2年巳 1月15日改」と記されて
いることから，この時期まで弟子が増えたと推
測できる。そして，この最終的な改正時には，
金治郎の年齢が，すでに70歳代後半に達してい
ることから，相当の年齢まで大頭取として弟子
を抱えていたことがわかる。
最後に4代目にあたる「京十四太郎弟子帳」
について見てみると，表紙には「明治6年酉3
月2日改」と記されていることから(写真VI-
3 )，十四太郎が27歳の時にはすでに弟子を抱
えていたことになり，その数が 238入にも及ん
でいる。この弟子の中には，もとは金治郎の弟
子であった者も若干含まれているようである。
しかし，これだけの人数になると，周辺の集落
からだけではなく広い範囲にわたって，弟子を
とっていたことになる。
また，もう一つの問題として， 3代目である
栄之助は「琴ヶ演」を襲名していた時期が非常
に短かったと考えられる点である。弟子i援の記
載によれば，十四太郎は金治郎の三男として弘
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〔石商〕
〔石東〕
: (出雲〕
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田二代
.I!g 代
図VI-1 弟子の分布 (5人以上の地域〕
化3年 (1846)に生まれており，金治郎が寛政
3年 (1791)生まれであることからすると，十
四郎は金治郎が55歳の時の子どもということに
なる。二男である栄之助の出生年，没年ともに
不明であることから確かなことはいえないが，
次にあげる三つの可能性が指摘できる。一つめ
は，初代吉十郎が40代で最後の弟子帳を作って
いることからすると， 2代目:金治郎が70歳代ま
で「琴ヶ演」を譲らなかったのは， 3代目栄之
助がそれを継ぐには若かったとも考えられるが，
それ以上に，栄之助がすでに大阪で生活をして
おり，馬路に戻ってくるのが，明治2年以降で
あった。二つめとして， 3代目栄之助が琴ヶ演
を襲名後すぐに亡くなり， 4代目十四郎が襲名
する年齢まで再度， 2代目金治郎が琴ヶ演を名
乗った。三つめとして， 2代目金治郎は正確に
は四股名を「琴ノ演」と名乗っており，「琴ヶ
漬」は 3代目栄之助からの四股名であった。史
料的には，三つ目の可能性が高くなるが，地元
の人々は，「琴ヶ潰」の四股名が初代からつけ
られたと説明しており，この点は不明のままで
ある。
それでは次に「琴ヶ演」の弟子達が，どのよ
うな地域的広がりを持っていたのかについても
整理しておこう。図VI-1は判読不明なものを
除き，可能な限り弟子帳に記載されている地域
を引き出したものである。
これを見ると非常に広範囲にわたって弟子の
いたことがわかる。特にその範囲は，代が上る
につれて広範になっており， 4代目の十四郎の
代には，近郷近在に対して最も影響力を持って
いたことが理解できる。このように各地に弟子
を持つということは，少なくともこの範囲にお
いて，一定の往来があったことを示すものであ
り，この時代が東石見における相撲がもっとも
繁栄した時期でもあったと考えられるのである。
3. 草相撲組織の形態と花相撲の運営
師弟関係がどのような形で結ばれ，そして保
たれていったのか。この問題は草相撲の組織を
考えていく上で重要である。また，この組織が
草相撲の運営においても一定の役割を果たした
と考えられる。そこで，草相撲の組織と花相撲
と呼ばれる相撲について触れてみたい。
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(1) 草相撲の組織
草相撲にみられる「擬制的親子関係」はどの
ように結ぼれたのであろうか。そこで，最初に
師弟関係の基本となる「親分，子分」関係につ
いて整理しておこう。
親方はこの地域では「頭取」とよばれる。こ
の「頭取」とは，大阪相撲，京都相撲の年寄り
の名称である。明治以前においては，各藩のお
かかえ力士を養成する人物も含めて，関西以西
の地方において力士を養成する人物を頭取と呼
んでいた。東石見の場合，この頭取にも二通り
の立場があった。一方は弟子を持つ(持てる〉
頭取であり，他方，弟子を持たない(持てな
い〉頭取である。これは現在のプロ相撲の親方
の場合でも同様である。ただこの東石見地方の
特徴として，基本的に弟子を持っている頭取の
方が草相撲では強い発言権を持っていたようで
ある。というのも弟子を持つ頭取は，相撲大会
に力士を派遣する力を持てる立場にあり，相撲
大会には欠かすことができない存在であったか
らである。
それでは，師弟関係はどのように結ぼれてい
くのであろうか。弟子になるためには，すでに
師弟関係を結んでいる弟子の勧めで弟子入りし
たり，頭取がスカウトする事で弟子をとるとい
うのが一つの方法であり，もう一つに自分から
希望して弟子入りするというこ通りの方法があ
ったようである。ただし，後者の場合，ただ単
に自分が弟子入りしたい頭取にそれを申し出る
だけでは弟子になることはできず，頭取が弟子
として認めることによって，はじめて師弟関係
が成立したのである。したがって，誰もが頭取
と師弟関係を結べるわけではなく，ある一定の
技量をもっている，あるいは強くなると見込め
る者が弟子となった。
このように師弟関係を結ぶということが決定
すると，次に弟子の披露が行われた。これは相
撲大会の中でその披露が行われるが，それに先
だって， 5代目琴ヶ演の弟子の場合には，師匠
から弟子入りした者に対して「まわし」が贈ら
れたという。弟子になった者はこのまわしをつ
けてお披露目したわけである。(写真VI-4)
ただしこのように弟子に「まわし」を与えるこ
とで師弟関係を結ぶといったことが，すべての
頭取の中でおこなわれているわけではなかった。
ところで，師弟関係が結ぼれるのは，近隣に
住む頭取と力士の間で行われることが一般的で
あって，琴ヶ演のように広範囲にわたって師弟
関係を結ぶことは特別のことであった。つまり，
親方と弟子は日常的に顔を合わせることのでき
る距離にいたということであり，同一村落(共
同体〉内部において結ばれる師弟関係が基本的
形態であった。
このように師弟関係を結ぶのは頭取と弟子の
間ばかりではなかった。頭取と弟子の問に世話
人と呼ばれる地位があった。現在のプロ相撲で
世話人と呼ばれる人々は，若者頭の下の地位に
あり，部屋や本場所の雑務をする人物を指して
いる。東石見の世話人は，土俵作りをしたり，
運営資金を調達したり，大会の際には実際の運
営にあたっておこる様々な雑務をこなすといっ
た，実質上の運営全般を司るといった役割を担
っていた。世話人には，すでに力土を引退した
者が推挙された。
力士の引退についても若干触れておこう。力
士が引退するにあたって，特別に引退興行をす
ることはない。ほとんどの場合，自分自身で試
合に出場しなくなった時点を引退と考えたよう
である。引退するにあたっては，親方の意見を
参考にすることもあるが，最終決定は自分自身
でおこなったという。引退後に相撲と関係を持
ちたい者は，親方にお願いして「世話人」に推
挙してもらう。世話人に推挙される者は，相撲
好きであることが一番であり，力士時代の技量
が加味されることはほとんどなかった。したが
って，技量はそれほどではなかった人も世話人
に取り立ててもらったという。この時代に相撲
の運営や行司を経験するが，力士時代に非常に
強かった場合には，世話人を経て「頭取」に推
挙されることもある。しかし。いくら実力があ
っても，特別な場合を除くと一足飛びに頭取に
なることはできない。なぜなら，弟子を取ると
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いうことは，その弟子の世話をするということ
であり，そのためには，経済的な余裕のあるこ
とが必須条件であったからである。また，頭取
になるためには，一定の年齢以上でなければ推
挙されなかったという(9)。
このように保たれる頭取と世話人の関係は，
それまでの師弟の結び付きから，引退を機に，
新たに結び直されることになり，この結ひ手つき
は師弟関係の時よりも緩和するのである。頭取
や世話人として推挙されたときにも，相撲大会
の中でお披露目されたという。
次に，このような組織が実際にどのように機
能していたのかについても触れておこう。草相
撲の場合，大相撲のように弟子達がその部屋に
寄宿し，生活をするということは，まず無い。
それぞれの力士達は，それぞれが職業に就いて
おり，相撲はあくまでも娯楽の一環として行わ
れていたからである。
しかし，稽古は年に何度か行われていた。稽
古の日は特に決められていなかったようである
が，稽古がある時には，弟子達は親方の家を訪
れ，そこで弟子同士が親方の前で稽古に励んだ
という。また，相撲大会が近づくと，親方から
その日程が弟子たちに連絡され，出場したい者
が参加したという。しかし，大会のレベルによ
っては，弟子の中から出場選手が選抜され，数
人でチームを組んで大会に望むこともあったよ
うである。
大会や稽古以外では，弟子達は盆暮れの挨拶
をする事はあったが，その他の拘束は特になく，
親方と関係する冠婚葬祭の際に手伝うといった
程度であった。
(2) 花相撲の実際
花相撲は祭の時ばかりに行われていたわけで
はない。相撲大会が組織されるのは，次のよう
な場合であった。
一つは，祭の時(神社の奉納として〉の「奉
納相撲」。
二つ目として，大きな建物の落成式や地鎮祭
の時の「奉納相撲」。
三つめとして，頭取，世話人，力士の財政を
救うための「お助け相撲」。
最初の祭の時に行われる相撲は，いわゆる奉
納相撲として行われるものであり，この際の相
撲は，氏子組織が運営母体となる。次の，落成
式ないしは地鎮祭については，その建物の管理
者となるべき団体もしくは個人が運営母体とな
る。最後のお助け相撲は，頭取，世話人，時に
は力士が何等かの事情で(例えば，火事など〉
財産を失った場合に，それを救うために相撲大
会が聞かれたという。ここでの勧進元は，それ
を援助しようとする有志ということになり，そ
れはおおむね，その地域の頭取ならびに世話人
が主宰することになるのである。
さて，次に花相撲の方法について簡単に説明
することにしよう。
花相撲は，基本的にその土地の伝統的な方法
を受け継ぎながら運営されていったと考えられ
る。したがって，場所が異なればその運営方法
は異なることになる。しかし，相撲の運営を司
る立場にある世話人や頭取といった人物は，近
隣でおこなわれる相撲に参加するため，特別の
事情がない限りにおいては，その運営方法もほ
ぼ同じ方式が取られていたのである。
それでは，井戸神社を頂点とするこの天領一
帯でおこなわれていた花相撲の形式はどのよう
なものであったのだろうか。すでに花相撲の形
式はかつての天領内部には残っておらず，その
すべてが，過去に相撲を取ってきた人々の記憶
に頼るだけであることから，参与観察は不可能
であり，その細部にわたる記述は無理で、ある。
しかし，その大まかな構造については，ある程
度の再現は可能であるので，再構築可能な部分
について整理してみよう。
花相撲は，先にも触れたように，相撲を開催
する地域の頭取連中と世話人によって運営され
ることになる。ただ、し，この人々は，実際の運
営に携わる人物達であり，運営費は別に集めら
れた。宮相撲の場合には，その相撲が宮の行事
としておこなわれるので，その運営費の一部は
氏子費用から捻出されるが， しかし，これ以外
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にも費用は必要であることから，毎回ではなか
ったが，世話人が寄付を募ったこともあったと
いう。また，お助け相撲の場合には頭取，世話
人・力士から寄付を募ったという。大会が近づ
くと世話人は，相撲の日程を各地区にいる頭取
に連絡する。そして，大会当日までに土俵を整
備し， r焚天」一一祭礼に使うー穏の御幣で，草
相撲では勝者に与えられるーーを作るのである。
(写真V!-5)宮相撲や落成式の場合には，神
主が究天づくりの中心となるが，お助け相撲で
は世話人がそれにあたった。先天の数について
は，毎年おこなわれている番数に合うように用
意するのが慣例であった。
大会の当日は，最初に出場した全力士が，順
番に土俵に上がり，そこで顔見せも兼ねて 2番
勝負の相撲が取られる。これを「ちらし」と呼
んでいた。ここでは勝つでも負けても，些少の
お金が封筒に入った形で渡され，勝負で先に勝
った方を「せんがち」といい，先に封筒をもら
い，後からもらう方を「ごさんばんがち」とい
っていた。ちらしが終わると，次に「飛びつき
3番ぬき」が，大体はおこなわれたようである。
この「飛びつき三番ぬき」とは，最初に 2人の
力士が土俵にあがり，それ以外の力士達は，土
俵を取り囲むようにその回りに立っている。行
司が軍配をあげて，土俵上の力士の勝敗を明ら
かにすると同時に，土俵の回りにいる力士の一
人が，すかさず土俵にあがり，次の試合が開始
される。時には土俵上に立つ力士に対して，後
ろから飛びつき，勝負を仕掛けることもある。
このような飛びつき三番ぬきを 5本くらいおこ
ない，その後は， 1人づっ正面からぶつかりあ
って勝敗を決めていく，いわゆる r5番ぬき」
がおこなわれる。時には r3番ぬき」が飛びつ
き3番と 5番ぬきの聞におこなわれることもあ
ったようだ。
これらの試合をおこなっている聞に，若い頭
取たちによって，その日限りの番付編成がおこ
なわれる。ここでは当日出場したすべての力士
の番付がつけられたが，特に，東西の大関，関
脇，小結，中入の8人が「四役」と呼ばれてい
た。このような番付編成を「割り」と呼んだ。
相撲は割りに従って四役の前まで休むことな
く取り進められる。そして四役の前で一旦休憩
が入る。この時に，東西両力士のもとに「酒と
むすび(おにぎり)Jが用意され，それを東西双
方の力士が交換した後に，中入りの相撲がおこ
なわれる。これを「中入りのはね」と呼んでい
た。
ところで，この中入りという地位は，大関，
小結のように相撲の強さによって就く地位では
なく，ある種の披露をするときの対象力士がこ
の地位に選ばれたのである。ここで選ばれた例
としては，頭取に弟子入りした力士のお披露目
であったり，歳をとってもうすでに引退を決意
している力士の最後の晴れ舞台として，この地
位が用意されることもあったという。したがっ
て，中入りの地位は強さとは別の地位として意
識されており，特別メニューとして位置づけら
れていたのである。
大関までの相撲が終わると，双方の力士は，
土俵の縁で酒を飲みながら，むすびを食べた。
食事が終わると力士は散会した。
さて，相撲の中身としては，日本各地に見ら
れる花相撲の形式とそれほど大差はなく，見物
人や最展筋から，力士達には花(一般的には金
銭であったが，時には物であることもあった。
これは必ずしも懸賞金というわけではなく，負
けても最買筋から花が贈られることもあった〉
が贈られた。そして「割り」において高い地位
に就くと花も多くなったというのである。頭取
に弟子入りしていると，割りにおいても高い地
{立につけてもらえることが多かったという。
おわりに
一草相撲組織の崩壊と花相撲の消滅一
これまで説明してきたような，東石見地方の
相撲の組織は，第二次世界大戦を境に急速に崩
壊したようである。その理由のーっとして，頭
取と力士の聞で結ばれる師弟関係の拘束力が，
戦後の混乱と経済変動で保持できなくなったこ
とが考えられる。例えば，盆暮れに弟子が挨拶
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に来れば，飲み食いをさせ，帰りには小遣いを
あたえるといったことが普通であり，経済的な
余力がないと頭取は務まらなかったからである。
戦後，このようなもてなしは，経済的に不可能
であった。このような，かつての「頭取=親方
と弟子の紐帯は， I章1の(1)やV章2で触れた
「契約親子」の関係に近い，いわば一種の擬制
的親子関係とみることができる。
また戦後の社会状況に加えて，若い男性の他
出による若者の減少などの影響もあって，相撲
を取ろうとする力士が急速に減少したという事
実も見逃せない。このような力士の減少は，花
相撲の出場者の確保を困難にさせ，大会自体が
脆弱化するとともに，相撲が地域的娯楽として
の活力を失っていくことにつながった。
さらに，このような現象に追い打ちをかけた
のは，花相撲の形式が競技としての相撲に取っ
て変わるという大きな変化がおこったことであ
る。それまでは，頭取が強力な発言権を持ち，
行司なども世話人や若手の頭取が行っていた。
しかし，戦後になると相撲の段位を持つ者や審
判資格を持つ者たちが，次第に相撲大会運営の
中心となっていった。特にその中心的な役割を
果たしたのは，海軍帰りの人たちであった。こ
れは海軍が積極的に相撲を取り入れていたこと
と関係している。そして，各地域で開催されて
きた相撲大会は，国民体育大会を最終目標とし
たことによって，これら有資格者の参加が必須
となり，大会そのものの質と価値を高めていく
という流れに変わっていった。地方の大会は最
終的に中央の大会に結び、つくという構図ができ
あがったのである。これは相撲が近代スポーツ
へと移行する過程でもあった。つまり，相撲組
織という共同体が戦後を境に崩壊し，それにと
って変わったのが，アマチュアスポーツ組織だ
ったのである倒。
東石見の場合，頭取が相撲大会に顔を見せな
くなるのは，昭和20年代半ばからであったが，
もちろんそこには，頭取と呼ばれる人々が極端
に少なくなったという事実もある。しかし，戦
後，相撲の上手な者を頭取に推挙する例は， 5 
代目琴ヶ演のみであり，この特殊事例を除くと，
すでに頭取の役割は終わったと見てよいであろ
う。村落の中で相撲組織を存続維持させていく
必要がなくなったのである。
したがって，戦前まで続いた相撲組織と大会
の運営方法は，古くから日本社会で維持されて
きた形式であったが，戦後，東石見地方で行わ
れていた相撲にも近代スポーツの波が押し寄せ，
アマチュアスポーツとしての体裁を整えること
によって，花相撲はその役割を終えたのである。
注
(1) 素人の相撲組織とプロの相撲組織について，高
橋統一は示唆的な指摘をしている。〔高橋 1994・
397-404J高橋は愛媛県北宇和郡津島町御模でお
こなわれている「篠相撲」を記述し，若干の分析
を加えているが，それに先だって，愛媛県南予地
方に散見する相撲の特徴をまとめている。そこで
は「相撲が古来・競技であるとともに，それによ
って吉凶を占い豊穣を祈願する共同体の神事であ
ることを反映して」いるとし，相撲が共同体と密
接な関係を持っていたことを指摘している。さら
に，野村町の「乙亥相撲」の分析から， I江戸時
代の勧進相撲から東京や大阪のプロの大相撲が成
立する過程では，いわゆる草相撲が各地にあって，
プロとアマの区別もそれほどはっきりしていなか
った…一」という見解を示し，プロ相撲組織の成
立にあたって，草相撲の組織が何らかの影響を与
えたであろうという見通しを立てている。日本に
おける近代スポーツの成立過程を見る限り，この
指摘は非常に示唆的であり，プロスポーツの一つ
の成立経緯を言い当てているといえる。これまで
の相撲研究ではこのような指摘がなかっただ、けに，
この見通しは非常に刺激的であるといえよう。
(2) これまでの相撲研究では，起源やルーツといっ
たことに関心がもたれてきた。しかし，近年にな
って，相撲の近代化や組織の問題にも関心が持た
れるようになったが，それはあくまでもプロ相撲
についてであり，各地でおこなわれてきた草相撲
については，若干の文化人類学的，民俗学的研究
にとどまっているのが現状である。
なお，日本の相撲研究の動向については， [宇
佐美 1994・196-204Jを参照されたい。
(3) 石碑の存在については，これまで各教育委員会
において調査され，それが何らかの形で報告され
ている。そこで，これらの報告を整理し，さらに
調査報告に漏れがある場合には，新たに調査結果
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をつけ加え，表VI-1に東石見の力士と関わる石
碑を整理した。
(4) IF仁摩町誌」には，宮相撲についての若干の紹
介がある。それによれば，この地域は，相撲が盛
んなところで、神事祭礼にはなくてはならないもの
であった。また，文政年間の頃の運営費用につい
ても触れている。それによれば，この地域におけ
る費用の取り立ては，組単位に取り立て人を決め
ており，当番制になっていたことが説明されてい
る。
〔仁摩町誌編さん委員会 1972・295)
(5) 恵比須講の実態については， (温泉津町誌編さ
ん委員会 1995・745，678-80)にその概要が紹
介されている。また五十猛については，私の調査
の結果をもとにしている。
(6) プロ相撲の社会に見られる部屋制度については，
〔生沼 1994)に詳細が述べられているが，草相
撲の場合にも，これと類似する組織の形態が見ら
れるのである。
(7) これまで「琴ケ演」については，その人物像を
紹介したものは少なく， (馬路教育史編纂委員会
1978)の中に若干の記述が見られるのみである。
しかし，その四股名は，当該地域の相撲関係者の
聞では有名である。
(8) 歴史的には，寛政年間は13年(1801.2. 4)まで
であることから「金碇吉十郎弟子帳』にある「寛
政14年子正月五日改」の記述は，享和2年(1802)
ということになる。しかし，享和2年は「子」年
ではなく「戊」年である。仮に「子」年の 1月5
日だとすると，この2年後の享和4年 (1804)に
なるが，この点については明らかではない。
(9) 四代目琴ケ演の場合， 27歳にして頭取の地位に
就いており，年齢を基準とする頭取就任のシステ
ムが適用されなかった唯一の例である。
(附 この時代のアマチュアスポーツ組織について触
れるときに，特に注意したいのは，国民体育大会
(国体〉の干生存である。昭和21年 (1946)の第1回
大会から各県持ち回りで開催されてきた国体は，
いくつかの種目を設定して競技をおこなってきた。
相撲は，第1回目の大会から今日まで休むことな
く続けられており，少なくとも戦後すぐにこのよ
うな大会が実施されたことによって，各地の大き
な相撲大会は，早くも競技としての体裁を整える
ことになったと考えられる。このことは，一方で，
それまでの伝統的な相撲大会の形式が否定され，
競技スポーツとしての相撲大会が推進されていく
ことにつながったのである。
参照文献
石村禎久 1982IF石見銀山(具記，下).!l石見銀山
資料館
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終章東石見の文化伝統と近代化
一一結びに代えて
高橋統一
序章で本研究の視座と枠組の概略を説明し，
そこで予め提示した諸問題を， 1 ~vnの各章で
具体的に考察してきた訳だが，最後にそれらを
概括的に整理し，結びに代えることにしたい。
共同調査とはいえ，わずか2年余にすぎず，実
際に現地でフィールドワークを行った日数はそ
れほど多くはない。
ただ現地の方々の多大の御協力のお蔭で，予
期以上のフィールドデータを収集し，且，関連
の記録資料や文献もかなり入手できたので，私
たち自身はある程度，納得のゆく分析ができた
のではないか， と考えている。以下，その主な
ものを列記して稿を締め括り，今後に資したい
と思う。
① 素変鳴尊が新羅から出雲に天降りになると
き，その御子，五十猛命が姉妹神，大屋津姫
命・机津姫命と共に，樹種を持ち帰って全国
に播き殖めたという，神話にまつわる大田市
内の五十猛神社・韓神新羅神社・大屋(津〉
姫命神社・漢女神社について，私たちが調査
した範囲では，神話と史実を結びつける伝承
に確証はなく，伝承の定着過程で若干のフィ
クションが増幅されたものと想像される。し
かしながら，周辺の諸神社の祭神(主・配神〉
なども考え合わせると，現在に至るまで地元
住民のいわば「神話アイデンティテイ」はか
なり強固である， と言ってよいだろう。この
ことは出雲に接し，且，朝鮮半島の東海岸に
近い東石見という土地柄を考えれば，むしろ，
当然のことかもしれない。
② 五十猛神社(湊〉と新羅神社(大浦〉との
聞には，大森銀山を擁した幕府直轄の天領に
おける磯竹村と大浦集落の，親郷と枝郷の関
係が反映しており，枝郷でありながら，天領
の御城米積出港で，北前船の出入も多かった
大浦の実勢が親郷を凌いでいたことが，今日
にまで及んでいるふしが見うけられる(大浦
と湊の春祭りの参与観察など〉。この点で，
気になるのが国分寺露霊神社(地頭所〉で，
磯竹の村社はかつては玉十猛神社よりも，こ
こであったのかもしれない。それは，国分寺
露霊神社が「延喜式』の神名帳にある「式内
宇土」である可能性があるからであるーーなお，
式内社に擬せられている同名の神社が他にも
あって，これらはいわゆる「論社」とされて
いる。
⑧ 五十猛命と姉妹神にまつわる神社は，実は
和歌山市に数社があり，「日本書紀」にはこ
れら三神が最後に紀伊国に坐します， とある
から，こちらは神話と史実が結びつき，今日
に至っていると見なすことができる。
但し，紀伊国では，現在の神社のかたちに
落着くまでに，複雑な経緯があったようで，
伊勢神宮の内宮と外宮の関係(天皇家の祖先
神=天照大神と土着の畳受大神〉のような祭
神・神格の並立複合〈日前・国懸の両神宮〉
の過程で，伊太祈曾(五十猛〉神社が現在地
に移り，さらに三神が分立して鎮座すること
になったらしい。いずれにしろ，これらの諸
神社が式内社であることは，ほぼ間違いなく，
神話と史実の結びつきを裏付ける証しと言え
るのだが，ここでもいくつかの神社の問に
「論社」の関係がある。
④ 大森銀山に接する山村の水上では，福原と
荻原の両八幡宮と三久須=白杯の三滝神社が
昭和46年 (1971)に合和して水上神社ができ
たのだが，それ以前の福原八幡宮の秋祭で奉
納されていた悶楽踊りとしての「シッカク踊
り」が，昭和62年 (1987)に県の無形民俗文
化財に指定されたのである。
即ち，シツカク踊りは水上神社にひきつが
れたのだが，かつては踊りと一体となってい
た「宮座J組織はもう全く崩れてしまった。
そしてわずかに残る宮座の直会(饗膳〉とシ
ッカク踊りの古記録の写しによると，シッカ
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ク踊りに成年式の意味あいがあり，また一部
に神仏習合の痕跡が窺われる。
他方，農耕儀礼では，民俗芸能である「花
国植J(田植ばやし〉が昭和59年 (1984)に
復活した(数年に一度の開催〉。
そして村おこしの一環にとの関係者の尽力
により，このほど市の無形民俗文化財の指定
に漕ぎつけたのである。
⑤ 大浦は前述のように，御城米積出港で蔵宿
や廻船業者が重きをなす商港でもあったが，
近世末から明治にかけて漁業資本家が台頭し，
上層家系の浮沈が意外にはげしく，維新後の
社会変動がそれを助長した。かくて，蔵宿・
廻船業者が親となり，鰯網の網子を子として
庇護する，擬制的親子関係としての，かつて
の「契約親・契約子」も第二次大戦後は廃れ
てしまった。このことは，山間部の水上で，
大地主層と下層小作人の間で結ばれていた同
様な契約関係の場合も同じで，戦後の農地改
革で全く解消したのである。
⑥ 漁業集落である大浦には，一般に漁村に多
くみられるように，泊り屋とか遊び宿と呼ば
れる「若者宿」があり，昭和40年代までは，
年齢集団としての一定の機能を果していたと
みられる。それが中年・長老の各年齢層とも
結びついて一貫した「年齢階梯制」を成立さ
せるに至らなかったのは，やはり⑨でみた如
く，家格的上下関係がつよくて，年齢(世
代〉による序列システムの確立が阻まれたか
らだと考えられる一一漁村共同体的な年齢階
梯制の例としては，例えば南伊互の伊浜や志
摩地方の鳥羽市今浦などがある。
山村の水上では，若者宿の存在は確認でき
ていないが，年中行事の節々などで若衆が一
定の役割を担っていたとみられ，年齢集団的
な機能をもっていたと思われる。
⑦ 大浦は隣の和江と共に第二種漁港で，大田
市内では施設，規模とも他よりも大きし漁
べきかもしれない。なお漁協青年部主催の夏
のイベント「海上筏レース」などをみると
〈参与観察)，大浦漁業の担い手としての心づ
よさを感じたことを付け加えておこう。
他方，水上は石川、i水上瓦の産地で，最近は
着実に収益をあげており，農林業が低迷して
いる昨今では，地場産業として安定している。
但し，これも昭和40年代に，それまでの登り
窯に代り， トンネル窯とオートメ化を導入し，
高度経済成長の波に乗ったことが幸したので
ある。但し，あえて言えば，地場産業には違
いないが，瓦業者のすべてが地元出身者では
なく，他からの移入者であることが，問題と
言えばいえなくはない。もっとも，これは水
上が銀山における「御園村」として用材調達
を行い，そして大正末期から外来の登り窯工
場へ松割木を売却したように，このことも，
いわばこうした地元民の伝統?のなせるわざ，
と言えなくもないような気もする。
⑧ 住民票の分析から大浦の人口と世帯をみる
と，高齢化が著しく，家族としては夫婦家族
制が支配的な社会であり，水上はさらに高齢
化が著しく，夫婦家族制では大浦より幾分よ
わい社会ということになる。清水浩昭による
と，このような家族形態は，イエ規範がつよ
く直系家族制が支配的な社会において，人口
の流出や高齢化が生ずる(状況的要素が加わ
る〉と現出するものであり，清水はこれを
「親子家族H型」とよび，具体的には温泉津
町(遁摩郡〉のデータに基づき，地域類型と
して「島根型」と命名した。この場合，一方
の極に，イエ規範の規定性がつよし状況的
要素もそれに即して構造化されている「親子
I型J(山形型〉があり，その対極に，夫婦家
族制規範の規定力がつよく，状況的要素がそ
れに即して構造化している「婚姻家族I型」
(鹿児島型〉が対置されており，「親子家族E
型J(島根型〉はその中間に位置づけられて
協としても独自の組織と実力を有しているの いる訳である。いずれにしろ，清水の分析で
だが，漁業をとりまく国際環境からすると将 大浦や水上が閉じく東石見の温泉津と同ーの
来展望という点では，やや問題があると言う 家族類型になったことは，当然のこととはい
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え，極めて興味ふかいことである。
⑨ 大浦は漁業集落の通例で土地が狭障なため，
極端な集村であり，また漁港と商港を兼ねた
街村的要素もあることから，村組織が緊密に
整っている。近世以来，戸数も多く，現在も
351世帯が10の村組(自治会)に分れ，それ
らが吏に1O~14，5世帯の近隣組に分れている
のだ、が，近隣組はいわば葬式組であって，葬
儀における互助組織である。
この葬式組が地域社会としての基本的単位
であることは，山村の水上でも同様なのだが，
ここでは農業の機械化がおこる昭和40年代半
ばまでは，葬式組は回植組としても機能して
いた。他方，水上は福原・荻原・三久須・白
杯の旧村(大字〉がそれぞれ近世以来の集落
(ジゲ・地下〉としてまとまっており，そう
した意識が今日でもつよい。また，景観的に
も山間部に家が点々と散在する極端な散村で
あるために， 4つの!日大字がそれぞれ数個の
村組(自治会〉に分れ，これが行政上の最ノj、
単位になっており，それが同時に葬式組にも
なっている。
なお，地域社会としての統合度という点で
は，やはり集村である大浦の方がまとまりや
すく，正月の仮屋行事である「グロ」一一平
成7年(1995)に大岡市の無形民俗文化財に指
定一一ーなどを参与観察した印象では，一面で
は漁師気質の発露もさることながら，②で指
摘したような近世以来の大浦の実勢が，今日
にも受け継がれているように感じられた。
⑩ 大浦には正定寺(浄土宗〕と浄円寺(浄土
真宗〉の2寺があって， 350という戸数に見
合った寺院数と言ってもよいのだが，すべて
の家がどちらかの檀家なのではなく，他所に
檀那寺をもっ家が少くない。また，水上には
光蓮寺・願勝寺・浄福寺・正行寺・本宗寺の
5寺があって，すべて浄土真宗であるが(本
宗寺は現在は無住)，いずれも檀家数は極端
山町にあったのだが，銀山が江戸初期の繁栄
の後に，急速に衰退し，それにつれて移って
きたとされている。幕府直轄の天領という，
藩政村とは状況の異る村落体制の下で，銀山
の最盛期に増大した人口が急に落ちこみ，い
ちどは増えた寺院が周辺に移っていった経緯
は想像に難くないが，どうやらそのことと浄
土真宗のこの地域への惨透，拡散とが重なり
あっていたように思われる。そしてまた，こ
の銀山と結びついた天領としての村落社会の
あり方が，藩政村に較べて，住民の移動をし
やすくしていた， という一面もあったのでは
なかろうか。そうした気風が今に至っても残
っているようにも思える。真宗布教の歴史的
背景やその実情に疎く，また，天領における
村落社会の状況も把握していないので，何と
も言えないが，今後の課題にしておきたい。
なお，盆行事としては，この地域には特に
目立つものは見当らないが，盆踊りの他に，
大浦で参与観察できた「精霊舟」はたいへん
印象深く，胸に班、みる情景がいまも険に残っ
ている。
⑪ 相撲は「日本書紀」に記述があるように，
国技とも言われるほど古くから存在したよう
だが，東石見では大森銀山の坑夫の健康維持
のために代官が奨励したとされ，草相撲がた
いへん盛んであった。村々の神社での祭りや
恵比須講の奉納宮相撲の基盤には，かなり整
った組織があって，現在のプロ相撲に通ずる
「頭取(トウドリ)=親方と弟子」の紐帯が
あったようで，その証しとも言える「弟子
帳」や力士の石碑が現存する。この師弟関係
は，⑤で触れた「契約親・契約子」と近い一
種の擬制的親子関係で，弟子の分布を初代琴
ケ漬から 4代目までの文政~明治の約100年
を通じてみてみると，仁摩・温泉津・大田を
中心に東石見のかなりの地域，さらに西石見
にも及んでいる。興行の場所で最も格式が高
に少く10数戸ないし数戸に過ぎない。つまり かったのは，天領の中心である銀山町の井戸
殆んどの家が他所に檀那寺があるのである。 神社の秋祭りであった。 5代目琴ヶ演は戦後
大浦の浄円寺や水上の諸寺院は，元は大森銀 の昭和22年(1947)に，プロ顔負けの盛大な
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引退興行をおこなヮたが，この頃から全国規
模の国民体育大会にアマ相撲が導入されるよ
うになり，この地方の草相撲も近代スポーツ
に転換していったのである。
⑫ 日常生活の何気ないひととき，四季折々の
暮しの端々に，時として頭に浮び，口をつい
て出る諺や文句には， しばしば，その土地の
生活環境に根づき，歴史とともに培われた文
化伝統の反映を垣い間みることができる。そ
うした俗信語に関わる情報を今回の調査に即
して収集し，整理分類してみると，生活習慣
の変化によって，例えば「夜爪を切ると不幸
になる」のように，禁忌の前提部分と現実と
のズレが生じても，それが消滅せず派生して
ゆく，いわば「俗信語の近代化による再生
産」を見出すことができる。そして，こうし
た類いの俗信語の中にも，「海草(ボパ〉を
焼くと大風が吹く J(五十猛〕とか「無花果
(イチヂク〉を屋敷内に植えると病人がでる」
(水上〉など生活の匂いを感じさせるものが
散見され，また気象に関わる前兆語では，「三
瓶が見えれば雨がないJ(仁摩町馬路〕とか
「こぶしが吹けば鰯がとれるJ(仁摩町宅野〉
などがある。また，大浦の正月の仮屋行事の
グロに関するものでは，「グロの火に当たる
と丈夫になるJiグロの神に祈ると大漁があ
る」や「前年不幸のあった家族はグロには行
かぬ」などが目立つのだが，他地方の仮屋行
事(トンドなど〉との比較が必要になろう。
そして，この調査を行った小津康則は，今後
は韓国での俗信語の調査とあわせ，比較研究
をすすめたい，としている。
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